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小学校の島牧的文脈 における児暮の叫塊行動 ･罷知の事例研究

伊藤gE介

研究の▼手とE3的

]) 辛校を従来の*約的.書一的rJh7rの■から.生活

のJA.主体的rJ字書のJAへtAすることがl上会的iltと

/Jつて久しい｡これに対して牲集計書では､上として多様

rJ学習形筆のT=めの空何計ifという汝J:的Tプロ-十と,

児JEの行動･心理特性のPL書という発iHi的7ナt7-千か

ら取 り租みがなされてきた.

2) 社会学 叔甘予では､サ枚が挿玖な_k*を形成して

いることや.苧玖生活全役 (itgEをfI成する:古井Jeや､u

常のJA面々々)に体現 される挿せ体系の杉7下で.児jlが

11舎化 文化化されることが掃捕されている｡学校がte体

的環境としてもつ意味が問われており､iB策的領塊もその

主要な実演である｡

3) これまで'-7-枚軒ig/デザインにおいて.妃皇lir大
人に対 してのT供Jとしてl王妃止 されてきf=が,｢千枚に

bLナる児童JというI土合的存在として11壊bれてこ/..･かつ

た｡しかし､上記のようfJ学校という見境の'dJ占性を々入

ると､児束の行動 成知と環境のlt会的rjiとの関係も挨

附されるべき隷噂と考えられ.る｡

4) 本研究Il､児jkが小′芦俊をどのようにEl･計環境とし

て休戦 しているかを探 り,児まの行血 tf知を学攻の文脈

に位匠づけて媒えることを適して､サ枚計噛/デザインlこ

児JEにとっての凍gtの5t味という挽｡点kI1年することをEI

的とするものである.

研究のtE要

5) 本GF兎は､#孜的なデザインの校舎とイン7*--/

ル叔廿の実践で知られる.斬枚のモデル按 (U小)の事eI

研究を■とし.い くつかのケーススタアイより紙成 され

ち.児童の4所のイメージ BtgEの也Jtと.児tのti会捕

遠と居姑所正次のEr蛙等を､t収 と比較 しながら分析 した

披､児iと≠羊現状のJnわりと杜仲的it境 文よの用件lニ

ついて全体的号令を行 う｡lEZ)&I)

写Jtによる児)の1煉招ZLの分Qi

6) 児童の現境牡ZtlJ.写JEとコメントによる額gt記述

から考察した.

7) 刃重はU′トと0′トの二収で行い､4年生･6年生そ

れぞれLI人ずつに使いきりカノラで ｢耳栓で好きrLとこ
ち,面白いと思うところ｣を斗杉L､況明しでもらった

4年生の村里肥tl11 年捷(5年ヰLSIL-もHtIのJII先
を行い.牲特的央化をJぺT二

gl 妃JEのtyL/･TIAu､<JA申>､くJA所の什攻羊

よ> lモノ.しっらえ.itモ的尽けI.･と･.<稚t的Tク

モス> ･空何的境界を撫でて比1るものI､<人IJtii>に

分萌され/I.UJトでは<tut的アクセス>のfI合が7tかっ

たが.OJ､ではほとんどAら書LrLかっ[=,

9) コメント全ti+)･でも､U,J､では他千年の妃Jtや地

域 コミュニティとのせitが粗食的コ/タクトとしてtA
され.0小ではブログ〉L的･節操的な変itとしてtJtさ

れるという対比がhらtL/i.

10) ま/I.JA所rJ.どの稚蛾繋Jiの捉えガを<挽文>､<

18両>.<アクテ (ビテ†>､<プログラム>lこ分類する

と.U′トの児書は0小に比J<て<挽党>.<J8両>の朝倉

が高かっ1=D

II) これらは､U′トの児tJl什蕪村J*の挽光的･形態的

推鼓に関心をもち､そtLがIi佼/i格の地面に埋り込まれて

体験されてい/=ことを'Ttしている

12) 同じ切所/狭めでも､<JA所>としてAR祝される甘

食と.<視覚的アクセス>で犬現 される18合では.故iAが

弗rJってい/=｡n書方では.その叫所の捷bれJIJやそこでの

Tクティビテtといっ/=耶 蔓的な惟官に上って対象が乾Jt

されていた 役石では.その特定のmdが取らJt,る他面

状況lこ息味があっ/I (用兵2】
13) つまりJl史に)･Jするtl吋の取 り方や､見るか証凍

行くかという18所へのアクセスのしかたに上って.その★

昧づけも粍なる ｢Rえること｣711暮止されるのは.圭と

して自分のクラスJEI辺fJと■染みの涼い4所だっ/=｡

Eb書l fI文のtt



141 現先的7ク七スの併称 JJA市のアイアンティナJ
のL盛と.r見る比られる｣閃操に上るI上会的文itである-

*粥では､挽t的用任で掛 Jh1=qL所どうL机 互いを鹿

町 あう相N的アイアノテイチイをもつ1うI=rLる 抜̀首

は.1Etがtitでさる杉で 4面への耶津的rL事加を促す

151 しかし.U小児暮の-半旗をみると､ぢAタイ1で

は<汲t的7ク七ス>がX少し.態苧事犯Jt･JLJ*との交

Aがブログソム的交iIとして&明される1うlこrjrLコJ

ント全校では<挫*>､<斗dL>の*夕とく1t7グノム)

がq加Ll=

16) つより､U小の対gi児Jlの和単記JEは.はじめ雪

n 挽t件牧指向 状況的だっf=のが､プログラム約 -

枚的rjt味づけへと空化し[=.その理由として.U小が新

設tir_つ[=ことがあげられる.ここでのま化Il.児JEが所

しい句gEt捕 れるのと同時に.児丘からみた現境の■が意

味を稚1Iしていく双方の1ローt:スを衣しているt

17) -I).O′トの対象児有に共ii5して分か t能なコメン

トが今位的にJd加LI=が､内容に変化はみられな.かっ/.｡
o小の妃書rとってlま.苧掛 ユすでにdt九た現J*であり.

乍校IAlの4所もIでに -'Bの告味をもっていた し/=がっ

て稚J*の捉え方b一定してい/i

児JLの11舎IAiZiと居4薪3[駅のケ-ススタディ

糊 ここでは､化合的な切としての状況を分析するr A

仏桝 二は､U小のある学年を対象に (さきの対曳氾免が所

itする乍牛である).養Jt的な生活新城である叔'a メ-

1ンスペース (｢ワークスベ-ス｣zWS)における児▲個

別のふる1いせ､社会的交沌および倍4所選択の二面から

捉え,それらのJi枕として全体的な状況を配述するという

方法をとっ/=｡

19) )･F象J約 ･のbl頼at雀を半年にわ/=･>て3期､計9日
町I(-)/= Ptではすべての地主をit別し/=上で､妃瓜が

lI:JA所をr]山に32ぺる坤面で.r誰が､f6L掛 こいI=か｣を

-/7-7ril鍬Ll.:.WSは ]月日には対象乍牢だけで経っ

ていf=が.2I3Jq馴 こJlTの乍牛と火打した.

20) 児▲どうLが同市または一拍に71功し[=頼従を雫牧

としてmごとにクラスター分析を行うことで,グJL･-1が

Tl出される.ノンJ(-の変ZI､t王り方や交淀の広がりか

ら､特牡的な11会tiをbつ児JEIケル-1として.也のグ

A, プとのrllわりの少ないくiL立グルー1>.つきあいの

lL.いくキー′(-ソン>.一人でいることが多く､プル-1

i･形砿しないくひとり着>が見出されI=.[怪人31
21) 恥 こ.児*/グループごとに居■所Z状と*まりの

特性をJIlベI=.t生りは一人でいるか.単一プル11のt

より､7)血グル-1にまたがるtまQに牙帝できる

ttgR41
221 即 l所逮IRの何向からみ/=TTカバタンは､自分の味

にいることの多い<Elrf史書Q>JVSの稗史のJA所t熊

り所l'.する<lVS拠点出>とくLflFd塁>に中型できる,い

rttのタJブでも.牡も上く滞在するJA所では 一人ま/Ill

■lI Alq IJd
こ≡≡≡≡≡芸;:≡≡≡≡芸■'●-

- ===⊃ヾ ::二二三.･■

tALJI<TfL

d書3 た●の11舎qI ル -70)暮1 一キーパーソノ

弗JJH ,.い●○■_I,

rT.･7...･･.■= ･ ･ l● ●!

書き量目 喜 …i i日 吉書目
ここrtF÷ し い :-1!'⊥こ十t=

⊥一.一一一トー.- ★ ★ ド十十

▲●巨 …1.. ..せ.㍍轟II:

+～ +二二三m ●令!一一十TV't･+I J_r●AB弓r●●●◆･-.1tj-

)'てこ｣-&-

-;!iB岩室iE由畠i.完 喜 毒 筆

i看両神昭 吾 日 昌l■EIと■I●-ナ▲一7tJ CCHy■-7■■¶ ●Lly▲1

; ≡認 a 6I.11% i主l'.-

T%, :諾三 5相 ,テリトリー
⊂】a:4的

ZL文Qt

n51のグ～ 1の人でtまl).他のYル-1とはそれ

以外のJ8市でtまるといIJ.1ライペートIパ1'1

クのttい針 †をするtetが多かっ[こ.

21) 爺3朔日 }児tJグ4･ ブの托会的性格と唱ヰ

所の件6).7TJI.くナノの叫色IIX牙であった.WSk

色t!の行動パケ/はA÷グt･-1とキ-/1-ソンに特

鼓的で.kの1E書lllS熊{･yJIほとんどいriか '

[_-凸g_ケIII 7かuS問純をkdとしていf=のl:対

して､キ ′(- )ノIllYゝ 小L七のナ ′JLを払{とし

てい/i.,

24) Iサグrrl-1とキ バ ソンLIAにtまりに

Lってtt他づりられる妃軒である.婿にAJグTL-1

uーグルーL/として丁イrンテヤテItft保している

面が強く.そのIJめL:q持rtLれるtA巾をqtt態し/i

のだと思われる.

251 こうLI=妃やIyループと4所のrq連から 一大

のような唖所の比会的fl格が見山されI.:.

岡持的 雪印的(.岡持であるf='りでなく､iL立グ

ループのJtr)所であることlこよっては条約にt)周

糠的/i:JI所

並占的.特定のグルーブにuとんと臥 せされてい

るJA所

ひと拠.r> キー′(-ソンを中･L/とし/=多様な熊【
りが形成されるAl所

もの撫rT(叔Ijn JFMJそこにあるモノが丁か

かりとなって氾よがいる4所

IL18的 開放的rLtノテ ィノグに.多くのグルー

プが汗任し.nt放グループXよりt)多い叫所

これらi･プt)ノトすることで.故雀 WSの化合的

マップが狩られる 【周長5J

26) しかし､咽樺的,戯占的.ひとJ!Jl.はurl期l二

はみられなかった このようrJ特定の妃*/グループ

との強い払びつきにJってIl格づけちれるJA所がBlh

れるのは爺2期以降である｡恥2 3期には1-年に上

るすみわけもみら^ /=一

27) 77地/1タンの粍岬的な変化をみると.肌を

過って自席宝書出のq合がJt加Lr=.まr=.ホ IAqに

は児土の吐合的性格と†i功′(タンq)対応はみられrj

かったが､姉2 3Jqにかけて.血立グループとキー

パーソンがWSat月掛二多く々っ1.:.

28) これは､WSを共イ(する上うにな19f=ホ2Jq

以降には､盾蛾所のEl由鹿がiK少しI=ことによって､

*まる4所を1りゼfとする妃tがWSのJ4所に強く

宝jlする一方で､他の肥土Ii故宅内lこととまりがち

に/Lつf=ことを炎している

29) つまり.缶LfLこ余輪のある扶養でIl.杜会ft丑

と空nl行hは桔Uつかないが.帯雄の上界に上って†テ

bパタンの分化と決よっI.:JA所への宝.書が促さTLlt

会H適と空印行tbの■bにおいて兜暮/グループの性

格が特化しf=｡

30) 児Jll土状況lこ応じて.ll身のtt会的位■づけ

vi



i･反Ilする杉で他の児音とのF7]伴性の中で雀Iよし.子rJbバ

タノを形成してい/I.ま[=､児Jiが}-二に堵ること｢}-,

て4析l-†上条的.t味が与えられ,それが環蛾をqt成rるf

&L=/J.･づていI=｡

川 平i)的･析血的分丘や.珠仕上れ 官Jt事lこよる李

■の分野や*足的セ ナインYは.4di々 々では4市形成

の羊かかりと/TつていtJ='けで/Jく､社会的丘珠r⊥I,て
lvSを倉並するガイドともfJつたE,

t士り形成 ･アクティビティの学年差

32) さきのケーススタディは.児JLのtt会的環境の中で

の空邦的ふるまいを考察し/=ものである そのNL足とし

て､氾tの77軸 心Jtの生II的と思われるibt丘も,Iべた.

llI U′トお上げS小の_按で.牧 中 A学年それぞれ

の収量･オ ブンスペースマノブの外み時Mの捷fを7 ,

11ニ妃ilL.児Iのk王り形成と7クティビティi･比較し

f= LJ小IJ低 Lt･ 高乍年で及隻 .汁-プンスペースの手

間M庇がkfLり､綾kをオーブンスペ-スに農園すること

も多い, ))J､S′トの叔基経の納成は共鼻で.オー1ンス

ペ スIi襟Rではほとんど使われrLい｡
叫 児JEの並び 滞餌塘所では.U小 S小といこ.政

JT･牛は小 店Jき年J:りも叔室とオーブンスベ スの境界

乱 丁ルJ-ノ､段差､人FAなt'のく建策的エレノノト>

をf-かかりとすることが多かっ/= U小では.'7-年が上が

るに従ってオープンスへ-スに字典が多くtKかれるように

なr)､それlこ上す応してく官姓 投姓>を利用し/_定位が増

えた.
35) Jた､7クティビティを節約/動的に分けると､満

′T4.-になると屋内でu動的な姓びをしなくなる.どちらに

も分頒されない<yt相>ll低学年に特徴的にみられた

36) JA面の廉恥 二着E]すると.rL,)じ鬼ごっこのような並
びでも､並びは狭いtLglにとどまるが場面全体がtr:々 と11

勤していくJA合と.空Aqを広く使う場合があっ/=｡1相即上

牧JT呼｢､強者は中学年に多くみられ.こうした点は身体

空rq岳父の発iIを示すものとサえられる｡

17) 以上の上うなTクティビティや～Jt位の解放から.必

ずしも千年とE3対EELrjいが､兜JEq)中世をいくつかの段

FfrC_PIできる.r田丸6】

EZlt6 児JLの生■t=みられた桂k的差Jt

- /市Qの■■ 女体的 空間的 拙会的

11LttlL t▼I.●t■l lLLJLJ

●tt.TL41 ILJIflJETdltt4 lll I■■ヽt

●7rクナIt'ティtqrtl ■■1

+JlLrN■ L*rJい N■ r▲

4qtJ ▼tJ'lrt.JE II■LJ>lLIltJヽLe▲

アメリカの事例

袖 J Jtなる社会的･文化的背兼の事9Iとして､7ノリカ

の′ト.7枚においてTTIJtに上る環境記JLI糞とクIJス捜索を

行っIJ.対生掛 1テキサス州の.ごく一枚的と思われる中

卓 F村の_控'rある◆

39) T-7人の分Jbでは.E]･6の小学校と異/JTり児玉11号に

Jt坪のE甘Tにいるため.自分のクラスをはL:めとして.

控宅その他の活JZIでよく行く4所以外はほとんど屯り上げ

られrJかっ/i.tクラス 学年のA茎は､自分が以*Lこい

I=クツスか,見U.坤妹のいるクラスのgL合しかぎ及されf-A

かっf=.したがって,弥味の対象の広がりI1号年之をその

まま反lたLている,

40) TF理t.Wn(オフィス)を多くの児まがヰ彰Ll=丘も

特7k的であるr オフィスは.改良やスタッフなど人の77共

に上って表現され/I

41) インタビュ-お1び他車からみ/=tt会fI並では.結

びつきの強い兜Jkグル-プと､クラスの拝をこぇ[=キー

/ー ソンが汲み取られ/=｡描びつきの強いグループは.児

農が自由になる少ない梗会 (授集中の故分や軽食時.仔t4:

A)ごとに一紙にrT恥していた｡キー/(-ノンは インタ

ビューlこbいて.iI雀刑fmLl】にLE嬢的TL交証のなかった多
くの兜帝｢も､rいつも熊よるJA所Jと七 7トになって吉

及された

42J 全作的には,L】不のTP例と比べて村境が臼身の在摺

関わるアクティビティと､人 (とのrn操)に1って点昧づ

けちれる傾向が弘かった.その確tLlとして.鼓室ごとの空

州的/u苑札がほとんどないこと､叔師が同じ故室を使い枕

けるというシステムの速い,校長を頂点とする椎戚体系が

ll常的な場面に帖攻されていることfJとが考えられる｡

考牢 ll挙横の文kにおける児Aの行動 .頓知

43) ここまで託ぺてき[=U′J､児jkの環境認知･7-T動特性

をサ快という文兼に位tづけて群耕し.定休的額境の枠組

みを号恭する.
叫 さきに､WSへの学習展開の4両にbいて光条が状

況に応 じて自身を吏位する杜Tを分析した｡しかし.掲t2

当抄には妃kはこうした4両で唇為所を還ぶというTTAに

耶tf的/ごった｡l%爪を経て児JEli自然にWSに篤JA所を求

める上うになり､さらl二は栗Aを動かす形で環境に稚隻的

にIil=らきかけるようになつ1=.

45) この円.妃iの行血に付する叔廿のはたらきかけ

は.1秒土WSへのjt属を促すものだったのか､AI面に

上って枚等にととまる1うにtqBLするという形に変化し

た ここにIl､児JEの殊塊への≠れとといこ､市Jb規色の

文事もよれている

46) この上っな文化の枚にLx)わった屯人生は.はじめは

lVSの糊始にいることが多く､届場所の持向は九からいI=

ホストEFと異なっていI=.その後､転入生男子の行Jb/tタ

三 三 -:;-I--こ-_:lT:_-:･::_且.)1b㌧)
(垂r如 ストIL)七

摺 .潤拓＼触t､ま 同 L=79号ィビ ラ<に亨○⊂ゝ

鶴 也 廿 等袈諾Yil

羊 鼠■ さ且うー
堅 琴 謡野蒜詣欝三野 仙i拡

臥 -岩 音帆 EjEjBじ良

脇 箸芸蒜崇( ) ーi和.)じニ～叫声叫ウ-cnLtt13蝿一郎 @

ぜ 琵 監禁 帆 [争 車 薫香 '奈落

霊 夢 へ.｡愁

r,i,幹IL畔地Tlz>..新.,町aite,壬は.りち王か噂iJ8才{出(ち.帆蛎.息tf1上tく5.



ンuホスト児JE辞と同化したが､女7位人生の ･部li同は

(二uq一所が間老化し/_i

471 用蛭当初からい1=児書は､イ/フ寸--/ル学習Liの
ふLまいそ故bのIJf=F,きかけに上って身lこつけ.位人十

は接らを某内として字71し1=｡つまり.ホス トJE団への同

化と付加的/JはLづけの固言化というAJEのしかたlこ違い

はあるが.い-r九のJA合も転入生はすでに形成された文k

をさPL.それにhわるというプロセスを拝f=.その中に

雪q的に牙片され/=JI綾は､tI子をうかがう&Jtにjtした

4所であっI=｡

4SJ JtgtJJtの上では.現生的アクセスIli放される羊

Jtl.;った.しかし.これutt集的特鼓を反攻するI_'けでな

く､それが^拝や1ログフL./Lとに1って口書的にaJさ

れることで暮■がh向づけら11,でいることにも1る.この
4含.按針 1学性の7イアンティティを魚)するy在的

エ ソェントである.

49) 児土と放牧の成体は､環境にIH~る襲B:やわ和風屯

のaIでは他律的に方向･1けちれながら､1)アルな体牧のii

ではrJJ'的に.ttS)Jl二親み立てられている｡児jkll学俊生

砧を&して rU小的J行Jb止itO)バタンを身につけるこ

とで､ノ7校の文腺形成に参加している ここでは､牧舎は

取払的IFを味でも.日常的fL地面にJjいても.U′トという
や胴的 rt余的 文化的まとまりの形成に関与している√

50) 以 JでJT帝Ll=全体町t入沢のモデルを lLgR7日 一

小1,

lrT:rF:二;二..:lL十
･･城等離 ･-

書手2:社会的休戦としてみた児暮-UL年JT淡のmCt

51) 8才の4軒 こおける児jkとうしの社会的コンタクト

は､<見る> 4̀所Mの挽壬的Fh任に上るコンタクト)､<

iりすがり> (任地牡路上でた=こする)､<同じ電ql二い

る>､くFIじアクティビティに垂加する>に類型できる.

<riIじ7クティビティに事加する>がJtも直井的で空qの

スケ- ･̂も小さく､<見る>がAも印操的-媒介的で空Pl

のスケ-ルも大きい｡

52) ケーススタア1台tiから.これらの句世嗣に様々rF

全円/JI面のタイプが見出された｡【軒別
5コ) これらは､様々なレペJL･で､t24rA･形で妃亀が状況
I-川わや.柵QJtJtは多様/1･Ja所､アクセスの形善､しっ

らえTに上ってそれを促し.支えていることを示すもので

ある｡まt.:､他の児Jlとの､必ずしもtl鞍的交先に上らな

い関係ftのt他を示している

L:■

54) 従来､′7校計画/7サイン指針は空欄と叔Trit促の

対応や設計点件という形か.児食の+供としてのせ男に兄

BELたつくりこみのレベル捷示されてき/ふ っより､泡式

的11=は身体的スケールのいずれかであっ/_.,

551 本研究で経られ1=知見は,児Jtと秤集現境の朋わり

が9枚の女鹿の形7下にある1:'けでなく.それが児&のは

会的環境を形成iる要点でもあることを示している｡ま

た､これらはIPPl的なスケールの､坊面への関5･という批

点からのかiq葺を示唆している｡

56) 以上をふまえ､桔書房として学校音r両/デザインに対

して次のようrJ.アブロー+を鎌首する｡

●多様なプログラムではなく､多様fL環境体験i･電挽する

こと

つより7クテ1ビティの内苓ではなく､粗面へのTク

七ス/草加の形態をデザインすること｡

+7クモス/垂加は直接的でなくても上い

蝿両へのアクセスJ歩加には直接的一身体的なものと.

間接的 挽t的なものがある｡直接加わっていないqL

iblにも意味がある.r知っている｣ことも状況への事加

の-fXである｡

●日常tiをi扱すること

様々な空R)やJA所が､蒋別/i,象反的なものとしてで

なく.E7書的文kの中で体吸されやすいこと｡Jti2の

伶止みの中でJl掛 二.肥土が現弟を自分のものとする

までに.LSMlとii切なサポートが必軍である｡



序論

ttl)r計割 と｢デザイン｣はそもそt.不
可升rJl1すだが.そのji■が双^から柑紙

されている｡i<者のtJLliよいlI育Nとい

bTLrJ･がら垂Rの実には良Mが枚もケース

や､之L:r事JtR汁if的JJl号からだJLをbい
た結集.従兵の手放の空用的EE式が■生島

されているケースlこ見ることができる.

11 研究の背ま

111 はじめに

現在､乍校のあり方がtR本から問われている 不母性､いじめや.政

十人の兜t.生徒を一人の押ほ枚師が叔える従来のサ鉄が成立しなくf-I

る､いわゆる r草叔崩 蛾 ｣L'■が無税できか 岬偶 とrJ:つている｡これらに

代&される学校にまつわるt耶eJ屯は､従米の11枚/叔ffシステムが成代の

化合においでは岩掛 こ横能しなくなっていることを哨Jjtしている

先駄 文洗省は約10年ぶりに学習拍斗要領の全面改定i･先太し/=川｡

那)キュラムの大幅な改TTや,投票形態の弾力化の推7r;の他.臼的作の

判断で′ト人牧学級を実規できるようになるなど.以TTu り指摘されてき

たREl粗点の改着発も盛 り込まれているが.姓され/=BI鵜は多い｡

'7-枚姐策には1980年代からいわゆるデザイナー娼妓官に上る作品がみ

られるようになり､今後も榊えていくと考えられる.従来のほ雅慮計･J'(

鹿下せ成合への批判や､娃繁か司 と導でつくられてきたオー1ンスペー

スに対する疑問はしばしは閃かれ.これらは生砂もっともな指摘といえ

る｡しかし､それらからの脱却をEl指しF.:作品が､依拠するところを｢カ

タチ｣にのみ釆わざるを持なかっ/=と世われる明が多いのも､残念rJが

ら事実である Lい｡

これまでの草佼計舌ともカタチのデザインとも通う扱貞からの針南/チ

ザイン茸が求わられる

I.1.2 社会学的 ･教書字的背Jt

lrlichの r塩草軌

近代化.産票化は会を批判するlJJ.chは.乍投を病炭､モーター*送と

並ぶ左方的サービス制度としてとりあけ.こttら1こよっで学ぶ､書す.歩

くという自律的行為が､叔甘する､冶頒する.運ぶという他律的行為に

上って頼ヰさせられることを指耕しているlWJZ)｡披rir叔学校の比会｣に



bいて､｢特定の年齢Vふけ史として､相伴をjt持づけちれ/･*1Jキュ-I

んへの77t,タイムの出席を2-.Rする､叔biと関連のある■性｣である苧

攻は､r+供は?蛇I-所<L､7枚で乍げ,学校でのふ叔えら九うる｣こ

とを射捷とし.r学校を■してのみ人々は†上告的メンバーとして1わられ

LJという潜在的が )キュラムに上って社会ir再生毛していると述べて

いる′小このjA程E=上って.｢乍校を遺 して学ばれたことにのみi牛があ

る｣という形でもの=との4蛙がja軌 二N荘化され､ZlP校への今面的rj

ldLlf,が起こることで,社会今作が r乍枚化｣されているのであるL

rHLrl11反近代の思碧から rSi千枚｣ill:沸しr= しかし.現作E]本の

77校で軽さている閉篭を rFa乍佼｣硯宮と凍えると.これらIlrl近代で

はrJく､Lrしろ近代化の三二1壬.すrJわら従来の公及ぼが近代的産毛7t会

せql山する詫Pとしての役潮をすでlこ終えI=ことを衣しているという●'t'

いずれにせJ.､r晩学佼｣ir視野に入れ/=上で､孜廿のあり方i･板木的に

朽ちするi:繋他が捷起されている

しかし､晩IF収 税枚TFでuない 叔軌 まある†1会 文化にJ3いて､そ

の価他体系や扶作を捷持 し.井同作のIF耗 愛育羊に'Gうする､耽安なプ

T3七スだからである nZJrfLFl視とされているのは.サ校において竹 -の

価値体系に従っ/=ま図的 強制約数ffが1Tわれることであり.HJIChli半

枚にかわる ｢析しいフ寸-マルな教育WJ伎｣として､｢'学習のためのネ7

トrJ-ク｣を拙作lしている｡このネ7トワークIl.F供に触らず､年齢

に上る区別rjくlBIl,′芦習kが仁日暮Ⅰに教材 伯仲などの学習熱額に7ク

t･スできることや.?･滑E-どうしのネットワークを埋伏することを目指

すbのであるiまた､この不yトワークの.TV門七月は知dEi･-^的にL云

)卓するJt師ではなく.案内人の1うrJ役8Iをもつ.

Lt2) 仇甘ur比会の戊EIとしてi:7な止
血AL轄 rrJba式 加執推kを7H}fるプロ

セス.さらにJlそれをつうL:てdiint会の

秩序 Nl道を&持し.比会全体の7F耗 変有

に帯rL/するプt7セスJである.l■ZI

ltl) ｢T仇Jが保表され､AYTされるべ

き対象として発見されたのは 近代になっ

てから/='という｡これは.(･供をFA書して杜

化十るサ枚の出秋とイこ可分の出来glである.

状況的学習と文化的実践

この1うfJ形の乍習/hfFネJトワークlよ.近年の革帯 逆知Ftiにて

らしても音巧であると考えられる 現在の1-校軌皮は､点本的には知)

やは術をk文k化 袖史化してLz;itすることができることi･#1姓として

いる-しかし.状況的認知 Jf一首の理ilこ上れば..Z知や泊動をそLLら

のbかれ/=文kと切lJtして扱うことはできrjいという｡ある堵d]で胃

はLf=知Zkやは'*が､他のJ8両にもそのままの形で軽用されることIifj Zt4)

いのであるLLVVT.,
い書というEIt生活での什tが 事披&事

にJ3ける71抜きとはまっ1_･くJtなる技4rJ

LAYC11旺?'ft)t阿肘 こBける状況的乍管の研究から､学習Il共剛 n= 方法でTTわれもことをあITている.これは

十全桝 こ糾 していく正- 偶雌 加のプロセスと不可分であり･知■ :芸禁 Thf.tA芸lot.i;iiL諾 王墓三:

の凹まりi･受容することではなく､r祉会的世非で生軽する.軒拳約 1十 'h

姓 51 徒弟tiL:i'いてJlrことさt,Aiこ

まrLたり,itKをまけ!:り.AtLごとL-■抵
することがないまi､どうやって共iLのわ

き化さ111=パタンの事苛接収にLt事で .ヽ
しかもふなはEI:艮けた､●故されるth

に/J九るのか''I Nえは,ttiJtにおける

徒弟tiでLi.妓kllAえられることはなく､

弟TLiK作りに少しずつ投書巾に暮bして

いくJIlに.Tらしの/=て方.吐合的■iiとそ

11にふさわしい&.洩方E,しいh書.■書の

li仕立ての11特有ずぶのではrJくJtt立t

i:/YることJを芋3:という.

止6) かくれ1=カlJキ1ラL･ 生碓f=ち
か.乍校生1Lkにうまくil含するr=r)[こJr-U

と･71=､JEt示的fJ艶t tt 態洗rJと.千

の内右は.叔野L=上って明訂されることは

少ないけれどb､政書用件が成り立ってい

るところでは.BiP杜にafされ.i/I(ゲ

されている｡見終的にいえは､叔Cit4故r

る泉庚､退屈さl=#える力､鍵っ/1ld:P
を守る懸茨､*人現祝の中で自己&現し.山

己妨&-する知恵など｡｣.1】l

ホlJL l事I

食的架扱者になりたいという欲求による､7イテンテ Jティの成Jtとま

零や伴う知の甘み｣であると述べている-1叶｡つより,ある汁会で叫捕イ

るために必要/+･知兼や推齢 土.まさにそこでの生絹やjElして.その托会

の成JIにJ'Lっていく為指で起こるのである ■､●｡

L}ヽ℃ll､学校が学習の叫としては わヽめて拝外fj文*i･形或している

とのPE由で註じていない しかし,7校にJjtlてもq取のプロセスが起

ちていることは告促される.学校の特殊tt11.年従が日常の文kから切

りAlきTLf=r学校h)｣を学ぶ斤と.7校やThにうまく■kする/=わのtt

不的fJ:班毎 ･di世 蓉姪の rかくit./=か )ヰユラムJtーある.ヰu=Jlれ

師lこ叔えらiLてサぷという一方向的rq陳や. 一利こrJIL:内盲を救えE,九

るという非七31】tt･k田牡,4俵の一元的df書作系なt/t一隻宵する か

ここでの仰臥 ま.菅持される事柄の多くが乍投 (&lI先)の放られ/･lt会

でしか唖依をもT=ないことである 佐伯はL}ヽ Cと同作の開祖をAから.

本来ならば文化的実技 (価値の驚比､創造.廿及の1U七ス)への容加

という､糸田の外へのはたらきかけであるべきrサぴJが.早便では内

向きの､｢標雅的知SLの伝達｣に歪められていることi･批判している-叫 ､

佐伯はさらに.学校は子供と教師の rサぴの此同伴｣でなければなら

ないと述べているb叔鰍 ま一方的に救える仔在ではなく.大人托会の文

化への絹渡しとなり､子供の乍げを左様することが要求される ここで

は､T供と文化の姓介としての他方 (叔師)とjA)I(放け)が､-A-柄

的でない.仰互のはたらきかけをもつ必貰性が執nされているMJI.

llLIChと佐伯がそれぞれ捷鳩する叔†Fのあるべき姿は､叔師の'&内人的

な役剤や協同的'T一習､叔甘 .道具へのアクセスを東仇する点で火通して

いる.いずれも叔甘加圧の面から従来の}芦佼からの鹿B)を求めるものf=-

が.同時に薪しいシステムの中に求められる rJ-?TrのhlJのありJJl=つ

いても含ilま多い｡

tt会化 ･文化化の1-

′芦牧は-fl共の意回的社会化 ･文化化が行われる叫所である q̀,千枚と

いう社会化･文化化環境の主要fjf*碇安Zとして､兼好は rr乍佼姓兼お

よびその生善的斗刺 r政敵 同鼓生rLと学枚で阿わり合う人々が軽きて

いる蒙昧空叩Jr教師や友人の実際の媒井いや碁竹&也行刑け 枚以外

の書少年収骨諸織閑や家庭との絹俵J｣をあJTでいる｡+恥 ま横束や41輔

-生徒関係のようfJ,字収事1度i･正接反映する親史だけで/Jく､牧舎と

いう物理的先攻や､故科書やh挿.岡放生といっf=エージ1ンtが体現

するB世体系の中で_自己の暮味空市i･形成するのであるP.lJILeIえは.



nJFの9校をア}リカの学校と比べると.似た′7校システムでありなが

ら.Ll本でIit別件よりuJ細 QE]]性､i理よりも井息を正んじる4

俳体系を.虹日の乍t2生7舌を通じて身につけるという･●'～-これも､かく

ll_[=カリキュラムの-面である.

IRitという影の rl声習｣をし､rL兼には学校生清のあらゆる叫d).fjF

に仙現される社会的 ･文化的4也を｢乍ぷJ.

113 学校のjS投ti

rbLiEJは祉全判FElこ上って規定されたビルディングタイプである｡化

合72;GolrnaJtufJかでも､r多牡の成軌の境遇にある♯々人が､-鵜に､

棚 巧那佃にわ/=って包括tt全からJE断されて.m紙的で形Jt:的に管理さ

れf=H帯生砧をbくる腎性と仕事の斗所｣を全llJ的BidrR山IlnSlltLd)W)

と定3tしてい7i)L●.rlJa制的Ji淀には､RIJ凍所､佃7181院､件迫琵/Jとが

あるが､近年､学校もその中に加えられたIIJ'I,

施段では.u骨粒界が施設内の征値体系､権威体系やhL唯に鹿定され

る しかし.GnlrmaTlが ｢(全判的先般にみられる巽よは)どれ-つとし

て.令制的施設にthl布とは.Rl.わItjJいし､よ/=すべての施設が火力する

野菜は一つとしてない｣というJ:うに.こうし1=性格は施政に駁っr=も

のでurJ:い.Lj常の社会生はl二おいでも､出来'JTは多くの他面でdt習的

に形成さJtlこ持丸みの 巾には他づけち Ltt'如71.施政内とrdl棟に.人は

ほ々/JIt会的なJA両で r連切にJふるまおうとするM竹｡つまり､bi泣i,

特徴/Jりているのは.様々fLIL会的 文化的安閑が,制圧的に､特定の

熊川を刈取に､限定された空相にt的されているという点である

114 姓集計i的拝呈己

竣舌 171玉の虫徳性

n本では､これまでひとりの救師が-クラスを救えるという授又形態

に対応した李として.肯下に沿って 一列にJh-面した故室が並ぶ､いわゆ

る rt9rtAi'LRH の片&下旬校舎が碓てら九でき/=｡当か こは学校の丘的

滋槍という.%溝が背*にあったが､現在では一斉 ･ii一約枚宵や管理主

よt象散するものとして批判されている｡襟舎の計肯 デザインi･正凍

決宜し/=安臥 1それぞれ別書にあったの1='が､全体としてlま汝能 効辛

gE先や､全国一経の貞一杜を件攻しているのである

J芦蚊のrr通Ji等Il.‖司年齢.均官の脱走的fjクラス集日日こ対して､Tq

-の叔材に上って一万赴任で救え込Lr｣授業形式を曲漣としているMq｡

旺7) 空用の奴散tlのもつ作Mlこついて

は.Founul(7-コ-)の書有が代&的で

ある｡r監鉄の畏与りでは､一馬E挽JI校の
｢亡扱者からは見1るが.r扱される～から
JIE扱者が見えrjい｣という井対称ttに

上りで.ヱ捜されるtかr見られているかも

LtLfJい_LたJb.自らを什するようにlJも

r主体化｣が述べられている■L-'J叔rjf空剛

b伺仕の性束をもつとされる.

訴lJLPIhi
このqjの叔半の軒史は占く,El牛山lこrlt】救甘｣に対して抹しい r'J∈牧

等学校｣をシカゴ -̂7芦に如 .て試みf-恥tLeyli､Li時すでにlAのように

述べている

T札がきちんとならべられてあるtz.椎的な7校叔等からIf小を貴け

るもう-つのことは､できる{='I事故の′ともf=t}をとりあつか

うために.つまり､Fとも.I-チ.を■々のもののIs合件としてひと

まとわにとりあつかう/=わに､十ぺてがあんltいされていること

である,｣̀●川

叔f17では.｢ひとりの大人がf桝もttlI:川崎し､･叔Alの象牡ftを&

指するようl二できている｣空間&戊に上る叔'iの製錬IfFIl稚力作朋を

舟のて､r叔号空札｣が成立しているというL■LI｡叔ffガはだけでなく そ

のI=めに構築されI.:環境の象徴tiからも.H鞍は r′芦ぷ｣のである dl

オープンスペース

1950-70年代の英米でI1､枚師が児ti･一六･由一的に救えるという

批する叔frの空耳が起こっていた これは楳政の叔師が蛤JJして児且

生徒集団を指F,するチーム ティーナンタや縦射りのす習X桝など､一

汗授業に代わるVrしい捜兼形態を′kみ山し､それに対応するような抜JF

的な変恥が娃策剛 二も求められた.こうして l扱える｣塊から｢ずぶ｣蛾

への転換がti)られる中で､従来のクラスJI,-ムを耕外したオープンプラ

ンスクールが生まれ/i

EIJFでは1970年代初頭から､畑集計所の■からの捷'&としでオープン

スペ-ス (多目的スペース)をもつ小学攻が作られるようにfLつ1ふ さ

まざまな決行を経て.いくつかの裁量が火FHの多El的スペースに面する

というE]本塁オ-プンプランが受諾し､文飾省に1る多目的スペース祥

助Bq皮を音Jtに急速に書及したtW -

オープンスペースを用いて稚雀的にイン7T-でIL,なh書をrRRtLで

きた学校は多いが.同時に漣集t主事の計画だっT=たわ.そこでどのよ

うrJ学官活動が展開されるか､いわゆる r使われ刺 研究が7)みtねな

ければならす､今E]もオープンスペースの打者や使い方は次行滞JRが抜

けられている｡また.オ17'ンスベ-スが*連作に設けられる何や､まっ

たく使われないeIも多く､畑集Jと叔甘tのズレも指摘されている｡

オープンスペースは一斉 ･善一的故廿を象徴する従来の牧舎に対すら



r向かれ/=叔fT｣を製缶する.運動点的/I.t帆合いが負 い｡オープンス

ペースがイン7 I-マItJl廿の拝並みを埋伏することi･主H的とする.古

では､従兵の校舎が ･斉授tという技能t:従っているのと同恥 こtt*的

T/ロ fであるといえる.

r生活のqLJという先皇

児( ･生徒が主仏的に学ぶABづくりのキーワー ドとして.r牛講のJAJ

というれ念かある ささにあげたD帥Cyも r乍郡 上生泊することをとお

I.て､ま/JJt活することとの用達において行われる｣として.｢手掛 il-

どもが 一生7tをみいIさす1うfJLt括仏Jlをあ/=える叫所であることJが

守ましいと述べている.-■■LljYCや‡引白も,tl書の丈K,つまりは生活の

小で1位するJf習の患jtを弘aIしている.

1校の附句点にEl常世75の文JRからの壬JLがbLTられる｡サ校iI策の

計れ 7-'サ インにおいても r生鳩の姐｣がま背fJキーワー ドと/J:つて久

しいが.今のところ ｢伴流｣は-E]のうち艮時間i･すごrという缶味か､

授71その他の救帆 こよって企画され/=′芦滑75掛 こ対して.それ以外の時

Irtlや才TZSi･指 して伴われている JH この嫌え方lJや校の特徴である､ノ7

円を叔雀や招丈に限定する図式を､it築8日,もっていることを鴫JJ=して

いる しかし､hlt 生徒にとって′芦故は日常であり､企回され/='T骨

柄動に触らず.学校での一連の経族をidzLで彼らが社会化 文化化され

ることから､学校生TEや環境の仝仏性を意itする必資があるfごろう

ZtBI ナ-1ンスペ-スの書人｢芹AL/こ

Jtfll次のように述べている.rJ乍ZrJAと

しての事性では (中崎l 茂る､Zぶ.帆

trJt-1する.兵事1る-などの人粥的it地

JBは.ここで耽り上LTるべきf:+rLelkで

あり.そのためのロビ-ヤホ-A,､ラr)ンジ

やコモンスペ-入.虻こJ暮ヤ*生.プレイス

ベース事 が々,半枚の垂柿の構疫下書とし

てほtづりF'れ それらをr社主J上りもよ

楓十もくらいの考え)}i･もって､Tt姓づく

りを寸rうことbE大切lこなる .r 'L

く字句 救護.生格言その他に付加される

学何>というJJ応関姑で捉えられているこ

とがわかる.

Dqr事qb(LEJI:bt文jB.1973)臼事VTのオープンスク-ル.一般書111天皇にオープン々室内である.クラス▲位のEEJLbtiT入されている現在もJl-ティシヨンlユ用いていTJい.

蛙9) ここには<T4音 乍牧.̂ ■吋f

PEされる児JE 生徒>という捉え方も■小

されている しかし.半枚に■E,rhL+I+･Ji

缶の枠組みのLf'では.スケ77tI主件では

rJく､鳥鼓の■的から白山では1.い.

GqrhJnはr7サイラム)で.仝Ll的JLRの

Elt世界を羨収8首とtJIの～iか仁妃連

している●LLJ

PllPFIb

児I ･生徒にとっての領塊

で校iI領はこ11まで､tとして r維わIt方｣研究に代Jeされる先帝的

練能のdlから研電 IJt-汚されてさ た..こうLf二7′ローfJINrEの変事

へのはたE>きかけというq面を含めて7校LtQのetAlこ寄tiしたが､同

時L-rri枚｣という枠租人を常蛙とすることで､制t化 ･■ 化を促し

てきたともいえる 一■F,

一方で､児軒 ･生徒のす叫から学校を捉えようとする研官も.特に^

升や乍段仕草の■tt化 髭舌-化が幾ヨされるようlーr-･つてから事犯さ

み1.:+供の亨r動 ･心理特性や､児t Ji姓に上る研枕許4という抱月か

らの研究である 妃亭 生徒は大人に対iるi･供として雌 されていち

ものの､学校という枠組みと彼らのrl骨的fJqt境fT動 ZE知の関連は,少

なくとも娃策計画的椴卓からはB じられてこr/かった.

つまり.これまで埴領計画研究において捕集収gtll,サ校の制fX的枠

組みとyイレク トに培びつけてか,妃恭 生経とのul接的なrK価 という

レベルで旗われてきたのである｡しかし,先にふたような千枚の鹿体的

見境としての性格i･考えると､児女 /F_従と柵兼用gEとの関わりは}芦校

という状況に位世づけて現解されfJlHuLならないし､Lu七 生経に

とっての環境の常を評価するにあたっては,/t俊がn甘Bt枕としてどの

ように体壊されているかというtqr'Fが必安とされる

イギリスのオープンスクーJL･ギルモント小半枚 (1976)

℡LJ(･5d)▲tJIJI



12 研究の目的

ここLでふてき/=ように.乍松はft策現4､児t ･rF徒と丑年からな

る人のホEil､放fFN唾lこ上って規定され/=プログラム､社会的 文化的

青書など上りなる､捻体的な稚gtである,この1うな碩攻のl古書面との

mわりの中で.驚&丘上にある児JE･生徒Ilr乍んで｣いる｡

本研究の青井は次のjfに要約される

●学71ま社会的 文化的文Jiの中で起こる

●学校は推投的tl鴇の襲い蛙白の社会的･文化的文爺を形成している

●建染/仇実母卿ま.その社会的 文化的文折の壬至なれ成Z!兼のひ

とつである

rdeの1うなJf校の広兼の苧罰の鳩としての性芹を丑犯し､本研究で

lH､′T俊における妃書の環境行動 認知が､どのように学校の漫体的JJa

攻やBLA2としでのけ会的文kに位置づけらLl,ているかを明らかにするこ

とt･AJLで､r1-枚としてどのように横能するか｣)ら【主也であったサ佼/

叔If施収dhLJIこ,r児琳lこと･)でどのような仙横/意味をもつか｣という

捜一一..をlJ'ナすることを口約とする つまり.㌢̀校という状況において児

七がどの1うに環境を休演しているかを探るものである

13 研究の紙筆

131 研究の枠組み

tI兼用胤 兜敢/出穂搬臥 叔師/1ログラムの三要Jfおよび社会的

文化n()背珠から乍校の政体的現収が形成されているという図式をnいて.

ヰ研茨の枠組みを蓉確する.従来の撫能的アブローITは.学71を推快す

る止叫から救軒/プログラムと捕集現状の朋tiを分析するものだった｡-

JJ-.兇毛の行弛 ･心理からの7プロ-チは児魚と≠集環境の直篠的な関

鎌をiじるものであり,it繋計音の分野のtl格上.学校の作親み自体は

18ほ れてこなかつI/ 故師/プログラムおよびI上会的 文化的lG最と妃

暮のTq体はもっぱら叔fT字やtt会7-のr;n心であっ1=.

こうし/=既往研究の件租みに対して本研究では､千校のJI没としての

文*そ児土の句境行動 .認知をtt佑づける上り木耳的fJ･要凶とみなし､

児よと漣策/M集碑境のnl練を捷いつつ､どのように枚如/プログラムや

It会的 ･文化的背Jtがそれに桝わってくるかという､&段稚gE全体の枠

組みをJiじる 【団長ll).

･ 竃 =~-､
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国Ztll研究の吟娼み

Llf事 tI4▼

132 研究方法

研究の目的にてらして.本籍文ではある′トJP投における特定の1-年を

対象とLI=､長期的にわ/=るサ例研究を●とiろ Jt外的には､児走の

硬境に対する意暮および叔重 ･オープンスペース周辺での空Ml的 ･比企

的行動という二つの佃面からケーススタディを行い.他礎との比較 ･号

t-iを捕いながら児1とf一策稚塊の関係を記述する｡

ケーススタディli概軌 こよった場合と実族的T一法%JHいた叫合がある

が.いずれの堵合も粥丑朔剛中は終日椴群を行い､0竹の学収生活の横

丁･の杷崩に努め1=｡そして.それぞれの分析からtrlちかとなった児Jtの

17動 意▲の様態と.フィールドワーク全般を通して設みとられた]･1叙

収載白あるいは年収一般の社会約号fRtの関連から､児JEの林政的it枕の

全体的枠組みを着帯する｡

14 研究の位aEつけと特色

141 学枚tfiii研究の変れ t'O

箆 LD)この井に､tlftE九 ■斗書子rT '学校叶菌/攻攻の研究においては.戦後学俊のt的桝 が過られていた

捜一千ぶ卑gu (E7+僻 事会Ir人NIqt

事｣事10JL)をもとに加1 拝正したもの
時代から今日まで､鼻先的■面､現凍心理的■ii､そして生無手的1両

である.rI へと視点がJL旬化してきた｡ここではそのdlれそ九枚し.その中での.

研究の位丘づけを明qEにしたい｡

OL他的dI面に依拠した什ii

′芦t2をデザインする上での点食的な粂件は､斗hti･構成する井t31お上



び空間の加悦と､そこで展開される汲fTの内容である it集約には規悦

を超す指標にクラス数をmいるが,その故は児亜 +_徒数にもとづ くO特

に公立の小中学校では校区のrL.が りとその居tE簡便が学校の規模に直凝

的に関わっている/=めに.)i=齢人Ljを玉とした地域人口の推定が､全作

計画の鵜礎となる(●叩｡現在でこそ望ましい小学校の規模は 12-18クラ

スであるといわれるが.戦後の是的整備が急務だった時期には望ましい

姿からははど遠い状況であったq

こうしてa11'定された艶帳をもとに,必要和室や面横が決められること

になる｡I950-60年代以降､:行基の配匠は機能的なまとまりや必殺の合

用件などのLu古から検針がIJlTえられできた｡ ヒ下足の ｢線の騒き称えシ

ステム｣仲)や､小学校での児玉の年齢劇 こ促膿 した ｢低高分離の原則 (低

JP年児痕のrT動範棚が淡いことや,避び協が中高学年に侵されやすいこ

とへの凪 鼓)｣('')Iこもとづ く､低'-7年教室の近くに,Tl用の遊び庭を設ける

計画1-法などである｡まrこ そ1Lぞ九の教皇の大きさは公立小中学校の

場合.標雅とされてい1= -//I-/ス45人の机が並ぶ広さを題難とし､構造

スパ ンに合わせて特別叔ljiも洋過教室×Jpl数寄分という決め方がされて

いた.

こうし/..条件をもとに計也され/=博雅設計の校舎がノ2回に娼てられ､

-方､英米で起こ-)た叔可変料 二ならつてオーー/ンプランスク-ルが日

本にも斗人されたのは先述の通 りである｡

児i ･生徒の心理に依拠した7ブローチ

学校il繁の不燃化をめざす木造校舎からRC校舎への娃て替えは､昭

旧音羽小学披 く投打 宮前小学校LM十クループ.1955)
臥すiB校舎のモデル攻.パyテリープランr=よる両gt勤輩の退
九 億ホ分# 叔星に的Jtしたワークスへ一スなど.初期の凄
艶什面研究の成果qE実践されている.TJm(d7)よ･)引用

10

苦れ小学校 (蚊か'ARCON.1985)
1日苦れ小は30年後.オープンプランのモデル校として建
て甘えられることになる.低 中 ホ芋年のクラスターに
分かれ.学年2クラスのまとまり句にオープンスベ-スを
もつプランである.Eall(◆67)上tJ引用

兼tJL FfZi

和24年の ｢鉄筋コンクリー ト適校舎の蝶稚設3H に範を求めて行われ､

その定型 画一化からの脱皮を歎市横能tbTからの研究にflっ/=｡しかし,

1970-別)年代にかけて学門/救TFノ)法の多様化が求められるように{+Lる

と,学校の児並 生随のII=縞空FZqとしての噂が問われるようになる｡

オー プンスペ-スがどのように計画されるべきかという邑未払 こ対 して.

その ｢使われJfJを調べ.供能的仰両からのtd答を求めることは継枝 し

て行われてきたLW '抑'Ltlo -方で.例えばオープンスペースのIl:さや大

きさはどの僧皮が適切かを､人の懲度や東泉妃剛 こよって感 じる密度感

の ｢快速さ/イこ快さ｣をnl樺として頻LRを評価する試みもrrわれるように

なるl̀1■joアメリカでは､オープンスペースやインフ ィーマJI,故tFにおい

て'#俊と況触感.無音.克典配酢なt'の環境姿関が､児蒐 生徒の学TI

恐度や成稗に及はす影甘について多くの研究が行われた(-～

また.人Mの心矧 二枚拠を求d)る研究は学校BL順についてもみられ､

従米は児亜 /t従の)B行紅鮭の取非という物理的翠LBから校区の範囲が

定められていたのにjTL 人の配塘 (故知)から規快を々鞍する研究も

行われたt'jCl｡高校tkを対象とした講鹿では､3年間の花学中に交沈i･も

ら､戯i･覚えることのできる教師の数には一定の駅非があることが示さ

れている｡

上記のような救Tfに適した環境のあり,lfを求める研究だけでなく､学

校が児蒐 生徒の生泊の蟻であるとの払 方から.彼らの行動や場所の時

好から環境の質を捉えようとする研究にも範LgIは広がっている｡例えは､

小学校で遊びやおしゃべ りに好まれる場所を調べた研究や(●7.㌧教室内で

の座IV選好を甜べた研究ぐ-7)などでは､行動額域や占薪意SE､教室とオー

<他姓の中の半枚>

杉並第+小学校 (扱計'ARCOM.1986) 城西小学校-BBTl市 (tir十-BF広司+アトリエ0.1987)
地域経世としてのftiiに特嶺がある乱 P'災公Iと一件化し. 形席による地域性 里土tiのかL沖atの伝統的JL芳hfイメ-
プーJh体育EL特別狼王の地域利用を前提としたソー二ング/ ジされる r見JtLhlつくられている.4JtlltqT)上州JI
計膏がなされている.



プ/スペースのJl技ftや叔雪の形 (#蛙か正Jy形かJと､場所の晴好の

何体が分析されている｡児土･生従の･LIStへの隈心はfJがく先Jt･L:it千

的帆hから研究されてlた空Pl故知何究ともつながっている.学校校倉

の空P)之知を伎っIJ研究は束r=多くTJいものの､宮本は7両f#康のiiい

lー上って乍Pl把操のしかたに違いがよわれることや､従来の驚1壬拝呈の

研究では■′ト拝GFされからfごった低学年児事のtJ)が､E]書的に刑用す

る空qでは1分発iZLでいる可能性i,'示しているr'.｡

生態JP的7プロ-チ

従来の心iI的7-/ローナu I一体二人Pl対等11-稚牡という二7CG的Eq

式や.稚蛾に11する反正という槻果同体としてR現される決定&的Eg式

が鳩■t押｢瓜連とfJつている,.この)う/+.内払的心推Jjに対して､人用

と収'LLu界の開陳が実感をもって捉えられていない､という批判も採収

化す7ulうにrlる,q境i,要よに分解して､あるfI面からのみ-1F価する

のではなく､人MJと項BEの悦係作告より'&捕B'Jlこ凍え,ありのままの収

製七城JjうとするJt轡Lf的アプローチからの指摘である .)

'L皇室'T的,L:理乍の先促音であるBarLeru ｢行動堵軌 tkh vlα 比Il川gS)｣

の放念を挫7T{した こLLlよ1T勅､LP.求-Ji.モノ,窄mJ､時m)などが全仏

として つのLとまりi,形成するLL憩′f的ユー/トである 77-攻という

鳩[軒では.例えば rスミス先生の理外の授溝｣は教室やク-/ス､時Pq射

上のLL_分l~上って袖山できる一つの/rT動JA面であり,ここでの什'tAのrT

動はこの特'jkの状況に制約される Bnrkerら11様々なBL棟の高収での羽

生から.千丁動JA面のtI加 放生と生姓の参加状況i･1-校bL性と快速づけ

<tiJEとしての手軽>

』 ｢
ZEBF小事也-Ll王tg代打 (授tI 手放tI暮El.1982)
^暮▲世を生Lgの為事とする■成せとっている.r事校rlr望い出JであるJという
息甥bfヴ1ナキュラー的な尼書や チ良のJt牡スケールのしっらえ･仕掛けが払方
につくりこ9-ttJtJまなきP8に凍れていも.

12

7日llFIL

で分析しI=､これによTuf､行動4面のfI胡l二uサR剛tl=上る斤はそ

れほどrl･いが.小規模校ほど生徒 ･人あたりが書加する行hJJ面故は多

く,山東廿への用与もてい･L' つまり.従屯の心FT乍･Il劫?がある ･

舷的qt杜を追求してきたのに対して.状況が本官的なフレームとして行

hを呪壬することを書き孝的7/t3-f11小している【

B山 Wが托全的状況l二1Lh-り 3く ･J)で.ヽ1m 11児I促すJt歳におい

てII弔花境と妃JEの行tbの悶蜂をiqベ.空Nl的分有の書かfj方が児tの

探R的 ･独力的行動が多く超こり､は■JJやft崇的1%71が丘L･との特や

i･'-1=しているIJ･､句境の社会的■面と拘Jt的■djll蝕12で.irJく､IzL一

に関連しているのである

わが国でも.こうした挽.a.からの研究がTTわれるようになる.+11け

′トJ7校での児Qのアクティビティと物SY的環境東Jfのセットを行動JAdJ

としてとりあけ f=.この研兄では様々/J物PE的要kが児よの並びrJどの

活動や屈JA所づくり.領域形碇のf-かかりとfJる棟 TがifJlに妃止され.

妃並と捕集環境の交互作用に1って r塘面｣が形成されることが,I;され

ているtW l,触事の研究は児薮と物理的安JRの成確的 JJ休感光的rq煉

[こ撫点をあてたものだが.最近では汲材などのモノもfかかりに合わて

場面を礎える方向に､撫能的アプロ Tからt.研究が広がりつつある

142 本研究の位笹つけ

近年､｢施設｣全般のあり力が問い虐されている hL掛 よ例えはT伐､

.Lb.右.高齢者fJと､あるカテゴリーに分Eiされる人々を対象とするビル

アイングタイプであり.その内鉢にIl蝕nの文兼が形成されている｡A

<tI半枚lIl史書のこAから>

書美事良サレジオ小･中軸 (JW .JI木B共Jtgt研究所.19g3) tI斗tBkt2さのat･7T生も大きqPlで
こちらtlA玉Jr位t r事JとIえたホームルーム棚 型のR.小事校訂分I3分tt影 &古.tLtSコンクリートiBtB書のモデル複
式bf拝用さナLrfJbflまって rHJblJZ成される+成でJ>る.*壬は大きめに作 育戸山小事也【1951)のFqiFa●(さ木■■
られ.九王ことr=ワークスベースhlllけられている.▼JL即づ7)J:LJIJb 連Iqf突jh 1996).TALか瑚▲U!I～
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破/別便の形づくる壮非について､社会7-的々矧 iGofTrnanや HIIChをは

じめとして占くからなされてきたし.近年は叔ffや医糠の世界が文化人

朝学的視点からも論 じられている(141%J｡

畑菓計画においでは､ごく最近の研究として病院の入院息名イ'II)や特別

弟講老人ホームtr'll,グループホーム(●叫の入居者の生活を.行動やfiil場所

といったfA架現塊との関わり､スタッフとの帆俵､環境の恵味づけなと

の経ttI面から包1.5的 関係論的に凍えて施設環境を論じる7プlコーチが

提超されているQこれらは数多くのTl例を特定の切り口から分析して一

般論を求める従来の手法に対して.個別のJV例を多くの果菜が絡み合う

状況としてありのままに記述することで, 一般解を求める指向とはFC

なった仙IJ希を番こうと-3るものである｡

}/Y:佼計画研究は､機能的アプローチから児稚 生徒の視rJfから環境杏

雌える方向へ広がってき/L｡しかし,鉄砲的7ブローチでは必然的に話t

画の全肘 取が視野に入れられてきたのに1日ーて､児童 生徒の税占から

のアー/ローチでは稔体的LR卿 土ほとんど捉えられてこなかっ1=｡これは.

小学校がビルアイノグタイプという軸と､常連論的にみた了供といつ戟

から別個に扱われてきIJということでもある

本研究は､学校計画研究の流れにおいてIi_TR博 してきたいくつかのア 土Tl
プロ~チに縦斬的批 LTi'1日 -するものである｡また,姐那 佃 研究全休 尖
の中でlよ､先にあげ/;一連の施設研究と)もiEbする間週番nから､ビル ミ
ディングタイプと人のカテゴリーという二軸分朝や,埠-の分qr軸から

のアブ13-ナに対して､ひとまとまりの環境を分析itl位とする､いわば

r施設生態学｣的アブローナ%:ui関するものに位置づけちれる旭 光】2Jo 図集12 建築計画研究における位?づけ

143 事例研究の食鞍

ここまで述べてきたように､本研究は学校におけるEl常の文根を重視

する｡また､主体一客体という一元的朋保や静的 決定論的な図式では

なく､様々な仰両からひとつのシステムを関係論的に理解しJ:うとする

立場をとる｡

ある社会 文化を､より多元的に深く知るためには申開研究はイT効と

いわれるがl≠J､これは ｢広く浅く｣対｢淡く疎く｣というや純な対比を

示すものではない｡児玉の個人題やj･J叙フィールドの激白件は.汝削作

や一般性i･追求する7プロ-ナでは外的な歩Egとみなされるが､本研究

ではtrしろ状況を性格づける本質的な雪消と考える｡したがって､同じ

学校における同じ児鹿 (ltt卦)と環境との関係性に撫古をあてることで､

それが変化 していくことも含めて､･TrLl=手かかりから状況を凍える

14
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ことを恵図している

研究il象とし/IU小学校は,iB集計匝l的にもi8割 乍品としてもnL7･価が

高く,叔fT'Ry長の面でも様々な試みを行っているモデル校であるd決し

て ト 股的な｣学校とはいえないが.逆にいえば､それゆえ ｢文脈｣が

柳托化 しやすいとRl.われる.また､捕犠村境とプログラムの両面から竜

歳的なはたらきかけがfJ.されているtl糊 を 兜帝の札付から記述 GF価

することは.今後の′羊佼計画 デザインの展r岸=ことって必繋な作井であ

ると考える｡

144 本研究の特色

氾髄の行動 心確を扱った既往研究に付する本研究の特色は次のよラ

に塵理できるO

●学校における子供

既往の研究が､発達蒜的Lこみた､つより ｢大人に対する｣子供に

讃目してきたのに対して,4:研究は ｢学校における｣1･快を扱う｡

●包ほ的視点

すなわち､既徒の研究が児兎の行動 心理そのものに眉口してき

たのに対して､それらを包括的枠組みにLllt汀づけて捉えJ:うとi

るのである｡

●状況のl暮成要粟

これは､既往の研究では児俄が5･えられた状況の小で行動する1111

花と噌黙のうちにみなされてきたのに対して､本研究では児玉を

状況を捕成する主体として扱う｡

15 芸文の柵成

第 1章では研究の理論的背景および問堪意乱を並理Lf=.

姉2席から節5章はケーススタディである｡第2辛では､写泉とイン

クピュ-を用いて児童の環境に対する意故を探る｡ここではU′トと他に

一校でDI丑を行い､児童が様々な場所の体験や意味をどのように批准 し

ているかを.号々引LiJおよび1-年間で比較 考祭する.

第3章では､学校生活の基本的な社会 空ruJ単位として一学年とその

教室 オープンスペースを対象とし､その内缶における児童の社会作逮

と居場所選択の関係を検討する｡つまり､個別児玉が他の児童との関係

性の中でどの上うに身をおくかという隅宅である｡碑2辛および妨3寒

では同じ児童辞が対象となっている｡

第4帝では窮3帯の補足として､叔茎 オープンスペースにおける児

15
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tのすぎの)1年農を■べる

祈5書では2ゥたく毘rJる杜会的 文化的J ンテクストにおけるyet

として.7メリカの′ト学校二枚で､祈2書と同様の手法で児Jlの旬St記
■t■べる･

れ6書では脂 として､節2車お上U弗3■で考頼したU小児JのrI

Jb LE知の煉空を.7イ-ん ドワーク全般をjaして杷過されI=U,ト虫El

の文牧や.背景にあるずt2文化の中で生起する現象として考群する.こ

こではiet一件茶界gEの閉bりと他のfRとのBB鎌をモデル化し､Jf校

に)3ける児tの状況への関5･を記述する｡

Jt椎に爺 7章ではケーススタディをせほ し､本研究で搾られたb]且か

ら4(かれるit羊3t再的捷吉を述べる ま[=､l上会的外境としてみ1=とき

t川Rl1】巷帽

16 対爺佼U小について

ケ ススタディのrl】心であるU小III995年に開校 し/=こ.11タウンの

析h～校であるLi上策的にIir形無の多様性｣r糾鞍の適iB作｣｢アクテ 1

ビティの喚起Jなどのコンセプ トをもら､批強がよく通るのが特徴であ

るl.州.様々/JスケールのIf一挺的な外部空Plがあり､地城に常時開放され

ている他､敷地境界にもフェンスがない等.空J町的にも運営両でも開放

化i･l-I柑 している｡

食掛 1ループ状に柵成さ11,､動鰍 こ行 きLt.よりがfjいJ:うになってい

るR故や オ ー/ンスペースの計画は鹿本的にはオー1ンスペースと開

放朕のぷい叔l私よりf/り､アルコーブやテラスと合わせて ｢クラス七 ノ

日 が形成されている｡クラスt･/トのHt成 形状は低千年､やす年､鳥

乍勺この各棟で外なり.校舎の枯所 に様々 /Lつ くり込みがfjされている

t図&14】

叔仰的には,学年共通の時佃81を採用 した千年ナ-ム ･ティーチング

が行われており､イン7寸-マル&軒を実uする学校 の中でも､月別/グ

ループ/進度別学習のg一面が多いことが報告 されているl■pl.開披当初Ii

Jdず年 】クラスだゥたが.2年El.3年EH二は各学年2または3クラス

の収株とruLつた.

1L'■
写真による児土の環境監護の分析 lJ

2.1 ケーススタディの目的

;tり この如 .E]事捷兼や会I柵 Y_4､ これまで児tの窄Ml止知は･認知の発'玉PEJBという扱点から多く研Ĵt.

I卯 年EE大会i･▲ぴMERA97(人IIJt4 されてきI=.JE近では生繕空和として乍控i･捉えるT′t'-I-から.17
'T念Ei]庁会iA)で条ました内有とtIとに.人
格に加1 位正し[=ものである｡なお.1IA 投校舎の空何認知もテーマとなってきている ●～ しかし､空m丘知研究

の介すll条兼時と■rJ.'ていも｡仰A> かよとして空洞のhJ■を旗 うのに対 して.氾馴 f現恥 二見出すtJ他や魚

礁に仇斤をあてた研究uあ1-)/jく.彼 らが税'AEに'7-校の空伽を､El帝

的に体操するリ7ルな環境としてどのように認aEしてい7JのかはあIJ)

知られていない｡

自らの場所をもち､それを知ることは人のアイデンテ ィテ ィにおいて

硬質であるPl)bそこで､このケーススタデ ィでIl妃屯が学校をFI官の環

境体験を通して自分の環境としてどのように.%托し.k昧づけているか

を明らかにすることをEl的とする いいかえれば､現収が乍枚生砧に13

いてどのように認知されているかを探7>つとするものである｡

環境故知の研究が主として扱うのは ｢泌知他国｣である｡これは'R帝

に地図のような衣象が頭の中にあるという丘珠ではなく.8血軽牧に

上って凍持された.一度に見鼓すことのできないスケールの空何につい

ての知1の■f*を比IG的に表わしf=ものである一°q{LyrN:hの rfBrTfのイ

メージJr叫が空間 場所の知iEi,旗っf=研究の先促的なものとして知られ

ており､その後現在に至るまで多 くの研究があるが■17｡tl､地J*･播桁的

スケ-IL,そ対象とLI=ものが多く.申体の娃軸内における重用認知i･

抜っf:ものは少ない｡

一方.pla呈etの旦Jiをベースにした乳幼児から子供にかけての空叩認知

の発if的研究も多くなされており,頚叫の知■がr一道化されていくプロ

セスや､春野系の発達に関 しては多 くのPEJiが仔iEするr>)｡また､発達

は孔幼児や子供に取っJ-_-ものでIlrLく､空ml能力の ト分な大人でも不≠

れなBtgEではやはり空間認知の段階的発itがみられる

ここでは既往の諾加地同研究について押しくu述べrJいが､これらの
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研究は鹿本的には人が環境の物種的なレイ7ウトをどのように把握して

いるかをaベ､｢諾加地EgE｣の特赦や現実とのズレr歪み｣から､ 空間認

知のl書道i,分析するものである 今日では原境の知鼓は地図のような形

で衣魚されているわけではないと考えられているが､認知地図研究が払

巧的レイr/rlJ7･の知iEを媒介として環境を凍えようとしていることには

禁わりない そして､Lynchがイノー>ri･｢懲超されうるJといった意味

でFflいていたように.スケyナて ノブ､地.rl閥の拒妊推定､平面上での

再柵皮など様々なJJ-法があるが.いずれにせよ何らかの形で環境のレイ

アウトを想軽 再現するというプロセスを耗ている.

しかし ｢生活していくうえで窄剛の能ル よ不可/Jlであるが､岩瀬やイ

ノージによる象徴的な分節化というレベルにある空mlの知託は､生掛 二

不可欠でIiJlい｣■■TT)ように.よく知っているということは.必ずしも正し

く再現できることを意味しない｡これは､父験的状況においては如来よ

りも､♯非桝 二はそれをI咋現する能力がテストされてしまう場合もある

ことを7T=唆 しているrnl)Oまた､他人に対して鋭明はできないが､実際 旺 2) 例えば捕哲能力rJど｡また.子附i

Lこその場所に ｢行りば分かる｣81の知鰍-TI)があることは日常的にも経験
心甥′声楽牧のAA面で,実験という(大人に

とってlまEl明の)lmxを甥併せで.El甘LrtJ文

されることであり.r粥の巾に｣Ti伸された加aだけでrLく､原横の側に 脈で抹増をM釈して､惜 別 することbあ

b記憶が稚め込まれている性僻を書悦することはできないl●叫 BL実の塀

L&とのⅧbI)において見LLllされる､生活体にとっての意味を重視する生

態学的アブ13-チャ1-IT)､認知や学習の状況依存性を強調する近年の故知

瑚軌 二よれは州I.空相や場所についての知経がそれだけで独立して抽出

することはできないということになる｡

以上から､このケーススタディでは場所のイノージを軸にして児鹿の

環境認知を捉えようとしながらも､環境の肝Giではなく.彼らなりの視

点からの頚壌才亡述i,織ること.実際に環境に身を置くことによってしか

想超されない串柄を捉えることをなEglしている｡El的にてらして,ここ

では ｢耳炎投影法Jを用いることにLI=｡

写九枚形法はもともと文化fT神医1-者Tf田正tiによって埋唱された

｢写井による環境政界の投影的分析方法｣で.r一日の生活｣といった課

也でT供に写文を経ってもらい.そ11_を分VTするという手法である(●5m｡

これは､精神升抑 こおいて面接では｢心確の分掛 二兎点がbかれやすく､

その人が体験している環境やモノの蛸の分析には,やや不十分｣である

との開祖改汁から発想され､子快のまなざしから牡界を見ることで体族

されている現場i･知ろうという試みである｡

娼妓計画の分野でも､写舞投影法は+tlEのf書無界嘆への興味を探る手

段として用いられるようになっており､代茨的な既往研究としてIlr好

20

れ 2暮 写Jtrこよる児JLの1牧野Xの分析

きなヒト,モノ､コト｣の何laほ 3t合tf宅のタイプ別に比較したものや

l叩､′ト学校で T好きなモノ.′てショ､コト｣から児童の革味の博向をal

べたものがあるt◆M｡これらが L三として舛味の対象が何か､それらをどの

ように杷掘しているかという点を分析しI=ものであるのに対して､ここ

ではさらに視点の耽り方､す/J.･わら批点と対史との空fu的関係にも着日

して児毛の環境諺itを考察する､こlt,も実漠的Tl法であることには遵い

ないが､現実に目の鰍 こある環境を片影するという行為に1って,地所

と結びついた記穂を引き出しやすいことや､-}入られる課粗lこ上って環

境の評価が比較的娩定されにくく.rl分rJりの色味を白山にiiLl述Lやi

いという利点がある

22 吉角査七草

調査対象校としてU小 (妨 1偉容附)および立地条件､空ml牌成､怒

史など様々な面で村仲的な0小を選び,比較を行った 【LgTR2日｡UJト

がニュータウ/に建つ新設校であるのにJlL､0小は歴史の古い町に甘

地する｡0小はFF本でオーー/ンスベ-スi･もつ学校として先帖的な例で

あり､学年ごとのオープンスペースの他.低′7-年および申 高学年がそ

れぞれ多EI的ホ-ルをもつ平間tI庇に特徴がある 【周長22)｡納鹿がrT

国手21 LFl暮仁y
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0小 半年 オープンスJ1-ス 事白的ホール

22

it)) 好き/jJA所だけでrJく､tLいfJ4

所についてのコノントも多くMかi_I:.N

えIL アメリカのIjE(訴5A事q)では､

｢1枚でIFきな時fqllir>｣というt問に対し
て｢うちに付るとき1でもそれり育っらや

いりrJいのよね(vntれIp hM l加 lrlTIrd

sLJ押収d lJ)i-ythnJとElう児Lい､た.

訴2JL号暮r=J.る児Jlの4JAR■の分析

われI=のIIU小の開校初年度にあ/_川 .比布はすべて II)の粥授特にU

小に転入したが､0′トの吋電児tは全Jtが人Jf叫から0小にいた.AI)対

照的である.

■兼ではそれぞれの学校において4I6年4の91女2人-rつ計8人に

故3枚､使いきりカメラを渡し､rl陵で岬きrjとこ7,.曲白いと遭うと

ころlを写か こttってもらった ここで r叶)な｣や rllrlいlという

未収を用い1=のは､rけさな｣土8両を良嬢的に知るI=わではなく.Bt定tt

の窺い諾もにすることで杖々rLt味づけをAl述Tや1くする/･めである

at影中は■jE貝がr.31TTL./Lせその対史を推t:し/=か､fJぜrlr.IJIJ

のかや､考えI=ことをできるr='り15してもらい,モJfi･iベてdilL/I

妃*一人あたりのモノローグrjJL知20分担tEから兼良で90分以上であ

た.TiAの説明以外にも多くのコメントが縛られ.これらに氾止され/i

≠柄も分Vrの対束とLI=lHrE.訴全日には対束妃丘の-RのIr動帆布も

行い､行動雀田やJL,- トを杷櫨 L I=.ま1.:､Ll年生の対象兇*I~は -午

後(5年生時)にも同様のgI査i･TTい.Lt攻山 一の軽時的突化をJIぺ/I.,

23 写Jtにみる児)の苛枚だ挫

231写Jtの類型

児玉のtt形した写掛 土､それに対するコ}ントの内零と仰せで73J併し.

JT象お1び視屯と対象の空隅的rl経に⊥って次のタイプに分類し/I(園

児23)｡

●タイプA <JA所>

｢ここが○○室で･｣のように､.t味上の上とII)をもっ/=一つのJA所

を捉えたもの｡林崖 空間の全景や,rきれい ･｣などように対象軌 1特

定されないが全体としての眺わをttっ/=もの｡

●タイプB <場所の叫成事兼>

耗分的なしっらぇ､家具 攻Aの 七 7ティ/グヤモノ.it集の払位な

ど､斗所をfR凍する要宗に注ELI=もの 対象の桂月に1って以下のよ

うにさらに分Blできる｡

Bl しっらえられ1=コーナー.7JL･コ-プのような′ト空爪､票A･竣

典J:Eと7クティビティの手がかりとrJ･る七ノティング

B2:政材､玩具や掲示物などのモ/

B3 座臥 天井､窓､階乱 アルコーブの外枚などの建策的布佐.汁

ブジェクト的に見た校舎

B4:木､花や生き物

23



∪小 0′J､

A<4iyI> ｣｣ rやつLLり汝壬dLーここで注｢l3分のfT片気培月F}口角の全I●L=見え*

一年生VJfI~ー～ ､らLL̂ Ztち暮くl

自<1■所の.A成事X >81:しっらえ.セッティングB2こモノB4:木.TE.生8抽 一一 一一

P

い品がのつてるの｣｢花

*

≡

,-ち ｢■ー〝

CくIlⅠ的アクセス>D<人八一両> I IJIiL壬〝与の■めくなし) Jlー■｣i-Tt}]

rあっちql光で明るいですよね.で､こっち
は逆に光bt差し込まTjくて詩しけですよね.
ここt)なんていうのかTl J

rやっぱりホールですね.いつも捨土▲べた

P.2Jl写Xによる児JLの4枚tモZtの分析

●タイプC <視覚的アクセス> そのiA所 rから｣見えるもの

推影位匿からガラス､レベル濃などの他用的境界 印で鞘てらねた対

溌i･撮影したもの 対象は{ノ.唖羊的附立､JA斬/眺わにわたるが､い

ずれも対象とその見えJfの校合として女親されていることから.あえて

対象による細分類はLfiかっ/i

+タイプD <人/叫面>

先生や;li2のポ- トレー ト､r]胸で展開しているJA凧 こ沌Flしたもの√

妙所が犬現されているタイ1AやBIでは.そのJh所に衆椴的 空間

的rJ価値を艶めている場合と.仙人の7クティビテ Iやその場所のプロ

グラム上の使われEによって捉えている場合があっ/= ここでは ｢○○
のときにti･う｣といっ/=､脊板的杷掘はくプログラム的m途>､｢ここで

00する｣というようにプログラムでBL起きIL/C枯動の中でも､El分が

選択する行為の主観的把掛 まく7クティビティ>とみrjしている｡Rt軌

的 窄I朋的な凍えBはU′トの児並に多くみられた｡

景Il的 空間的

｢あっちが光で明るいですよれ で､こっちは逆に光が差し込まな

くて涼しげですよれ ここもなんていうのかな ｣U′トOT君

アクティビティ

｢いつもトイレから帰ってくるときぬ､倫投lTとそろばんがあら

の｡そろばんが好きなの｡だから).2.3､4.5ってやって

帰るのJU小KTさん

プログラム的用途

｢やっぱりホ-ルですれ いつも姶良允べたり.フェスティ/(ルっ

てrTの関係で便っ1=り､たくさんの人が入るから､雨の日に朝会

をやったり ｣0′トSU君

<場所の捕成実話>では､形態ヤ用途などモ/の直篠的な性官に対す

る弗味と.賞状や薪関配市の指示のように)芦俊を史敢するものとしての

意味づけがみられた｡また.<場所><場所の偶成貫兼>に共通してrこ

リ.フェスティバルって町のbqLでd!った こが放送室 ここが陳他室で 次は 1 2年生の方に行きます｣や ｢5
ljたくさんの人が入るから.前の日に朝食
をやったり ｣ 年生の作品です｣のよっに,一粒的な艶明で紹介されるものも多かっ/=｡

<視覚的アクセス>では ｢ここから見える｣ことや.その位正からの

見え方が強調されたり､その祝r5が取られる特定の場面が鋭明されるこ

とが多かったoこのタイプでは税点と対象の窄Itl的関儀が意味をもち.

25



rここから見えるのか4年生のワークスペー

それがまiL的に長親されているといえる｡

rあ.ここから見[=形きれい (尾上から)JU小TXさん

｢ここから見えるのか4年4,のワークスペース こつから見てる

と､あ､授菜はじまっちゃったとか JU′トszさん

slさんの例では､念こしに見えているワークスベースという撮影対象

ではなく､そこからR.えることの方に意味があることが表現されている｡

また･どのタイプにも対象にまつわるエビノードや具体的な場面が艶 こて'=h,AB蒜 i'itl､一言 V'遠jt(lE3-1っ

明きJlる例があった

｢ここで下洗ってるときに､あそこの池とか見えて､はく花とか植

物とかけっこつ如きなんですけど､プランターとか花とかあって

よく見てる｣U小MS忍

｢こない/='ぉ祭りがあって､そんときに農協に瓜の (EZ]工の作品)

は飾ってもらっf=｣0′トzKさん

rあ.ここから見たRZきれい｣

232 写Jtの内訳と絹影1弟所の分布

TJ-止タイプの内訳は出発=とに娘なり,モノをLF･･L･に語る.場所を多

く尺別するなどそれぞれの姉妹の指向をRしているが､学校別にみると

<税食的アクセス>が0′トではほとんどなかったのに対して.一年目の

^女ではU小でその朝倉が全般に高かった【園&24)｡このことから､U

小ではデザインコンセプトのひとつである地線の逮通性が.児童の環境

uEitにも反映しているということができる｡ただし､二年Elの訊亜では

との児集も<収載的アクセス>は減少した (後述)｡

児亜ごとに推形Jk所の分布もとりあLTる対象も端なり､自分の学年の

救14_ オープンスペースを中心に分布する児圭から.まんべんなく分布

する光束まで様Jiであった ZL.> そうした中で.ほとんどの児童に共通 笠4) 付録事JtHEiは一付l】

してとりあITられたのは.U/1､ではランチの庭､文の庭､交流広場､国

鮮卑.高層ビル粥の眺め､0′トでは多目的ホール､中庭や､｢0ランド｣

(遜典のある遊び場)であり.ポピュラーrJ地所といえる｡

233 児jEの ｢見たJ学校の事例

∪小のqI合

4年生NK怒 佃 衣 25日⊥写井の1那 弓が<視覚的7クセス>と.U

小の児泉の中でも視覚的アク-t:スを多く衣現した方である｡さらに眺め

26

の構成も音溝することや､写掛 i維ちなかっ/..ものの ｢あっち (拓乍年

横)は天井が高いけt'､こっち (低学年様)は天井が低くてやっぱり低

学年向きって/jtがする｣のように,空隅のスケールを低学年の身件ス

ケールと関連づけて考えたり,味化 LLTの境目､蛙や梁の形状にも言及

する/Iと､U′トの児穂が全般的にiI策的稀はヤ空Aqに興味を示す中で､

特にgi柵な感性をもっている｡壬/=､｢取初は分からfjかっ1=｣などエピ

ソードの詰り方や､以前住んでいた坊所の説明に.この学校に来てま1='

r]が浅いことが襲われてい1=｡

一年綾には.校舎の岸根.回せT3_､昏資練習室は同じ1うにとりあげ

たが.一年[=こ多かっ1=<脱党的アクセス>は､碧ごLに圧壊を写すだ

けとfjつた.教室まわりでは､チャレンジルーム (学年一斉に集まる数

塞)Q)ように投某での使い方が説明される場所もみられるようになった｡

一年EIには宮の庭は丸い石のセッティング､ランチの巌はテラスからの

眺めによって語られたのに対して,二年E=二はともにはっきりプログラ

ム的用途によって説明される上うになつ[=｡

6年生OT毛は写其の枚数が位も多かった｡Rt横的価値をもっとも強く

意itしていると官われ,眺わの他に様々rJ娼妓的部位t)多く凍った｡AS

さん (6年)は対照的に､｢ごくtf通に ･｣と酷しながら､好きなモノや

日々の生活でZq汲みのある場所i･経ることが多かっ1=[図表26)｡
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事例 :NK書
t b'f :ILTJ/

温 自分のクラス D t岬 ● 4薪のPは FJ / 7t*的アクtrス l 人絹 面
l『ホ2.5 +N u小Nlく宅
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rtっ8阜qJtt J}つ与JPbJLfL,

F,言,b･こつJP州 のい -い▲'' 2Il

この 空̀!■).J:( JBL:I■teJl

rAつ■■ltTIIIAL･TrJ

み･7-こっちtl尤d■La ,/
(○(TZEい17TLね.こii;tb,器だ 空.L苦 ,- l鮎

- ∴ _-,- _ I-I

rここ■●亡ItいlL∫.
7 上tr)くく■t,l′亡l■▲
いかちイJ-/JJr+(TJ

恕 自分のクラス D IHr + 4稀のM皮相 / 沈Jt的アクセス l 人/IifI
国事26 +el U小oTを,ASさ ,̂



弗2■ 写Xlこ上る児JLの可机fZ■の分析

蔽 義 卜 ,,棚 M

ラ - Ft訂｢■'ト '''"IrここLIJりと94Arq与出1.とtL_こLlq与EEl.ttL_ここTL･8g～J

i J- - . -

≡ ≡ ･iu,: ･n

爵 自如 )クラス ロ 獅 ● 4i7'のdtAi事JF / 捜*的アクセス l 人/jA面

血書27 事例0小MK舌
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事例 :SU君

14rヽtLt'rTtJL4
1

<L*壬>117ノナ

イL･とクエrI下書う ＼

2熊

IやつLEIt-JLTTb.いつ
もBttべ たLJフIAティIt

- こiT;し:冒!r Tで つ ; Li

T*いやtL とくさ▲人■̂
○クも■l力ElL■,●▼つ●りJ

漁 自分のクラス E] JA# ● 4所の絹庶事J! / R*町アクセス l 人/4面

Ea禾2.B事iFf-0小su署.HTさん
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0小の11台

Ll年年MKL!佃 衷乙7】は苧俊の中を歩きながら.次々にか ､出し[=

ように次の竹前へ向かうというitJfのしかたそし[=､TTAのけなとなゥ

/II.のを合の.官及され/=のIlrR投で並ぶJfJt'の⊥うに､様々rJiB

tFやTクテ日[ティと関連するif官であっf=.-年後にはちJtの抜放が

叫え.叔零が変わっ1=ことを反映して5年生オー-/ンスペースやそのq

Rlの71史が多くfJつ/I.しかし_コノント内市i･みると-年HruI臥 と

りあLTる対31のほとんどは辻げを中心とする.IT校もl占にljけるl1分の

捕動と鵬JSのある斗所/モノ[ごった

sul日 6年)は比較的淡々とLIJ様子で学校の†/J叫市を九･'I.:HT

さん (6年)は<人/Jkd]>が多かっf=(図&2.8)su乱 I汀きんとも

にTI久は多くrJく､̂1K岩と粥なり.考えて吋取を遭U'ながら推Iきしてい

｡/∴

24 視点とqI所の蛭世

u小の4年やと6年LF.を比較すると､′芦LFに上って特イJ-のnL.I,が取ら

れる対取があった｡学年非イTのtuhがみられ/=のIIJf''7-年柚と特別叔

rit付にはさまれ､2桁にあるLI年生教室 WSから見 卜7)されるラン1

の鹿と.6句一生救毛･WSをほじわ横内の馳所から見える席噛ビル街の

眺めである(nJl｡

ランチの血 【固ま2.9】

4年七は全貝が.6年生も一人を捨いてtE形したが.Ll年′LiIl2階テ

ラスや汝り栃下から操ったのに対して､6年生Il血凍ラン+の腔lこ行っ

て仝*を片るという相違がみられた.視点の耽り方(.:'けでなく､コメン

トの内有も4年生と6年生で異なった.

Ll牢年はランチの脳を自分のh雀の近辺から見える見ftとしてJi明し､

2Riからランチの鮭との批先的コンタクトをもつ場面そ措1ILfI

rここらへんから見るのがいちばん好きで1い妹とかがランfの庭

で (拾Aを)食べてると話をLf=り､そうするとそこの花とかが

臼に入つr=り･･｣MS君

rこっからランチの庭が見えて.コスモスが咲いてるのとか､あの

木のテープ1t,のところがランチの挺｣slきん

LH ) 付n事照 IEg文一付2)

?,21 7Jtl=上る児Jの4tLCLの分析

ー方､6勺=生は給食というアクティビティや､書tn:∫.=て鼠明した,

rランナの鮭/=',1年生といっし上に水qn にト給食を)食べます｣

ASきん

r生をここで食べる｡花4があってきtLい1='し.JtんEI･の人も･J

yM月

つまり､4年生はラン+の軽を一枚等JEiT!とのFq佳作に上って止端して

いるが.6年生は場所そのもののti格｢⊥一て把壬Qしているという丘珠

づけの対比がある.

ホJiビル街のtLめ 【図表2_10】

A官ビル恥の眺めは､6年生が自分の叔苛 lVSから経ったのにIJL

で､4年也は崖｣_ヤ陣没踊り切.遠路から推っ/.: 4年Jt,がビルそのも

のへのgt味を語った･のにJ･1して､6年生はさらに0分の放-iT･WSから

いつも比でいる眺めとして衣現するのが特赦であった.

LIJiの杜点 ● 1年隻 手 6写生

EZ)鼓29 札点のjHCとコメント ランチの丘



L■ビルaI

I

:二 二 亨三!

i 防… 点の… t.ル弘

I I I I l I J
l l

◆ 良血から

I!g-,/ I6年は
スJl-ス

6年生のコメント
rどうしてもビルか い
つも̂ 茎から見ていろの
でJ
TここかrJ姓ものい-い

二●●J上から暮T.
41■〝ら

4年生のコ1ント
r~ ら兼て.(ttJL･が)わで
rい rJとJL9てJ

対&そのものへのR味

見る状況 ･視点と蛭Lfついたは!l

dJ)のRFl ●1年生◆ 6年生

4年生

｢こっからこうやってビルが見入るの｡机こ住んで/=とこ7,はビル

がなかったから.斬梢とかみたいなのがなかっf=から.こっち来

て歩しいrlと取って ｣slさん.アリーナ2肝キャ′トウイーク

から

6年4'oTTM Ji墨とWS､さらに牧舎のサヤ故地11-ritの公他それ

ぞれからビル街を推り､同じビル桁でも眺める状況に1って米っ/=捉え

JJ托 していることをうかがわせた｡

救玉から rどうしてもビルが-いつも故毛から見ているので あ

あいうところも.点Iパテイオスとかいうのか姓って､見えなく

なっちゃうんです⊥La｡あれも今I='から見える点色なんです1ね｣

較応からr広々Lr=ところに高いのが18ってて､これは好きですJ

公BE)から rここからこうやって見るのい ､いし･｣

34

註6) 付母革qlE2横 川 31

訪21■ 71にJ:る9tJlのqgLteJLの分析

これらのelは.自分のh享WSや田辺から比える叫市川tめは､その

4所/眺桝 二村する直篠的な弗味だけでなく.いつもそIti･RているJA所

との帆体性を含めて認知されていることを'-r.している, 一方で.rE･qじ対

象でも身近fJL晩生的Tク七スに上ってそれと姑ばれていrJい児JEは､そ

の対史の血便的なRttにLってのA証▲ している｡1年生l'とってq)ラ

ンナの鮭と叔室の甘所のアイアンテ IテIは､｢叔重から--7ン+q)虻が見

える｣と rランナの廉は放電から見えるJという､hいi･及明しあうrq

経に上って和治的に形鼓されているのである.児女がt札点の存在を指

aLf=上で特定の投銭を玉ぶ粥が入られf=ことからtl.Jうした扱.kの

取りJJと成Jtは切りALすことのできrl･いパタンとしてt味をもっている

とぢえられる

叫所別に等鼻タイプを入ると､<扱党的アクセス>が多かっ/=のは放

r峯 WSというEl分のクラスの頚城と､キャットウす タや汝りJ6下/I

との通路である tL一 過跡で推形される<硯北的アクセス>lまrいつも

通る｣場所や､放送峯への行き帰りといっf=､ig-rl止る蛭沌からの眺わ

が多くを占めた｡

これらから､枝先的アクセスはLl甘的に朋わl)の狭い洩所で特lこなaL

され､対象に対する現点と証ilのパタンが形成されることがわかる｡す

riわら4年生にとってのランチの庭と､6年生にとってのビル的の眺め

は､rT動領域を共JrlJする同じ学年の兜龍のrJIJで.他Q)場所との空M的関

係を含めた韻所のアイデンティティがA･布きrt/二田である｡

このJ:うなJA所の故集の学年鼻ほ.公述慮ではなく故事f立正に上って

生じたものと思われる｡同様の粥が0′トでは中足でみられ/=｡0′ト4町

生は･P艇に鼓室 オープンスペースが面しており.児促が淫い休み時M

にも中継に出て池をのぞい1=り､界Ftロへの1fさ頼りlこ仕切ることも多

い｡壬I=､理科の水温af定実換i,するなど.よく牲う4所である その

f=わ､4年生は中庭では池のクロース7/プせitり､rここで魚見たりす

るんI='｣r匁とかいないかねえJのように､中庭i,具体的fJせ兼 アクティ

ビティによって杷撫していた｡

一九 6年生は中庭全体を̂ 故する扱.血からJEり,Jノントも rあと

は中庭 ･前は叢んだり｣r中庭です｣の⊥うに.富根的な紹介lこととまっ

T=｡同じ斗所に対しても関わり̂ -に上って局所的 A休的牧丘をとるか.

見放約 ･一､収的捜rYi･とるかのiIいが&われ/=のだと思われる｡4年生

も-年後に2階の叔享に移ってからは.やはりれ投的挽AがとらtLる上

旺7) 事かtx書及Usu乱 HTさん事JI うになった JL'･｡
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25 他書や他姓とのコンタクト

U小.0′トあわせて対Ii児よのほとんど 16人lll14^Jが何らかの彰

で他学年の妃事や叔bとの凍七 ･交軌 こついてd及した｡こうし/_･地名

とのコノタクトQ)形丑には.見る見られるの視覚的閃体に上るものと､

いっLLにjlぶ､クラブに事加する等､同じアクティビティに峯加する

ことlこ上るものとがある (i按とも上8生と下殺生がペアになって並ぶ

/..･と.GL射りの交沌沼地がある).

ZlX的内保による空文

r友itのlj光らヤんがい/=りして､あと2年生とかは下をふっI=り

するJt川､MS月

7クティビティl=よる交洗

｢ベアの )年生の子はここに11年生はかわいいんですよ｣0′ト

Jn'さん､rフレンドグループっていって､番yT.'dTl星ごとに捉頼

りプル /みたいなのを組んで JU/トMSJi

壬I=､地域やコミュ_ティ,地のJji投など乍外との交沈についてもEL･l

棚の分節ができる｡すなわち､学校外にいる人とのやりとりヤrTを眺め

るといっ/.tu姥的交iAと､rフェスティバJL,｣(0小)や ｢フレンド7エ

スタ｣川 小)と呼ばれる学校祭や､学外の人を汁師として招くタフプチ占

軌 他校との文油といっ/=イペ/ト/プログラム的交比である｡

枕JE的何係による交流

r校庭にいるときなんかに､1番掛 こLEんでる人なんかIl､お母さ

んが洗掘ものを干してるとT=をふっ1=り｣U′トMSLt

プログラム的交汲

r特別タラ1っていうのがあって､地域の方々が先生をしてくれ

てっていうのかあって･J(U′トSlさん)､r文淡白治っていうの

があって.いろんな学校の子と女波して.ビデオ送っ/=り.手洗

iBい/=りして･｣0小zKさん

旭丘ごとに古及Lf=社会的コンタクトのタイプをlEgl及2)l.212)に

示す 0.トではF故生 上牡生のペアやクラブ･委員全紙臥 他姓との

交砿活動については多く叩かIしたが､扱士的交dLrl2符からrTが見える

以外はl与られ/Jかっ/I.U′トの一年削二は他姓 ･コミュニティとのプロ

36

*2■ 写Xl=J:る児1のIltlZEJtの分析

グラム的交北についてのコメントはrJ:かっ/=が.他′～年 菰師.地域 コ

ミュニテLとの現生的コンタクトは全flからMlかItL･LT,J､では _年目

には挽X的交淀の代わりに.コミュニティやサ外との′ロブラム的安dE

は多く言及されるようになつI=一

乙6 U′Jt･0小児tの可牡t空暮の比較

さきにあげた 1年やIT<KB L!小一とMKだ (0小)は､写Aq)枚政

や発話のtに差はあるものの､両校の妃牡の環境aLEの蒋鼓をヰ的に表

わす例である -_人を比較するとtINKL,}ほ粗食的アクセスの多きや多性

な形繁という環境の71ジカんfj性下をJl▲し.Jt件的叫血や1号qのエ

ピソードlニ上って破壊を捉えているのに対して.̂1K召11状況は特定され

ないが r上く｣行う7クティビティや.興味を～にLg唖を凍えていると

いう対照がみられる､

他の妃龍も含めて今般的にふても､U小ではく批准的Tクモス>の1j

井が多く.他名や地域との交淀も視覚的コンタクトとして体摸される和

向が故かっ[=｡まI=､Uノトでははや的布位や刊馴こついて多く持ちttl=

ことからも.全体的にU小の児玉の現境作検 認)が悦焦 空㈹柑lt･lで

あるといえる｡一万､0/トで11堵所は個別の鳩dllよりも一般的意味づけ

に上って柁過され､他者や地域との交誠もアクティピテ1 プログラA

として意払されている｡

これは,U小と0′J､の空叩的特性の追いだりでrjく.U′トの児並に

E21讃211他学年児Jlとのコンタクト



とってはそこがgrしい句境であることt'rl保 している.i/_新しいlf校

に果て臼もIまい[=め,特定のアクティビテLに上ってJ肘 Tが色味'Jlナら

LtLJlと反鞭的な推禁がfIL1かわりI=､■別のLb束y･JA面や.その廿

で血ちに知tされる環境安手.つまり扱t的 ･管内的体吸の辛みが人＼

いとfえられる.

2.7 可境野暮の8時的変化

_年目■l食でIi､写Aタイプの内訳でIIU′トの児亀に火通して<挽t

的アクセス>が托少した lEil長2.137U小.0小に共通する空化として

Il.<4帝>が全作的に付加し/=ことがあITられる.推… 所の分布で

は.ホ ムクラスが中乍年孜等･OSから高学年教等 OSに仔つたの

に作って推杉4所の東泉も8っf=児車(U′トNK月.sIさん､0′トMK刷

と.分布に大きな変化のみられr/かった児龍 (U小KTさん､0/トトtHさ

ん)がい1=bl

U小では 一年-E)に多かった他′芦年児態 教師との硯促的コンタクトの

鳩血はほとんど右蘇られrjくrLり､地域 コミュニティとの交流ではtR貨

U′IL

NKLI LJSa Slさん KTさん

Hu'…
｢｣⊥圭 -1 JI .: 言 こ

三 辻 三 : : J .

<ljf> 詫<4薪Q)dJEFJ> ■くれた巾▼クt=ス> ロ く人/■iE>

EZ)浪213写■の内研の文化
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旺9) 付録革男 l回宗一付5】

書2JE17■による児tのqlJEtJlの分qr

的交技の代わりに7ログラム的女鹿か多く書及されるようにfjつII[凶

&2日,2.12事照】

N7(君のeIでは.建策的払位への策味は壬わらなかっ1･が.JA所は今般

的に空Mや4両から.1t)Yラム 丁クテLビティに上ってJEVtづけち

れるようになっf=｡また.ランチの延は5年牛になると2RFからの扱カ

ではなく､ランナの延でJiられる}うに/j･つた.1年生時にLIJk亨と一

体に4前件を杉皮するものとして捉えられてい/=のが.5年4;時には拾

丘を丘べるという携能的な面から唯敦で把捉きれるようにrJるという乍

化が.敵兵と発話に表れている 他の児IEにもNKLt同臥 2RFからでJl

rJくその坊に行って斗るようにfLるか KTさん).4年叶.テラスから11

すがコメン トはやはりプt)グラム的用途を憩AL/=ものになっ1=(us

君).

rここはランチの鮭っていって.Elにちごとに.IT車ごとにここで

食べることになってるんだけど.JTT-は1/='-回も允ペてないで

すね｣MS君

叔基･WSは4年生時には個人のアクティビティかそこからの眺め

(脱党的アクセス)が67iらtLたが､5年牡時にはプl)グラム的用途の説明

しか附かれなくなった tLJI｡児童別にコノントを<AN別 A体的4両 出

来事の捕写><視覚的 空間的価姑の水成><プ｡グラム的用途の説明

>に分如しで内訳をみると､U′トでは<プt)グラム的>がJtjlで糊bLlL､

NK省を除いて<視覚的>､KTさんを除いて<洩面 ･エビソ-ド>がNi

少 し/=｡全件的には､<晩生><エピソー ド>がaL少.<1ログラム>

が相加 し､斗所の詔iが空間 ･gL面指向からプログラム指向へと変化し

たことが去れている 【国東214】｡つまり.広横的 竹入的な見境休演か

ら.学校の文*における正味に)って稚境を詔itするようにrJつたとい

うことである｡

01トでは､MJ:右は一 二年E]ともに好きfJ並びや7クティビティに

上って4所i･艮明し､KO君やMllさんは一年Elと伺じように二年F]もポ

*的に7-校を紹介し/= コメントの内訳についてIl.全Jkl二分類町*な

コメントのgl合はJ+加したが.現Bt諾ZtのT的安化を示す仰向はみちrt

なかっI=｡

まとめると.0′トの児tのgL合は臭味の11か i柴化したものの､半枚

i･押紙成する切り口はt々人で変わらrJ･かっT=のlこ対してIUノトの妃jk

lま現境の凍え方そのものが変化したということができる｡
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0小

LkJ KOモ ▲lHさJL ZKさん

∴ ‡∴二

〇枚暮n.･叫aG エピソード ▲TクティビテI Kプl)グラム

EE)>21一 つメントの内LRの*化

2B 青井

2且1 枚X的7クセスの七味

U小に特故糾 二みられI=視覚的関保の件牧は､4所性と社会への奉加

という二つの側面から捉えることができる｡ランチの腔.ビIT,栃の眺め

に対するRITと叫所の毘Jtの/{タンが,示すのは､rJ=きくなった+供は

Jt他をJ向こうにある｣巧妙に配正された現実の一群として見ることが

ICきるが､同時にそれが包7A込み汝遷してくるf砧 であることを知って

いるJlrqF'⊥うに､晩発的アクセス (見えること)がJA所の7イアンティ

ティ･叫所ttを幣-のqL所から物理的境界を適えて拡銀するということ

である｡

このirtでは､他サ年の粒食との呪文的コンタクトは.すべて息やレ

40

れ21 号Jtによる児1のILA旺暮の分qr

ベル丘を稲てての見る見られる埼面に上ってJ(現され.他JT年の児tと

lt'1じAt所lこEj;合わせる均血があるlこもかかわらず.I/uグラムlこ上って

rいっし上｣にする活動以外は旨足され/JかっI=Lこのことからも.JA所

tlの妊頚の意Iは､均所と4所のnIの､向こうq11見えるが血兼の身体

的アクセス (行けること)ができない功罪のtl一在に上って執Jされると

考えられるL見ることは自己と対象との何に拒*をLIL定する幼屯があr)

･rへ ここでは r見る｣という行為がま■されるような矩■が介在するこ

とで.自己と対象が分社されているのである｡

ま/=､祝せ的アクセスは環境への参加の一書を空でもある.この1うな

交ztは.糾えば入院曽甘■1¶や外出の閃書Lこrjつ[=応的片IDL:とって.汁

の世非との柑わりそi(持するとで能事であると的捕されている 小乍蛇

妃&にとっても,挽先的7クセスJlイン7I-マルTA･tt会的凍廿i･捷供

する投巾を果たしており,あらゆるft全的Je血が'7･Urの艮会たりうるこ

とからもt■桝､な&は大きいといえよう

2且2 視点とiA所の野淡のパタン

このケーススタディでは.書見在と場所/眺めの比■のPJに対応関係がみ

られた｡記性には他人的姪験､特定のTP物や山楽TPなどで柵成されるエ

ピソード妃億と､拝見的なh]Aや叩集からtI成される丘味だtBという.

相互に影VL依存開陳にある二且類があるとされるI'10㌧これと類似Q)タ

イプが.児盤の塘所の改姓にもみられた｡Jt件的iAEFqや個別のTクティ

ビティに1る場所のエビソ-ド的把也と､ 一位的 '6枚的Gl他lこ上る監

味的杷腺である｡このような変itの遠いとさきにみ1=ようTL挽点の取り

A-との対応u､次のように整理することができ る′

LL所への7クセス

洩*的 (見える)

身休的 (行ける)

視点の取り方

局所的

鼓tR的

LL所のtE!姓 1圭

エピソード 状況的 空刑 ･医書の介a

iJ所のtEZB 1互

エピソー ド的 特定の羊Xにk日

*味的

これを.写某に蓑現された.つまり牧野に入れられている稚gtのス

ケールに従ってさらに生理すると,次の1うにrJる｡



スケール (大) (小)

脚 任 一 姫 -

誘,占 扱t的アクセス ^扱 タロ-ス77プ
zel エビノード的/丘珠的 &峠的 エヒソIt:的

つLり.ある4所i,ひとつのまとまりとして見る姐合は 一役的 ･富枝

的な.Z■そ&し.挽古と対象との用快がそれよりも小さなスケールか.

人!rLスケ ルに/Jると.書人の血嬢的な体政と祐びつい/=主枚的な･強

いaJLi･&1.このような対応同体がすべてのITjJEに1てはまるわけで

はないが.どのようにその4両を見るかに上って坤所の体験が異なって

i:&されると与えられる,

2.&3 経時的変化の考集

い,トの光政にみられ/1･項壌aiIの変化は､環境の凍えガの直後的 451

人的仏牧によるエビソ-ド的認知から 一般的 意味的認知への変化であ

り､7クティビティ ′ログラムにおける役割によって叫所が意味を稚

和していく適椎である これは新しい現収への34Lt･プロセスを示すt)の

Iさが､これ11氾軒のMにのみ帰せられるものではrJく､稚境の偶の変化

も安Lqである

U小の開披的年度にはまr='r恒例の｣市7拝もrLく､すべての的架yが

拘めてでi)IJ,招最をはじめとする詣桔動でも場所の縫い方Jl妖行持誤

さILてい// 氾生の蟻所の捷壊f='けでなく.功所の歴史もまだあまりrJ

く､Ft蛾は朗々の出来中によって杷返されていた｡しかし､2年日にな

ると日々のJT佼41T占i･通しでJA所の-定の使い方が定bL.児立の用で

もそのパタン%稚併し､それに1って功所が杷過されるようになった

つLI).1tgtl二jt味がJtgtLでいくiI枚も並行してBり､児生の認知の

文化はそれと呼応Lf=プロセスであると考えられる｡

･)1.0′トの斗合は七7ティングヤ叫所の使い方､学校せ碑の一連の

綻rLuすでにdLg.しており､児女も入学時から何年もすごしていること

から1ftは掛 こな■されT､その中での七人的な7クティピティヤ呼好

に1って nして句境がt昧づけちれていI=.すなわち､U′トでは兇我

と樵らをとりまく領牡双方の共時的変化が.0′トでは課^の不要的柑体

が､Et塊件JiのIBEに表れている.

rDl叫 ~､内力の乍校で4年生が一年栓には<叫所>73'其のblbtlを,示し

/I.これは.さきに古市した挽点と牡■の対6.でいえは.ひとつQ)坊所
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託2JL 写六にJ:るytIのqtLRAの分析

を九枚的に凍えることが多くなることであり.jt塊を♯味的にAgbする

伴内が生くなったということである.U.トの牧舎.これは析しい現状へ

のけ九として説明できるが､0小の児書のhl合は暮味づけの特が 史で

も､九枚的投与から環gEを杷振するー年率が LがるにつrLで上り-殻的

TJ牧rIが建付されるというを味での発Af的突化があることを示嘩してい

ち.

2J9 まとめ

このケーススタディでは一児事の場所に付するtAから現塊の体l夫の

され 1̂ニついて■べた 児JEにとっての意Iiという呪力から環境を再-I書

鼓して記述することi,通して､以fの中城が明らかとなった｡

●守刑的拝ftは.7イジカJL,な丘珠での r空胴｣として独立して諺▲

されるわけではなく.学校生繕lこおける体故と態びついてJ:味をも

つ

●韻所はアクセスの常 (挽兜的/JJ体的)に上って純なっ1=形で休載

扱知される｡

すなわち､多感なアクセスがIF在する場所は､プログラム上の使わ

れJJli一定でも多様な体験や意咋づけを促L.淋rJつ/=gL所のTイ

アンティティを形成する.

また.

●U′トのケースでは､yrしい環境が ｢学校としてJJ'a生されるJうに

なるプロセスがみられた｡ここでの環境&■の変化.あるいは0′ト

にみられたような-耳性は､児農f='けでなく,環境Nの変化/不変tl

とも相可に帆わりあっている｡
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Jt3+
児jEの社会捕道と居場所選択のケーススタディ Jl.)

31 ケーススタディの日的

'T牧でu､児女 .生掛 i学年やクラスに分けら)I.て火通のプログラム itJJ このJLli･日本は策学会)舛8年&入
会お▲UpLPfR､粥(LIdlC血 qlI叫

lこ従い､射 月でLL続i,おくる これIi′経 に取らす各ftの施設に火通す.,A.叫 d Edy..om は .料 .rhS,.lt,

L神社のひとつ[='が.ある駅東されt.:空rqでJEb生活をおくる状況では､ ▲td .A)'C隻我Lf=内容に人■に加主 体

児ず【1kZLするしないにかかわらで､鮒 との舶 伽 沖 でふるまって 正し(=ものである/ 小

いる.申別サ刑や+-ムテ1'-ナングなどの校長形態がオープンスペー

スへの耗閑というやnl的七ノテ1ングと結びつき.学77場所の遭状とい

うコントE3-ルが児REに'iえら九ている状況においでは,決まっ/･畔で

一斉に控兼を受けている場合に比べて児竜の蛎別竹や仙IL悦快が湖在化

しや-1く.こうしたfl会的川血は相対的に並みをJdすと思われる.

しかし.1-7'ンスペースについては､｢使われ)1-J研究のJうに､叔

什撫能的な側dlからlま研究の&和があるものの､児童の行動gtJRとして

捉えようとする研究はよだ箱揃についたはかりである｡そこで.この

ケーススタア1ではオ-1ンスペースへの学習親閲の堵面を中IL.･に.児

4のIL会柵連と倍叫新選訳のrq俵から,児唖が他片と/占合せる状況にど

のように身をおくかせ明らかにし､比会的fI面から叔窒 オープンス

ペ-スでの児*のrT動についてぢrjする｡

IhHのN体恥* ノロクセミクスの研究や1●Zn､丸 IlrrK･rのパ-ソナル

スペ-スiイ◆prJ:t'から,一枚に托急性が行動などの7イi7カル(身体的

雪Pl的)な次元に投形されることIlklらJtている.乍投では､他の杖々

な下田もrIt休してくるが,布佐が児dE･生徒の71動､予習恐度､it成FE

にJf7するといわれる'1-T i/i,'5度と子供の行動については.庸度が

Aいと攻守的な行動が多く.書ほ 的交淀が少F.Lいという'k統括兼もある

という･■Llr乍投tは会的状況と凍えたGun.f'の研究レビュ-をみても.戟

理的JI鰍 上人nl的羊JE.,/ロyラムと並んで稚攻の粁成要兼としてあげ

られているが､やはりオープンスペースのrl壬●Jや r功利 .その中で

の児女 ･吐従の rrl応｣が土テーマだったことがわかる-'恥.

46

13■ iLtの社会NtiIとJF叫所も訳のケーススタディ

つまr).従来の研究では匂体に対するFl鼓として環境の誌軍兼が扱わ

れてさたわけである.しかし､そうし/=状況におかれ/=当事kLl､上体

としてどのように状況に阿わるのだろうか,

同じ空Et)に居合せるという甘食的な状況が.づ平吉にとってどのよう

fJjE味をもつかという放たからは､Gorrnanが公共の14における行も､他

者と居合わせ/=状歩lこおける■人の行屯を､*よりというIt会的糾n:

舌elLで■L:ている･●rq.ここでは､集まりの状況における rjt切な｣ふ

るまいが規定されていることが述べられ､会話やしぐさといった身体的

ビヘイビアが毛根されているが.あくまで比企′F的札ホからの分析であ

ち/･め撫宅環境とのrnわりlこついては述べられていfJい､

'7枚を拙会的モノティングとして抜っ/=代左的な研究として､BaTLer

らの行動場面p亡ha､灯 SdLH､gて〉研究があIrL''Ltる.LlaJtefは'R汝的心境?

に対して､東扱者の扶作の加わらないF]骨相卿lおける人仰行動を片明

しようとする生無学的アプローチをとり､懲q的 時間的にまとまりi

I)つ/=領枕の結川面を包括した･生哲′芦的ユニノトとして r行軌堵廊｣を

碓示した.7メ1)カの高校で′声紋塊椎と行動Jai桁の唖澱 放JL /l'従の

参加の度合いの開催についてallベ/=研究では.7枚AL快が -̂さくな･)て

も行動場面の吐掛 土それほど和えないが､小規模枚はど一人の生抜の奉

加する行動鳩b-敦は多く､関与の度合いも大きいという叩｡すなわち,小

規ft枚はど一人一人が･E要とされ ず校rTWへの関 ìが疎く､吐合の規

模が成員の社会的関与の常を収受するのである

rl本の満収で学校及枝と生徒の叔師との交沈 政師の謎知の朋休をd

べた戊倉らの研究では.′ト及頂収の))'が多くの叔師と交枕をもつが､高

峻3年間で覚える故師の人政の上限llJf俊の規模にかかわらずほほ同じ

(32人瀦扱)であることが示されていb-'Jq｡これらはもっぱらBl損の面

から学校のtt会的付面を生じたものであり,やはりtI策雅境との偶掛 1

g且されない よりEl官的なレベルで社会的現塊として年収を書えるE5

には､捕集環境の中で児亀 生徒がどのように社会的にふるまうかを初

ることが珠烏となる｡

児tの行Jb･社会性と柵弟現4との用達を■ぺ/.:MW eli､児tJt猿
をフィールドとする研究で.ロフトや味レベル点.まA帯に上る空q約

分鞍の多い施設の方が肥土の抜求的行始やtt会的交北が多くみられ 諾

it力の発ifも進tlという特発を得ているr'叫 淋)は′ト乍枚にBいて.児

tと物理的環境安東との相互作用で形成きれるJA血を行動叫面として抽

出し､児書がfI態環境を利用して7クティビティや領地形成を行ってい

る様子を昌事跡 こ記述しI='叫 ～Ttは11会性にも着E]して､オープンス
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ペースにクラス=とのすふわり テリトリーがみられることを示してい

るptrt'｡ま/.:､中乍校の校舎1:おいてもクラス呼位のプライベート セミ･

′ウイペート バブリフタの都城構造が作在するW.JL近では.年下BS

休み時P10)7'クティビティを､投典･実見やhtlを含め/J情丈的環境と

1 予 IIJ_._- I-IJ:I:-::--lt-･㌫

tなfJEであると言明されているように､これ1での研究では児七･生

庸 一T - ∴ 十〒- ;- 丁~ニー-

gT.3JL児Jlの吐合MiLとJE土■析)沢のケ-ススタディ

つLり､既往の帝烈 士蒋走の七′ティングで l何が｣畦こるかが扱 っ

てい/-のに対して､この研究Iir.tが｣いるかというdiを凍えて,環境

の宅を考噴Llうとするものである｡

3_2 ケーススタディのた要

32_1 研究の方法

このケーススタディでliU,ト5年Jtを対象として.6年生時にかけて

的半年Pl牡壊して晩春ir査七行っf=｡ここでLよ児Jlの行JZIを1抑 二､詳

8に杷纏することを適して児免の向に.形成されるIt会Ht遠i･技ふ取り.

それぞれの信qt所適訳横内との阿JLtから,上昇fj/iT占領蛾である孜等

オ ナンスペース (ワークスベース:lVS)の比会的な4としでの様無

を号祭する.他のビルデ1ング タイプL=おける研究として.特別暮aE

寧 ユ :∴ ∴ l:～:.q∴●. ::∴ ∴ .'ij ll.h∴ ミ∴ ∵ :.I:

止2) t件Ilの凄At交itのgt虻からtt含

t一主を▲みとる方法Il.血b乍で用いられ

ている｡r72}

ここでの研究方法はそれを参照している

対史となっI=学年は2クラスよりrLEl)､ク-/ス別-7f捜其の他に､′声

年一声インストラクション,2クラス合同の価別号習 グJL,-プ学習の

糠雨が多いことから.2クラス合わせた'7-年全仏が朗 的な生捕X用と

みなされる｡

比会M並を捉えるJl法には､7ンケートによるものと板弁によるJJ-紘

とがある 前者の代&例としては､ソシオメトリーの社会から集合化宅

や病院において､アンケートを用いて交紙や祝しさの度合をMく形でfL

会的交紙を訊ぺ/=繋枚の研究があげられか叫｡前述の柿沢ら11会缶 接

IlrJど個体冊の交流鎖圧をtEE摂する､往古の方法をとった'J17㌧ ここで

は柿沢のJJl法を春照しつつ.空洞行動とtt急性の関係iliじる*同や.

′ト11校児玉の牧舎いわゆる rrJかJLyループ｣でい.)し▲に帯地する

という形で現れると思われことから､同館Ll=､またはいっLLに何か

をし/=頼度から杜会構造を戎みとることにした｡つまり､｢いっLLに｣

行hするJA面の多い児女とうしそグJI,-プとみなし,グループごとの行

動特tlを分析するというf瀬で､児JE巾の交沈という比会的レイヤーと

店JA所選択という空M的レイヤーのよね舎bせとしで児土のふるまいを

凍えるのである /JJ3､本研究で ｢*まりJJi'&軌 こ児発が同じ4所に

いっしょにいるJA面を指し.rグJL,-プ｣はそうしたJEよりの頼LEから見

出される固定的な練達を指す
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庄31 分析11女とrJつたプEl トglli,事
lJI32(乍7時19.休み呼■13.熊21I
22(手7Li13.休み特巾7.拾Jlti2I､ql
3JI26(手首qF12.休み叫r114Jだった..

帯IXq.第3粥には冷たは決められ/･JA=
とにtすってA:べた-

LEl) 付簸事FF LEgl衣一付3I.)21

託3t itlのttきれAとJFqt所書沢のケーススタディ

32.2 JrtElf

対象J71年を1996年硬3学期 (5年牛時1にlB31おIUl竹7年旺 1手柄

(6年生特)に2寓の計3洞にわ1=り､各3口でつ板塀■女をrTつf･i

兼では.J兼貝が妃*全日をZt即した Lで.也畢*から放&杜まで10分

から15分おきに裁電IWSの何処で,tが何i･していたかを平面EEJ･にプ

ロノトした も別学百 ･作官など児tが白dlに熊川と店斗帝をJI択でき

る千首時お上げ休み時何の甘面を分析の対giとし､グルー1JF菅のよう

に店幼帝は自由1='が集EEl宅攻が決まっているJ8dlli容Y,としI=ll-

3朋とも対象早年にu柘学年tlのIhtが射りtiてられてい[i.qH 期

には対屯?守2クラスのみで4つの叔埠とIVSを使っていたが､叫ZJh

から1̀WSを一学年下と共有するようにrJ･り､第2朋･邪3糊に115 6

年叶がrpl時にWSに展開する場面も入られた 対象学年は3月を通して

2クラス辞庇だっ/Jが､串2朋にIllLl人､姉3朋l二はさらに l人伝入4'

が加わっ/=｡gl奄枚挙および高学年性のfq用状況を tLjlJu llに小1

耗乍年は低学年 中学年に比べ､lJ､い塊所を･E要とする作東以外にも

wSで学mをすることが多く､そのたOJこWSにテー-/ルが多くqかれ

ていた 分析のため､WSをテーブル 佼Åお上び児我の滞留がみ()Lt

たJA所ごとに領軌 二分RIし.それぞれに紀-I,'･を与え/=｡Lt科長32)に耶

31明の例をあげる 順一｡また､WSll娼妓的分解と佼凡の反正によって

大きく3つの作格の異なるエリアに分けられる｡

●wsはすれ (テーブルC-ド)

孜等正面からuずれた､特別鼓室tlとのP)にあたるエリア｡

●ws中央 (テーブルG-L)

叔卑正面 WSはずれと中央はテーブルが多く■かれている.

●wsRF段上 (テーブルM.領域T}-R)

階投の下りロにあ/.=る､アルコーブに族まれ/=エリア｡連投する4:a

叔材PIと載師アスク(領壊n)に上ってWS中央から区切られている｡他

の2つと只fLりテーブルは lカ所 しかなく､7ル⊃-プの段差i･手かか

りL=したり.味に児土が集まる*両が多かった｡

テープJL･配正には若干の変更はあったが､3AqをiiLでこの分方は禁

わらrjかった｡
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33 児▲の社会tI連 JHI

liじ/)l･､兜tの托会fI歳を明らかにする[=めに､プロ7Hgからす LtIJ l朋児JLを指す丁シフ丁′く7Hけ

ペての児書についてr服 し1=､王T=(川 じJSま｡に串加していた脈 = べて仮名で仏

とのq柾を求め.これi･夏色として朔ごとにクJ/スター分析 tw3'd法)

を行っ/i.帯3月のクラスタ-分析のG5果を 佃 &33)に,7(す Zl･こ 旺●l fl見辛■ 伯 表一什LH4I

の搾什により.[とれf=けいっLIlこいたか｣を指eIとして一児書とうL

がYループにまとめられる.男女混合の♯よりが3月をjJLで扱えるほ

t'しかfJかっf=ことから.スト7ブラインは男女屯合クラスターが形成

されrJL,抵合FEで引いf=が､措果的に他市からみて妥当と監わIlるグ

ルー′かけられた

クラスター分析により抽出されるプル-1には､いっし▲L=いること

が多い本来の丘味でのなかよしグループと, ･人でいることが多いか.

LんペんrJく多くの児桑と交流がある児生で形状されるクラスターが存

IL,-′ではrJ(､それぞれ別軌 こくひとり古>としで扱うこととし/I

ひとり斤と7])斬される児並は女11の方が多く､乃fのJA分IIJt按約 ･人

でいるように見受けられるLt!帝でも.プル-1のどれかに符まれるケー

スが多かっ/I.

<ひとり片>の他に特徴的なft格をもつ妃鹿///ループとして.グルーー/をこえでつきあいの広い<キーパーソン>的児鹿と､他のグループと

の交汝が少ない<孤立グループ>が社会tk漣の中に見山され1.:

3抑 こわたるプル-1の変itJll国R341のようになる.T)5女の社会

Ik虚i･jtl欠すると,児71の方が欠71よりも大きrJ:グル-プを形成し/こ

くグJL,-I/の･PB)人欺 ylチ54-5_5人,女T･3トー34人)｡917'-の坊合､

3仰+点してほぼ同じメン′(-i･保ったグループM l･-M4と､一人で

いることも多いが.女子も含めて広く会話するキー/(- ノンNAKi･中心

と1るM5i･+に杜会柵通ができている M51ま3朋で大きく成長し/I

が､こitJl比較的括びつきのゆるいグ ･̂-プである｡女子は姑びつきの

強いグループを作るがプル-1の解体 発生t)多く､メン′(-の出入り

が突iIしている MCTや GCilは女+のキー′トーソンだが.NAKのJう

l●ひとつのグループの中心となるのではなく､いくつかのグループを練

りみい//

91女とも帯2mには転入Jtの九のグループが出現 したが,ク3+のそれ

が姉3糊にはグループhl5に吸収されT=のlこ対して.女f-ケル-プF9

はははその‡まの形で77F-托し1= 女子はグルー1捕まの変化がatLかっ

52

手31 児Jlの吐8≠4と尾Ll所も択のケ-ススタディ

lJもかかわらず､グルー1Flとtt人Iiグ,I, ′F911メン/t の出入

りがほとんどrJ.･く.書t会梓連にあまり関与しないALTグA･-1である

9)+では11275リ ン′ト の出入りが少なく､払立グループと判断されr=.
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34 第 3期における児JE/グループの行動的 社会的特性の分析

341 居場所ZI択とaLまリ形成のパタン

郊3期を例にとり.個別の児載/グルーブごとのrT勅バタンをみてい く

ことにする ここでは行動バタンを居場所選択の噸rnlで]三わされる空l"J

行動の特性と.集まりの形態の校合によって旗える 兆まりの形態は次

のように分崩される

●ひとり集まt) 一人でいる状態も集まりの形麿のひとつと考える

+単一グループ集まり rL･1じグJL,-プl二属するメンバーだけの集まり

●社数グループ集まり 粍/A:るグループのノンバーが参加 している集

まり

各グJL,-プの中･Lt的な}ノパーと思われる児東と､ひとり者の例につ

いて.I.li場所選択と集まり形啓の傾rt,)を表わしたものが 【国我 35】であ

るD孤立グル-プは､単一グJL,-プASまりが多かったのが特徴である.孤

立グループは長)yJ的にみて他グループとの交淀が少なく固定的だが,El

常的な場面でもBl起し/=メン′ト f='けで典よる傾向が強く､同紙的とい

える./=I='し､リl子の孤立グループMZの集まりは女+の孤立グループ

[1ど閉級的ではない｡女子のキーJi-ソンHGT.GCHは簸なるグループの

児_Cを交えた灘まりを形成する場合がほとんどである｡プ汁 は今校l二枚

放グループ娘壬りの羽合が商いが,札止グループM2と転入生である

OSHllM子の中ではl良一グループの集 まりが多い｡【国東36】はこうし

た特徴のよくRわれでいる.W Sへの典型的な学習廉別の場面である｡

低塩所選択の特徴i･､自分のJCおよびW Sの特定の場所にどれだけい

たかという両から義理すると､以下の3タイプに分加することができち

L図R37I｡ある場所を選択 した割合を､その場所への走者率と呼ぶこと

にする｡

●自席定暮型 居地所が自Lbfj壌合 も.半分以 tはFl分

の席にとどまった児並

●WS拠点型 fZ-坊所が選べる鶏舎にはWSに出ること

が多く.WSの特定の場所にLI分の 1以上の羽合で滞

在し/.:氾鹿

●その他 (中rn型) どちらにもあてはまらない､特定の

場所への強い走力がみられない児億

0.25 AJtへのt+JI cw肌
∫!!i ▲り :=>トlOTy≦t◆◆ yJS■ A ∬ A■tlt

○し HYSILlSー ーGCHtF2一m一一叩L●.ー1/HATpNAXtN5)lHR(F一)○GNNtF5.F8tSFE(F3l.LE<SrMIU.IOSH(L6)○

崇3JL 児■のtt食dt並と尾iI所jt沢のケーススタディ

策3淑 女子 ■千
+ + 6 TT 4 T

き き 蔓 宣 誓 富 豪 蓄 麦 芽 ぎ 蔓 蔓 蔓 喜

h A1l A2 -1† i ｢ -∧1A2
ト B 十 1 一

R i⊇ C,J F> H 甲▲トも･､至 ∩0PLA● 平 ｣ †

I N魯一一◎

しI◆ ｣+ 汁tl◎1 ●i i,i Ll KJ† GJ
I‡ HG

千

1 + ト ■､､

tの他 - - + ◎｣ 十ト ｣ ヰ 1 ?

nt1≠廿tI一l+tチ▼レンジルーム ■｢鮒ナビ.● 琴平

I-●- ●1 ! ㌣ ふ

''-'､二一一/.I- .･ :I.-

;て:lL_:_-‡≡三さきミl;冒●● ▲▲ ● ▲
暮 tlとり Il■-クループ■fり 斗 &ZLクルー1&1り ●aL立7ループ■キー/f-ソ/

図表35 クループ別にみ1=居4ifT過状と暮まり形態 (弗 3朔)
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b)六千 V 女子

(Jr)三斗-グループ■まリ (31)=71払グループ&まLJ

EE書36 WSへのAaZ的なJtBH ii(れ引札 JAベ事71)

56

訴31 児JLの吐合MIと色土●所JI沢のケーススタディ

このようfL椛JA所逮択と世まr)形成の仰向を7たわ令わせると.次のバ

タンか見出される ます､ある肥土が唱JA所として多くil択し/=場所(そ

の氾硬のアンカー)では､他のプル-1の児女との集LI)は名こちfJU

自分のJrがアンカーとなっているJA倉も､姓壬りはくひとり>ま1.1よく

唯一プル-プ>の人である

つまり､妃tが長も1く宅書する格所で11-人でいるかrdlじブル--/

の及しい友達としか集まらず､他のグループの妃書とJiうときにはそし

以外Q)ヰ所へ ｢出かLlる｣ それぞれが史書を示す叫所Il淋なるが､児*

は1ライペート//tフ リックという斗所の仕い分けをしているのである.

連にいえば.アンカーに集まるほど親しい児Jtとは他のJA所でもよく鞍

より､抵tt的にグループにまとめられることIこ/Jる

/=だし､キーパ-ソンに取っては7ンカー'Cも他グループの妃*i･含

む姓まりが杉皮さtLf=｡キーJl-ソンのところには,他の児玉が披/狂女

i,肋ねでくる形で兼壬りができることが多く.HGTGCHの格合は自分/I

らのアンカーもパブリックな堵所となっている･注にキーパーソン的､T叫

の特篠が襲われている 93子のキーパーノンITVAKのJA合,内分の冊にい

るときにはまったく一人で､他の児鹿と集LるとさにI1枚'4内の他のJa

所やWSに出てくるという使い分けがはっきりしている また.ひとり

有が他の児まといっLLにいる場合は､やはりひとり省が榊fであるこ

とが多かった｡

ws拠点噸Ii､妨3期には孤立グループとキーパーソン (HGT)のみ

だった｡両者は他の児玉との社会的交沈の肺では開放的一例机的の村仲

にあるが.ともに他の児童との熊王りによって牲桁づけられる打がJt･過

しているため､故人で集まれるWSのテーブルが拠り所になったと想わ

れる.

ところで､ySK(M2)は私立グループながら税政グループ集まりtJ

Lt:軟的多い｡YSKの7ンカーであるテーブルMでの集まりi･詳しくみて

いくと,はじめグループM2の児土だけで集まっているが.周辺に他の

58+がいることも多く (朋子はWSはずれに行くことはなく､女7-と比

べると叔室内か､WS階段上lこ*まることが多かっ/I)､グループM2の

*よりに周掛 二いる男子が一人二人加わるJA合が目立った｡すなわち､

YsK白身が複故グループにまたがる､招かれ1=集まりの中･L､となってい

るわけではなく､同国の状況に上って括果的に横放グループ*よりが形

成きれ1=｡



計3+ 児tの吐合■句とJELl所iI訳のケーススタディ

ー∃ 芋守 比mLH]ゞコ
3_42 叫所の社会的性格

ここまでu児■/タ,L,-1ごとの手丁動特性のIから考察をbTlえできた

が､次にJA所の+から千丁カヤtまり形成のバタンをみていくと､次のよ

うrJ叫所の†上告的性格を:iみ取ることができる

WSrjTh (テープA,C-ド)li､鼓立グループFl､F9が王に居

LA所としており､しかも自分/=ちのグループ/ごりで集まることがほとん

ど1_･つた ここは披女らのアンカーとなりつつ､他のグループの児よの

あまり史ない抑他的な叫所とfLっていた.ドl､F911比金納連にはあ

1り関ケLfJ:いプル-1であることから_WSliで九は李Pl的fJ血だけ

で/JくIl全的にみてtl<周椙的>斗所である なかでも､特にテープ7L,

CuF911外のグ レープが快うことがまったく/Lく､特定グ ･̂--/のみ

のJj;J+巾となる<瀧.t的>なAB所である

WS中央のテ プルKは児農が滞在していた朝鮮が高く,異なるグ

ループがl"ll庶していたJA合も多かった｡ここは女子のキーパ-ソンIIGr

のjrJJIl叫所と/Jつており､彼女を中･L･にいくつものkJfグループの児

鑑が入れ終わり史上-}てい/I.同じくGCHの畔も彼女をIf,･し･に多彩な顔

ぶれの焦土けができ､これらのようなキーJt-ソン的児兼が按となって

草根/j姫か )が形成される場所は<ひと終点>ということができる 【囲

JHn

WS粁段 Lのエリアはテーブルが一つ しかなく,奈良のriい部分の

カーベ ノトの Lに座り込んf='りアルコーブの段差lこ碓んで頗るなどして､

糾ニッ日 が果Lることの多かった地所である｡ここは､物理的に強まれ

る人故は7-プルのようには限定されで､井肝ロ-の通り道にもあたる

/Jや.枚鮭なt'の行き傭りに児兼がr=tlろするといった集まり力i･する

ことも多く.集まりは 一̂半が抜放グループにまたがっていた｡さきのグ

IL･-プM2のMのように､叫の托れで楳救グループの集まりに発展する

こともあり､七′テIングの面でも杜会的lこb開かれた<広斗的>場所 <広叫的>4所

であるといえる.

丁ルJ-711砺 1朔･第2抑 二は多く利用されていた (後述),しかし

析 I期 2仙 二rrルコ-1内にあっ/=テ-プル (A)､∧2)が帯3期

にJJtかILなく/jつ1.:/=め.まったく妃&の屈4所とならfjかっ/=｡

Ji托 叔LTq (N)は主に休み時Fn=､ひとり集まりを含め裸政の兼

1りが同時に.しかし別々に形成されている4面が多く椴辞された｡こ

こはSFEや S川lの1うな,EI分の轄以外には什集的に行かないひとり名

の滞在q硬が3期せ適して高く､破女らのWSでの拠り所になっていら

58

瀞 軒 遍.く音8-とLAま

警 軒 -F-Nが Ll

l

7 L -~----~

l巨⊆⊆-表 ト - n

21寺同EI:■別学℡ Lプリント1
こd)NLhTIi キ ノ ー ノrN:TTL･1 +もNlの⊥いSlヽlr 人/･†→'､こ

EfJB LJ.u z,EL半コ
Lb ~｢ L

サンタイム (中休み) 2mfEl日からそのまま休み的rZIに
IIGTやtのデル 1の女(かめLJで究IJ A立グループFl.Fqllとも｢<
Jq指的>JA所でJJLT･ペり.sE't:りヤllI)細Nのところに-人でいる.

慧
岩 ====== nrtrZTltTTH

成功
土_≡

5時】苛8 このE)でti出Tる児JLのために､みんなで折りK
HCTのまわりl~lL,3つのグry-プI-7たがも暮王Ibtで てゝいL｡明+lJ祈
りtQ)e手が分かちf 大tEZlでJLqtんで.､るが.グYJ-'/H21j由牙1_ち
[ごりでtJ-ていも ▲~でtI暮立グループFI Fgll<IP的>JAdTl'.,

0 _ー Jt-ノノr6T
I+1-Jt-クJL･lJXfり ･吐 eitIaグルー7暮壬り

tヨ13,8 ある日の<ひとh点>の払子 (*3叫)



付 Tがうかがわれる.ここは詫古 ･L作rJ.･どのモノが姓まってBl),千

れらが7hJbの千かかりとなることから､くもの撫ム>ということができ

る 【国R3.97 しかし､ 一人でいがちな児女がここに}くいるのは歳事
やA材でjtぷことを叶むという理由にのみ上るものではなく､L･しろ他

の妃*が故人で集まっている状況で､本や叔材が一人でいる理由づけと

rjつて r付と/Jく｣いやすい場所になっているf=J)と考えられる

ま/=､臼分の席ではなくWSにアンカ-をもつのが上に乱立グループ

I_'っ/=ことは,このよう/Lグループはkまれる4所が丁イアンチIテL

にとってt貫であることを,示唆している｡すなわち.伝人生グループの

よう1:托会的化r,}けが定まらない児女が､同様の児毛どうLで集まれ

ら.決まっI_一屈qI所をもつことで自己を八七位しているものと解釈できる.

これは<もの拠点>と同仇 =.現射 こおけるフィン'カルfJ要kを拠り所

として熊Pltt会の中でのアイアンテ1ティがqL陳されている例というこ

とができる.

十一十
｢-IlJ

トパ_ソンCCHPo
中心としたtfり40

訊2肌 休み83両

4!Jl∴ 吐いに文Tfのないtlりが3つR吋に七きて
いる.sFEtl一人でいがちで､このI恥こdl庄するこ

との事い氾JEである｡しかし､この■iiでl1-人では
いるbのの.まったく他首と書伽拝ではrLく.居合わ
せている状声である

EDホ39 <bの地点>のNL子
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it7) 付急事I_ lEg謙一付コj36)

訴3JL 児暮のtt8ditと堪it所4LRのケーススタディ

これらを F'伽国 t.にプt)′トすることで (国人310】のようなI土合的

マップが縛られる､

35 社会的マップの提時的変化

弟3親と同位にして､第 )朋 帝2PlについてもグJL--/=とのEL;4

マフプの生玉が;Zふ取れる t国表3.ll)

7LIAI

wslまでLtは あまJHz糊 所とfJ:ちなか f; 7ルコ-ナu伸延の グ

ループがいること が多 か った もの の､<払 ll的>というほどの由りIl/I

≡ Jq書的 ･空似的用事かつ81立グループの居qI所

- 姓占的 特定のグループbし そのgループだけで先まる

他のグループはほとんど仕わない

● ひと■点 キ-パーソンを中心にAまリhfでさる

JdZr% もの良点 一モノi=手がかUに児JE肌 ､る

⊂⊃広JJ的 開放的なセッティングに多くの児JL/グループbfAまろ

くよ こ) 6年生のテリトリ- (51在来50%Jl上のLt所)

5年生のテリトリー

国事310 Jt壬･wSの事上会的 マ･/プ (at3軌)
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く､1tb]でも根解された児jlを含めると多くが人rt啓わり1TJRLたこと

になる ホ 1岬には<同校的><鹿占的>といっf:称壬の児書との結び

つ.もの9いJt市はみられrLかっI= 大テーブルGli滞在やがJ;く､枚数

グル ナの掃かれI=I王りが多くみられf=ことから.<広4的>とf]*

きlLr=◆キーパーソンI北汀と脚 は帯 1月にはま1='<ひと拠点>を形

成するには至っていない

第 2月

TIレコ-1を利用する肥土/グループがqlえ/_I.節 )月には男f-が7ん

コープにいる堵面はrJかっI=が､妨2朋にはグループMIIM2が判J77

する叫面がL-T-みられる1うにfJつf= WSllずれは転入生グループF

9とM6のIj;JA所となり.<周縁的>性格をもつJうになった.このと

きにテ プルは氏にF9のく.炊占的>JA所であった.

女FキーハーソンGCIlはWS中央のテ-1ルKとアルコーブの2カ所

を拠り所とし.テーブルKi･特に仲のいいグループだけで集まる坊所､

第 2朋 第 3朋

∠コ でf 蓋 o'i n と忘 ,

5年生のテリトリー

罵 3朋.朝の学Y

キIJl-ノンと.1立Yルー1だけがWSl二足印し､そのtの究JEは̂ 主にととまゥている.
このJA両でのすふわりが.IlはそのJlすずチリト.)一である.

E313.12 他事4-との同相A向4両



アIレコ プを他グループの児暮とも湊よる4両というふうに伴い分り

てい/･HGTも74'コープで複故プル-プの触まりに加わることが多く,

荊2折には7 1･コー′が<ひと兼古>となっていI=,このelでは､アル

コ プというr71LI/七ノティングが訊かれた集まりが多く超ころ場所と

fJつでおり.WSltJ央のTクモスしやすい位AにあるテーブルKが逆に

I上告的には拝位的rJ性格をもっていた｡叫土井味疎い｡ま1=､<広Ja的>

J+所ll姐出されrJかっI=.本わ 教材*Nlま3期とも変わらず<もの拠

点>の托81をFIさI=Lf=.

什会的-//プには､対束字年児土の滞在平 (学習時にその斗所に児土

が軌弔きれ/-対合)が50%以上/ごった養成と.節2期 第3月にWSを

P･イ1する▲うにrJつた5年4=.の滞在平が50%以 L:の屯陳もまねて&わし

ている _ヶ年が同時にWSに展開した斗面は全体の281にすぎなかっ

たが,応tf-の多か-}/.:蛾所は屯ならなかった つまり.それぞれの学年

のテリトリーが仔/Lする

_ノf年がrL･)時にWSに展開してい1=堵庇i･みると.こうしたJk面での

すJAbりがその上土テリトリーに反映していることがわかる IEg衣

3f2)lu)時には合せたときに他学年がいたJ#所は､彼らがい7:Eい状況で

も空りて13かLl.､その結果として同時展開の場面が少なかっI=にもかか

わらIrや句:テリトリーが滞在判 こもよれたと考えられる｡こうしたテリ

トリーや11会的マYプは那2期には入り組んでいるが.祈3期になると

高くrJづr=人)F.刊杜J的分節や刺 上上げの遠い/J:ど､fl集9[境の安講に

約っ/=形の'JthJI二品ら点いた｡

36 行Lbパタンの提唱的変化

市 IJqにはlVSは対束1-年に専用きれていたが.第2月からは他や年

とAJけ る上うになり､故室 ･lVSのクラスセット全体の番齢 1ほは2

倍 -̀なつ1.I(妃8_一人あたりの面秤は83m'から41m'に汲少) 薪I

PlのWSll.7ルコープと所クラスのh垂にはさまれI.･wS中央の蒋在

一伽 鳩 く アクセスのしやすさが直接､居JA所の時好につながっていた｡

帯2朋から 1̀前 】期には人らltfJかっr=.<同様的><也占的>という

特定の妃*との措びつきに1って斗別される斗所や半年テリトリーが出

収LJVSのft会性が棟技になつL.:｡これは.児Jlのfrカバタンの変化

をJ'ア書として叶L:f=文化である｡特徴的なケ-スとして､払立グル-プ､

キー/i-ソン､ひとり肴の帯列をか Tる.

訴3Jl 児tのti全紙iLと店LL所iK択のケーススタディ

JLヱ1IL･-プ Zk6tグJL-プFり

■l■ ■)■
Iftf■ヽ ■̀r-

j'''也 机 上の`六 J J )州

JLPとー/D+-クー/t>◆ゼIltイ■1■暮り
Egホ3t3 石地Jlタンの文化 iL立グループの事群

●孤立グループ zMS(グループF1)【図表313】

窮 】朋にはアルコーブをはじめ.WSの随所で地主りi･形成てい/i.

凧-//ループ集まりが火鉢分を占わ/=かよ31明を油して柴わらrLかっI=

が.第1朋にはWS中央にも多く癌JEL/=｡妨2糊になると､7ルコー

プか教室内で集まることが多くなり､WSrI】火や軒段｣･の場所はあより

使わなくなっ1=｡妨3期には､WSrH r九にいることがほとんどで､<

周縁的>場所を性格づけるようになった｡

●キー/i-ソン 川=T 【図表314】

3籾を通じて複数プル-1集まりの中心lこなっていることが多かっ/I

が､荊り剛こは<もの拠点>にいることが多く､<ひと払Ey.>を形成す

るはど特定の鴇所には吏著していなかっ1=.鮮3月には<ひと稚魚>と

なった自分の7ンカ-にいr=B

●ひとり着 SM 【図表315】

自分の帝に一人でいることが3揃を為して多かつたが､荊 1掛こIIW

Sへもよく出てきて様々lJ斗所に転々と滞在した｡WSでは他の児*と

いっし▲にいT=だけでrjく､WS中央に*王りがいくつかできている時

にはずれに一人でいることもあった｡しかし.第2月 弟3Jlにはほと

んど叔重から出.てこなくなり.自分の軒にいるかWSでは<tIのJ!鞍>

にいるようになっ1=
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4-ll-ノ/ HGT

■l■ ■ユヰ

't'●｢I:こ ､一･.･･ ふ･1-
tut- ●Jr-1■-7tJ■ 書 qtJJL-ブtllJ

I t■Lrヽ l ▲rlJ
Lltt■弧tLLqヽ ◎-A

Loとり II-VJtプ■事･ltill-7trり
年書315 市▲ITタンの文化 ひとり書の●執

A3JL 児JLの杜*thdlと店Ll所7択のケーススタディ

串 1抑 二は.どの妃IもWSの多くの叫軒をLEJA所としていた.特定

の妃も/グループがある場所を放占するということはなく.ひとりGの

ケースにふられるように､犬mの空Plに一人でいるというjX釈放も舌め

て､それぞれが状況に応じて居叫所をつくってい1=｡しかし､奇皮の上

がったホ2期を控で第3抑 二は乱立グループがWSの<岡持的>4所を

托探し､キーパ-ソンが<ひとk卓>を形成Lf=のl:対して､ひとり古

は裁判 こ引きこもるというように行動パタンの分化が起きr=.

全体的な頼向をみると､屈蝿所が自由rL状況でr1分のTS以外に利用し

[=平JfJJA所故は女Tでは朋を追うごとに耗少し.九割 勺にととLっI=胡

合は舛女ともじ界した t同友3L6,17】 全妃亀の7T動JfタンrAl訳では､rI

IC吏古i!の割合が相加し､色々fJ叫所を托うLt･ml屯は光っている lEgR

3I8) これらは､多くの児JLがWSi･使うように/JつてIバ4所のJ!雌

が鈍り.兜tが軟毛にとt'まりからになっ1=ことi･//;頓している.WS

拠ホ屯の児鹿の羽合は､あまり変化し/jかっf=

どのような児瀬が.どの行動′iタン/_'っr=かという(･J:hロすると､

那 1糊lこu柑 こ関連はみられなかったが.祈2糊以降はWS拠点桝こ孤

立グルー1の児童とキーパーソンが集中するようになっt.｡つまり.W

sを此有するようになってからは､瓜止グループ､キIJt-ソンという

JEまる場所i,必要とする妃鼓がWSに残り､その他の児鹿は教室に引き

あLTf=のである

3期を通してグループごとの集jりの傾向は変わらなかっ/=｡しかし

店AB所選択の面では､特定の児漉/グループとrT動′tタンの対応Lが祈2PI

二 ∴ ∴
E一男子平t9 0女子平均 d男子平均 ○女子平均

EaZt316 8̂ 以外に謙在Lf:4所ZE EZ)去317 JIZ内恥 aL



■l■ ■J■ ■)■

●且立ケIL'-ア
ト キ ー It-ソン

En♯318 RJ-Jtタンの文化 (全件の仰向)

に/Jつてみられるようになった｡また､アンカーではEI'Jyのグループだ

りで集JるというmlT.lも.姉2朋以降に現われた特徴である

37 考蕪

371 社会的なqLとしての救重 VVS

托会的マップと行動バタンの軽時的変化から,特定の児玉ノグループと

叫帝や行動/1タンの結びつきや甘所の恥 ､分けが､WSを他学年と火耕

するようlこなってから邦吉になIDたことがわかる｡つまり.児暮の居斗

所の41りは､怒度の上井.他学年の存在に上るテリトリー改暮のために

屈叫所Jl訳の自由PEが光ったことで､集まる蛾所i･必要とする兜tはW

Sの稗史のg怖 により敷く定斉し､そうでない児tJユ自分の席や政事内

にととLるようになった措兼と群釈できる｡

rいっし上にいる｣という正倭的なll会的交淀のレベルでは.児書のふ

るか ,は3期を適して変わらなかった机 このケースでは音便の上界と

他XBlの存在が圧力となって.重用行動のレベルで児如 グループの性格

の称化が促された｡態度lこ余裕のある状腰のJlhttrしろ斗所は多くの児

tに肘 招き九､高音度では坊所は炎mされる1りは独占される輔向が

68

れ31 児JLのttBNLiAと屈LI所司択のケーススタディ

あったユその銘果.特電の児女/YrL-/と叫所との抵U'つさが'iじ､W

Sの杜会冊遠が楳社化したと考えられる

これは放念皮の時には他省の中への身のおきfIのrlEtl恥IAく､すtl

rJ鴇両がみられるが.高密射 二なると r■世的な1叫djが早く/J,ること

をJE味する,旺'&徒でIi特宅の4所の占Jlパタンはないが,高音皮では

国史的な絹丘が支われるのである.さきにみf=ように.盲qLの上fHこ

上ってZL立グループがWSに屈4両をfI促しf=のと対ER的に.ひとり斤

にとってI1-人でWSlこいづらい状itにな}/=といえるくま/=､叫所が

特定のグ7L･ プに上って<岡持的><地山的>などの相和を,Jくすことで.

巧撃二 :て∴ ●:●'∴ 一二∵ 言 言 ∴ ∴

でグループの性格の固定化を助托し1=のである

372 捕集fl塊との的侠 【国表319】

鴇所の11会的性掛i空偶的特徴とも対応･している T Jt,) プとMで

囲まれた広い場所や火テープIL,のように.熊王りのif怒))が大きい場所

圏 LL｡ こ抑 'に､平仙 斬面的にボ ケ… E◆なっているW r'日 計

に密度の打いときに引きとなって<網指的>鴇所に､好まれる7ルコ~

プはくひと触 与>となった WS11-r九は那 Z刈 羽3軌 こ11叔'JiLhlと

111レンジルームの往来上というアクセスしやすい陀也にあっ1=が､W

s中火に対して従桶的スケールのたわ<J.18緑的>仏所とrJつ/=と考えら

れる｡場所Jy々 の尻場所としての仕掛 こu状況惟だけでなく.Nは 放伐

の常も強く反映している｡

IVSを挟んr='二教室の-)I-はWSとのPJ)に吸があり､一方はオープン

だが軽いeIで区切られている 従って叔室からWSへの行きやすさは同

じ11が､晩発的7タ七スは兆なる｡クラス31Jに比tH ると､収量からW

sが見えるクラスの方が個別/グループ学習時に放電からWSへ出/=児土

が多かっ/=ほ日 月)｡これは視t的7ク七スがある方がrJい姑告より

も､WSへの展朗が促されることを示唆している.対象7年が二クラス

とも丑で区切られI=鼓室に移った萌2Jfl･第3朔(fTきゃすさIly8なる

がWSが4k重から見えないという粂附 1同じ)にu､クラスPllこ違いは

みられなかった｡その理由としてfl.硯X的アクセスの灸作が等しいこ

とと､この時抑 こIiW Sが特定の児生のEEJA所として脱毛的な意味i'

もっI=ため､アクセスしにくくでもそこに出てくるだけの勅命があっ/.:

ことが々えられる

荊2朋 第3月lこみられた学年ごとのすみわけでは.5年叔rJgの正面
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書ii的令瓦一一一一一
二 L さ 平面的分わ

空間のスケール
<A-J杜的>くd:JA的>なJI所のti枯(..スケーJL･
l■もやnLt7_

誌1捕 れ 2Xl託3JE

wsが兄1る丘箕からの 方机 児 ヰ書の奄件4'R じ時には とちら
▲が出てくる守が■かっ[=. からもWSIJ正iF には見え'Jい)

出てくるg_ljまわ ちな かゥた｡

個我319 I■gttltLとの舶体

に見える範囲が5年生のテリトリーとなっていた｡挽光的アクセスがあ

ることでその場ITrに出て来やすい1='けでなく､教室からのサーベイラン

スによって5年生はFl分のテリトリ-として.6年生は相手のチリト

リ として意■1るという仕組みがあると岨われる｡

3B まとめ

このケーススタディでは.児土の社会快適と侶4所点訳の榊係を分析

し.価別児まのふるまいと､それらの集Gtとしての仝附tを相hF的に凍

えることがICき/=｡ここで明らかとなった事項をまとめる.

●キーパーソン的児玉やaL立プル-プという.特徴的なft会的立場､

行わ′tタンの妃*/グループが､他の児玉i･背兼としてJL別される

●こうLI=､Jけ りが7イアンティティと楢びついた児玉/グループに

とって.WSの居坊所は掛 こ意味をもつ｡

●児女のrT軌 こ1って.叔宝 オープンスベ-スの4所に､社会的性

格が付～される｡

●しかし･さわだっr=行動,{タンや蛾所の性格は､背任の掛 ,状無で

はみられす､溝徒が上がっ/=ときに初めて抑圧化した.つまり.怒
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すf･ナリいJ一札 それぞれの
室̂かE,見Lる阜bl(サーベイ

ランス ゾ-ン)とTtTjる.

>3+ yEtのtt合札血と屑il所古沢のケーススタディ

世の と掛 ま行動バタンの捌 ヒを促し､グ ,̂-プのtt旅のEa宮代を肋

良する.

以上のように.オープンスペースやそこへの竿甲奴内のqtPlで､児寸

はそれぞれ状iXI二応じて行如しながら､それ臼体が項攻を形成するrTあ

になっているのである.
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児iの集まり形成とアクティビティの学年比較

4.1 ケーススタディのたき

前書では､児竜の捨場而点訳やせ王))形成のIt態とft会Ht題のrl止に

ついて)ぺ､児丘がどのように全体的状況のI兆 に何わり.その中でど

の上うにふるまうかを伺鎌註的に読み解い/" つより､児女の生丁占して

いる仕会的な環境要田を座視Lf･ものだ I=

この+ではその7*足として､妃億の究店長がγ蛇でのTT動にどのよう

にRわれるかをJIぺる 児正は年齢が Lがるに,)LLて､身体的.心錦的､

社会的に発達していく いわゆる r発達｣ll､児爺のJi7'WJ要凹と､r何

故になれば､どの収度のことができる｣という､その丈化の｢莞if枇｣/I

とに兼れる.児寸のおかれ1.:社会化JA塊の惟格の及JJLこ依lTJするt-4'J｡こ

こでは､帝石を捉えることを目的に､休み8.nlIJのみrg_ オープンスペ

スにおける集まり形成.アクティビティや竹薮現JAとの関わりか こみる

児玉の生態を､低1-句- rf'学年 高?一年で比較うる

桝兼は U/トおよびS′トで行い､各校で2fl"lJ.休み的ml=とに政雀 ･

オー1ンスペース (OS)周辺のてノブをとり.火赤のIJ;場所や活軸内

容を配位し/IlEgl鼻41】oU′トでは佐7年嫌 い 年'L).中′7割 I2相 (3
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q'Jl-)の記ilirとり.高学年については前世で持/=6年#_の17ノブのう

ら､休み岬Mlの分を分析にmいた S′トでは､低 中 A;ヶ年経の全て

でrlノブをとっ/I

S小は･rdlじ柵戊の叔基経が3つG.U､そrLそれ低学年tt､中学年棟,

稀'rQ:維となっていろ｡教室はrr･火の細長いOS引まさんで庶妊され､

祐推'SとOSの剛ま戸で仕切られているが､大きく開放することができ

る 佃 如 4傘鞭】｡OSには叔茎からあふれたロッカーが牡かれる以外

に脚'jiI的に13かLt/=崇掛iIJ:く､31煮沖畑 中の推JSにOSが使われたの

はともに園T-の時相に,防水シ-トを広LTてその上で絵を描いていた幼

面と (l年L比 叔亀から一班分の机をその時叩だけ持ち出したJA面 (4

年Jll)だけであった,

紳茶杓功やOSの蚊われ方の奄件が学才FLS′トでは､生相的/i莞ii差

が7Eわれやすいと思われる｡一入 U小は学年ごとに故事 OSの空爪

Nは がPtなり.貫井の正き方やOSの使い方もq=年によって違うため､

妃tのQ=悪も様々な粂件に影yされることが干想される｡

4､2 :■王抵黒の分析

42,1 暮まリの現状

児Jlの形成する兼王りの親株tみると.S′トでは兼まりの平均人鼓は

低ヶ年から-('･a;と1-年が上がるにつれて小さくなり.高学年11と休み

時巾を一人ですごす児jlが多かった 掴 衣4_2)｡)tより姓横の分布をみ

ても･中ヶ年.高字句二でLi6人そこえるX壬りl▲2.3%粗度だっf=のに対
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tO

低学年 中学年 Jl学年

EIU小 ●S小
EZZt4.2 ■まりの平均人ZL

享k

ou小 ●S小

EZ)兼43 男女混合事よりのtt含

罪4J 児Iの*Jiリ形成と7クティtIティの丁年比¢

して､牡サq=でIlloqb強あった｡つまり.′芦年の扱いJJが他のLutとい 〉

し上にいることが多く､かつ大きな･熊まりを形成する何Ih)があ-_1=｡一

A.U小ではS小とは逆に耗Fi串の唯Lり乎E)人魚がもっとも多かっ/=

ひとり集まりの割合は全仏的にS小よりも高く.7才年軌 一kるとや′7年

が7!に高かっ1=

S′トでI1位7年11ど群IL.早年がtがるにつれて小姓臥 ■人でいる

ようになるという集まり現株の輔向があっ/=のに対して､日中で早年と

結びついr=一毛の輔向がみちLLfJかっ/=稚山としてIl.推tと仏ふ畔M

の叫血転換の連いが考えられる.S小では各クラスでの 一7綿 貫から

#l二休み時間という.は1_u)と【′切らLLI.:姑血l.I.熊i,Tるが､U′トの

中 高 7年では振放クラスが同時に瀬別学71 グpL-プ乍村から.その

まま九九群放的に什み時Plに入ることも多い u小でひとり強まりのγ

が高か･'たのは､そうした堵由でひき横きn分の畔で乍¶ 作Aを撮り

たり.九-}くと一人で残ってい/=という児屯が多かっ/I//めと思われる

i/=､柑 こ中学年のひとり捉まりが多かっ/=のu､JI脊Lll-3年生が翌

Elのft会frR乍に向けてq)訓ぺ予習をしており､好投よりも多くの児朱

が休み時肌 こLF･･甲を掛 ナてい1=ためである

しかし､朔女腹合集まりの31合をみると､S小では耽′芦年で214%/='

が､中学年で42%,南′7-年で13%T.:'った｡U,トでも低7年JIl%､中′f

年51%.高学年15%のよっに､′芦年が上がるに従って沌少1るという同

様のqITJl75-あ-'1=l周東431.これは,躯1りの人政は状況にy(Iけ る

〟.惟別の食誌の年齢差はあまり左右されないことを'l=している｡

体b時間のオー プンスペース
左 ∪小.右:S小



Ea玉4,5 休み時間の4両 (S小.中年年伊)



422 JJ面形成の分Zl

次にどのように児女の7クティビティや溝留の4面が形症されるかに

btJする 胴 衣J4.45JはそれぞれU,ト S小における休み時Mの4

面のtqである ここにみられるように.アクティビティ▲涼留のJA面は､

その Tがかりとなっ/=群集現gtの条件に1･'て以下の1うに分Btでさる.

●建玉的エレメント 叔茎とOSの境界面や7ルコープ.OS奥の使

方など,it兼的にしっらえられ1=軸ft的エレノントを手がかりとす

るアクティビティや滞留 (投差に座る､人FAに身をよせる.iIAで

Jtぶ.アルコ-1にもぐるなど)

●某JI テ-1ルにつく ｡′カーにとりつくrJ=と.写りtを如 くかJJ

とするアクティビティや滞留

●オープン空間 ･物理的エレノントを直接利用しない､オープン/J空

州での必Urや滞舘

●裁量内OSとの塊野面を除く､故等内での7･クティビティ 滞留

すべて

政や OSで税摂された場面すべての内訳を学年ごとにみると,S′ト

で11中 ･A作 年に比べて低学年で<畑集的エレメント>とくオープン空

r和>の'Al合が福かった 掴 R46)0S小のOSにIl窯久が訳かれてい/I

いことから.<官Å 彼此>l土ほとんどない｡叱′杵 児生には<畑集的

I-レノント>の中でも.叔室とOSの仰の畑Jtをはさんで並んrlり､小

爪佃の人柄に身を)せるといった滞留が多くみられ.身体感覚を成篠

N!･'て'2位したり､並べるjうrJセッティングを好むことが&われてい

る -力で<オープン空MJ>も多い｡よ/I.高学年l王と<叔泉FJl>が和

えるのJl､机に-人でい/=り､*まってbしゃべりやr-ムをするとい

うように･アクティビティが上り辞的､lt全的に/Lることを,I;している｡

ただし･これは4ZでLも低学年児tのJJ-が動的で､乍牢が上がるにつ

れて肝的になるということではない 板弁され/=アクティビティを-め

所に挿皆して行われるM的なものと,拝勤しながら､あるいlま広い竜田

を伴う地的なt･のに分けて丑尽した 掴 表47】 その中にもさらに､早

郡 紬 と隅連LT=ものとそうでない並び行血.動的な並びでも鬼ごっこ

のようには会化されr=ものか酌 ､といっf=.東的rJElいが(11Eする.

S小での脚 年のアクティビテ化 鬼ごっこやポール肘 ､桝 行 三̀年冒琵 蒜 ト'の糊
織など動的であってもある推定社会化 ･硯 化されたものだった q】,i T U小姓事年
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訴JJE児tの■まリ形dLと7クティビティの事年比や

年ではさらに.故人でOSの中央ではi･ゴロゴ｡klTllgる､人PをあIl

rjからOS与良fJIT句l二袴から速までたり抜けるとい )[=､動的かつI上

告化され/.:L､行hがんらLt.I=｡つまり.神足的和LJ安jKとのrqわりIl牧

J7年が負トーが､括発き､iLLさはむしろ中1-町の祥汝である.チ-1ン

rJ空Mをr=1='米状とタ主まわるという坊卸 1､S′h U′トとも色Jf年に

のみみられた行血である お耳年lこfJると､ナ- ナン李鵬での丁クテL

ビティIl-カ所にとどよってのふざけっこかLtら誌といっI=O的 It会

的な千丁動になる｡

U小でも､隆学年は<it羊的エレメント>とくす 1ン空用>のTI合

が恥 ､というS小とEul性の特敬を示すが､S小L'刊なるの11､<官姓>

∪小 S小

促学年 中学年 高学年 低学年 中学年 ホヤ年

Ll･Ll.1-ト I･･… L l-･･▼I .r.- □ tq

Ea加46 アクティビティ 沌幹4所の内LFZ

∪小 S′ハ■▼■ - AtIt▼一 ●▼■▲事■
的 学 Y と叫A ●●●●●●●●●●●●

t と

社会化さTLたら◆▲qr～ Qと ● ● ● ●
ti会化さTLない ● ●●

･ ,- .･- ●.･･れ･●.トT--
℡事47 tlTされ1=ZEtT内管



の湘介が'7年がlがるのに従ってLV加している点である,U小では､ヶ

年がJがるにつれてWSにテーブルが多く■かれるようになる｡SJトの

田でみ(.'ようl:､高学年の妃tの方が仇 テ-1A,に蒜ら着くいう居18

所づくりをする何向があるが､同時にそのことをjEl走してh師が禁Aを

多く亡くことで.それらi,fqmL/=存留が促されているともいえる｡

アクテIビティの内需では.政･中乍年にく乍有的>活動が多く見ら

れ/-のか鞍魚であるLこれは､中学年が甫運の⊥うに社会ft見学の前日

にあ[=つてい/.:ことと.降学年はill登時肌 こち上うど併8iの成JT<につい

て97lLでおり.休み時巾に鼓隻に炉座したrP虎で朝顔を扱鞍する児t

が多かっ/=ためである.Sノトでは中学年に特徴的/.:'っ/-托会化され小 一

勅的なアクティビテJll､U小では低学年にtlこhられI=

43 7クティビティと空rF)蕃Xの学年毒

S小でみられf=)≠年による集まり 行動特性の基は､一枚的にいわれ

ち/tRの1相 称椎をRしている.すなわち.小さい7･快 (低ノ声年)は′ト

やPJや人肌などi･好み.大きく (中 高サ科 こ)rLると一人でいること

も柑え･▲り称的/J7クティビティや社会的な遊びが多く,.Lるなどであ

る｡

低乍年に<iB筆的エレノント>が多いのは,彼らが血操的な身体ス

ケールで柵帯iRJJのエレメントと関bることを示-1ものだが.身体を

1史っ/-'⊥IJatしい並びやモビリティは･fl′芦年でyi在化している｡これは

壮′芦Ll'･と11′f年の身体 ･重刷感覚のBを示すものと臥われ､同じ内容の

並びにも17的fJ遇いとなってRれている｡桝えは.OSでの鬼ごっこを

低サ町と中サヤには攻のような違いがみられた｡

U小･S小ともに虹学年棟のOSは柵良い空間である｡どちらの乍収

でも､旺ヶ年の鬼=っこては加わっている児土が固まってOS内を移動

していた､鬼と他の児丘はあまり&九で､畑集的エレJントの周辺や

す~ナン空和でt･比較的如 .年齢 ことどまっr=｡OSのある一角で鬼

ごっこが境Lっても､別の4所に走って行く恥 こ並びの内有が変わって

LLっf:り､卦 TるjA中の児壬や-EZlからはぐれてしまった妃兼が､近

くl:あるモノや他のJEUL二ElそうはbtLでjBぴからBi落してしょうこと

もLJtLLtあっI.:

つまり,低学年の児&u捗弗する屯周は広いものの､丑U自体は局所

的で･4軌 ほ い戦跡 二は泉E3しない.鹿Iはそのまま鴇面の転換を促

してしまう 椎も中でも､トイレから一書tれたク--Jスの児tがトイレ

の捕りにOSを捉析する途中で､手前のクラスのは托 しばらく立ち止

82

崩4t ltJLのJLまリ形成とアクティビティの半年比較

まって扶め､なかfJ･か&室に堵ちなLllうなAB血も何Ftか他市された

字佼以外でもわれわれが▲く焦しる1うに､小さな(･供にと,-ては､よ

りILい毛臨i･知らないわけではなくとも､El分のJl体の喝辺が界味の中

心であり.その中に入り込んできたものがft先される.

･7･?年の鬼ごっこは.OSのJIからJu で広がる｡丸から遠くまで連

LTT=ところでt171をうかがっ/=り.九も手近fj相fではなくtlLr=児や

低学年 i,わざわざ追いかけるという上うに､広い雪何をJl.く放うように,.･つて

いる つまり､中学年では空何が耗持され.広がりをも,'/=空凡がひと

つのまとまりとして意味をもつようにrLつている.SJトでみちtt/=乍年

中学年 差Ii､低ウキ11物現的エレメントとのuT確的な和わr)で々fi集tをIIか

めるが.叫･F軒 ま別 i感食を空何の広がりの巾でtWLALようとするとい

う追いである

どちらのサ校でも応学年にfJると.h竜 OSで動的rj並びはみられ

/Jくなる 野球､サ ノカーのように､そもそも盛l勺ではできないゲーム

の埠合はもちろん､追いかけっこ､ポール並び/Jと鴨 LIJPf年がOSで

する逝げも.校掛 こ山でするようになる U′トではオープン苧fqが11と

んど残されていないという制約もあるが､S′トのJ:うにOSが広いまま

伴える場合でも.児やIII岩内では動的な並びをLrLくなる 応′T-畔の火

低にIi.屈nJよ動的な並びには空mJが小さ-!ざるか.連動は外でという

分別がある｡

S′トの児鹿が書方禁環境的にはどの学年も同じも件 Iでこのような点を

7TTL1=のにILILで.U′トではこうLf=発if克i･.な鼓して捕集環境が形成

されている｡地業的には晩学一年様には′トさrLアルコーブや床レベルBで

IVSから分節されf=′ト空佃が用意され､使われJJの面でIl乍年が 1二がる

ほどテ-1ル 机などの佼具が多く吐かれるLうにrLり.相対的にオ-

ナン空Hlは小さくなっている

U小の中学年では,S′トの上うJ'Jatしい並び11枚耕されfJかっ/=｡S

小でみられた77年差が身体的な究遠点を&しているものと仮受すると.

U′トでは技菜時Plの娃良で学習的fJT古曲をしている氾atが間取 二枚って

い/=ことと,家具 絞Aが多く､オープンfJ空Mが少ないという旅券環

BtのtlJ軌 こ上って.身体性 ･空MをJL大FRに使ったJtU'が及軌されたの

だと思われる.,

授某時間と休み時間の4両の転換のしかたに上って､集まりや7ク

ティビティの牲蒙が彰VされることIIU小のelIこみることができる｡し

かし､状況に上って児並の生態が嫌々rJ･形■を受けるものの､弗学年は

放せ OSでは恥的な7クティビティ合しfJ=くなる,bと.学年が上がる
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につれて男女別に集1るJうI:なるは向は､両校で共通する｡

dd まとめ

兜柔の行動や空内諾jtの発達については,これまでも様々な文献で多

くiじら九でu=<避びわ軌 こついて仙tJ]は.逝げには汝能的段臥 技

術的段階､化合的段帝が存血すると述べているI●dl,またJll事はオープ

ンスペ-スにbける兜*の物理的頚牧草兼との朋わり方として､道具約

着A的fl佃 と3u一形成での利用をあJTているl-I

S′トのサelでは児食の学年毒に､耽学年の､ま/=旭 洋的な身体着せを

嫌え}うとしている段階と､牡 中予q:の児卦 二みられた乱漁ともいえ

る子r動に起れる.拡韻していくが.3F.'臼分のものとして妃眉してい/J'

い身仲仕 ･tビリティヤ空間の力i,柾かめている投Rfが見出されf=｡し

かし高学年になると.それはすでに集持されたものであるので､わざわ

ざ稚認する上うな行動はとられない U小での並U行動もず年とは定倭

対応しないがr"】tIの分朋ができる｡こうした身体 窄Ml感雀.生繁の段

階的な屋は既従の研究とも対応し､下炎のように屯埋することができる｡

王/I.段階的fJ差が入られ-Y.状況に依存するものとしてIi､アクティ

ビテI内容 (招某と休み時叶の斗面転兼の仕入 tI羊的BEbE芳兼のレイ

7ウトに1ってサ習的砧劫が誘発されうる)と集まりの規模がある｡

一般にト供に好まれる (必箕fJ)デザイン要Zとして.捌まれた′トさ

なで仰,大食的聖和や.段差/Jとの作り込みがあげられる｡既往の研究

発達的と思われる性芙

●場面の性格 身体的 空間的 社会的

(に色事年) (色事年,中事年) はにA学年)

+空洞の感光 身体慈覚の確牡 別 けの獲得 拡張 場所の使い分け

●アクティビティの性格 動的/M的 静的

●iArdiの持続 転換がはやい 持没する

●力女毒 手牢が上がるほど､男女11別々lこ集まる1うL:なる

既往の分類との対応

(仙EZ])

並びのf生井

)にLに

凍能的段FB 技術的段符 社会的段待

物理的Zl牧羊兼の7'J用 道具的 遊具的刊【1 頚城形成 テリトリー

詐4JLytJEのJLlリ形妊とアクティビティの学年比境

でも指沸されているように.このケーススタアLでも低'T一年児女が-P･

&千年よりもそうLI=羊JEにひかれ､店18所f多岐や並びの手かかりにす

ることがヰ止され/= まf=､ここでの考察からli､身仏的スケールの作

り込みとが接的な身仏スケールをこえf=旋操の空Rを合わせた環境全件

の柵碇が､朋所的/..叫面形成だけでなく.空㈹患食やJA面形成の発送と

どのように関わるかという謙屯も嫌超されるb



■St
写夫による児iの環境認識の分析 ･アメリカの事例

51 ケーススタディの目的

U小i･はじめとして.ここまでケーススタディを行ってき/=苧俊はい

ずれもEl本の小や投では先進的といわれる不例であり.それぞれが排日

性i･もっている FDl時に､いずれも同じ日JFの苧 俊システム 文化のrf･

にあることかr'､佃通じる紡分が多いのも≠実である.例えばクラス召

成のしか/Cや控実時帆 休み時臥 給血､掃除などでf*成される-E]の

活軌 1原則的には共通するし､どの学校にもEl似の し鰍 1- 下叔生の交

流プT)グーJふや学校群がある/Jど､大枠では rふつうの′7枚Jと禁わら

rJい草Atl多いt

ある祉食 文化の価他奴は.学校システムを通して題JF的な人mJ形成

に影Vi･及tTIEq叫 ｡では､兆なる社会的 文化的･けBtをもつザ掛 こお

いて､7-gtllどのように環境を盈暮するのだろうか｡この年では,その

OIとしてアメリカの′ト学校をとりか T､妨2寸と伺鎖の 一̂法で児虚の

Lt墳dEJtをJIベ､Ll木の下tFlとの比較考群を行う｡ケーススタディの対

象とし/=のuテキサス州の小乍蛭二枚である

5_2 !T壬刺さ俊について

■丑を行っ/Jのは米国テキサス州中央.いずれもヒューストンからl

特nlilのBitにあるIluntSYtllcのGElemerKa'yS｡琳'l(以下GE佼)と

BrtnharrtのBM払IkSclは'l(以下BM竣)の二枚である lLa長51)｡

アメリカではElJtのように.仝Elとこに行っても同じタイプの小千校

があるわりでIlか ､ 叔軌 1州ごとに救臼の方針で行われてBり.学校

の遷すIiかrjりの鉢分自治体ごとの学校区ISD-L叫 rxkntScrd D.5J'Kl

にtEされている｡し/=がってiN査対象校もアメリカ全体を代衣するわけ

ではいが､GE投もBM投もこの地J*ではこく一般的/Jや校であり,T

ノリカの小学校の つのAt!といえる｡テキサス州では□本のようlこl

年生から6年生か同じ俊合にいるのではなく,rlunt5Y.llcISDではp.tーJ(

86

■5f 写JtによるitJLのFTJJte■の分析 7メリカの●仇

からLL年生までがElenel111ryS'k氾l､5･6年'Iがlr･1-･tcd･ateSChool､

7年唾からJun灯 H'ghSfrKX'lである BrEnhamlSl-11幼ft剛から2年屯

がEknmtaJYSchool､3 1V.年がhlernld13lCSthool･5 6年生がM仙 Le

sclw lというやや変則的な区切りで.それぞれが別蛇か一曲 ていも

GE俊にはh,-Kl幼ft国人Eg肯)かF'l年rLまでがEHFしている･校

舎はレンガ造り平足姓で中瀬T3!､h軍政不足の/=め1レハ1故等÷

仕っている pY.L･Kと幼児クラスの1=小 二書用の小さTL並U艇も泣けであ

る lEq衣5_2L BM投は5･6年生の二学年[='けで.良書uヤLlr)レン

ガ達平畢漣で中寿T型である 【国人5jl

cE臥 1314校とも､20人梓味のクー/スを 人の見附 ･州 tしている

が､3年牡以 Lになると､文系打担LtVMの放紬とJt糸fltl将門の叔伽 `

それぞれ担任する-.クラスが七 7トに(.り､■｢府と'f代で氾tをそっく

り入れ伴えて授紫i･行う lBF]一時間rlが阿L巧で､仲介/･L'どの科El

にあてられている 押付lI作の作品莞女会や.Tじゃがいもレース｣(じゃ

がいもを稚ってナ-ムごとにFF_を作り,スU-/で放すさせる)のよう

なイベント的校長の時にはこの二クラス合押目こ/Jる0位允はカフ rテリ

アでとる｡

乍校には牧クラス.｢知臥 軌道臥 芸術的領域､あるいはリーy ~ シ ノ

ブの能力や特定の勉強分析などにljいてtE九/=潜在的能別 L''"を示す児偲

Ea淡51 EqJEt苧

BMiくuvSdd (BM攻)

.ヽ■ヽ▼OヽE)ーヽ ⊂】⊂コ【コ⊂】⊂コ⊂コ ⊂コ【コD⊂コ□□rT ｢｣ □ロ ⊂=コ⊂=コ⊂]+T -

米ロテキサスMrbTtSVk tq35- キサスM仙書生.*JLZL77t)

■tL5-I 1抑 172t) 998℃か2325

対LJ!L



魯
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臣∃

車

重

歯 奇 癖 ⑳ 砂

__二 二 ] ヱ ⑳

LtJ▲パtM ス

皇1時のカフェテリア (BM授)

皇且でJZLを何くセッティング日年生)

休み特同 (GEや)

ホ51 号Jtによる児■のqtLfELの分析 アメリカの●gl

をjkめた.Y3.rledAndLaLeT.ted'クラスがある.よfJ.乍TZの遅れている児

島をキヤ7チ77プさせるI=めのRem recクラスもあり､こちらはuJrii

的rJJEtNではrJくり一々 は半枚の時閃だけRe弧 .･∝にfTくという形で､特

別な指iFの必安rr件日だけ壬けに行くクラスである

政幸内にはコンt:'ユータ､同暮コーナーや,理flfJらS- rkeCC.･LC.ど

いう1うに杵FI=とに決まっf:岨所に､その時Jqに乍71しているテ~.I

に沿った掲示や教材がセット7ブナLである.Cq･tqと呼はれるコ-ナ~

がある Fk.Kや幼児クラスにはHtm Centerというおまま=とコーナー

やXt′のC印Iefもある

7ノリカでJi耗CCはALせ つ の7校で救え搾り.社宅も年rEことに変

わるのではなく､同じ教室を使い手引する.せけ持つ′M も#∩化してお

り,tFIえは3年生の神性は毎年3年生を受け持つ.クラスはrl柵 何れ｣

ではなく.̂1,,SnTlh･sclasSのように､担任教師のもF打で呼ばれる.また､

枚LT古や故抑 土妃息がそれぞれ持つので11なく.叔塾に抽えであるので･

軟毛は全件的にモノや固定的/J=しっらえが多く､洩'efJ印象irそりる

掴 衣541｡l]本でいう我月蔓はないが､休姓,打ち食わせFHのスタノ7

ラウンジと､叔材作成や作兼のためにコLJ一俵､コンピュータなどを仲

えたワークルームがある｡

投兼は.はじめにOrlPなt'を用いて 一斉授貰形式で良明をし/=枚に･

個別学習という進め方をしている｡I 2年生の放射二は.r低′㌢年では､

何をするかに上って七ノテインタを変える方が､児丘の九分も切り椿

わって熊申しやすい｣(]年生のP_任)との坪山で.タフス全月が床に

座りで叔師の乱明を開く場所や､耶 り相帯や過朋 叫グループJfTaFの/=わ

のテ-プルがあり.使い分けられている｡dd別学即 事には散人ずつが入

れ甘わりでグループ相帯用のテーブルに呼び出され.進群 別の柑事々貴

ける.

3平生以上では,一斉汝窯,中は1)予習t脚わす､ほとんどの学削占動

を自分の机でしていた｡GE校の 1年生以上とBM校では.一日に政51

から10分程度､好きなJA所で.友達といっし上に学習をしてよい時何せ

とっていた｡p,I-Kと幼児クラスでは.30分程度のCerucrの時Ml(並U)

や生食がある｡EA工や理科の時rqに.特別叔壷に砂地して按Xを行うこ

とがあるのは日本の学校と同じである｡

故茎者動や休み時IIも含めて児jLは一日中載Hiの監甘下にある｡休憩

時mも担tfに引辞されてクラスで一列に並んで トイレ前まで行き･用の

ある兇土だけトイレに行くのを待つ｡丑射ま叔師にとってl土休み時nlと

なり､カフェテリアではSIJのスタノ7が交代でE甘する 生休みや長い

89



仏み時MIL:ll叔BFい lつLLに枚掛 二dJで,児暮+妃でおり.舵Mとし

て粒食がスタッフのrlの届かない4所にいることIlrJ･い｢

53 ZJ壬やf

cE収では幼fE肝作)､卜 3I4年生から -クラスずつ､BM俊でIl

ペ7にな >ている5年Jtさ14クラスとGlrtedaTkJtak州edのニケ-/スを対

束とLf=.JまでIlクラスの杓半枚の児生に.ホ2tと内払 二律いきり

カJ)をiEL.1-校の中で好きなところを77文に推ってもらっI=

(-PIL･■SttlLcprLOIo名rlPllSOfvhllyotlhLc.orlhlrLL.1与IlllereSllnglnyour
vhml').姓影中にはコノントはとらず､翌日現ftL/･TTl兵を見せながら

インタビューをし/=付 iE3本でのa鹿と粥なる｡J企t]にIl車uクラス

税額を行い.枚牢のマ ノブ.控罪巣南および地主の†r動%妃iAした､な

お.GE佼 1年'lLLJクラス摂繋のみrTつIC｡

JlJ薮蛇鼓の｡'には.故人でいっし上に学校をまわり､棚威しながら娠

SCkncecenter
書の生地のII型モ凧示)

o lrrt 3M

L__]

■5+ 写)に上るitJlのFlgLRJLの分析 アメリカの■el

JZしていI=yル-プい .!･が.そのようlJ叫糾 ま分析にあたってリー

ダー的な一人1='けi,jtんで対象とした｡ま/=､この■Ltll授t叫PI中lこ

行っ/=r=め､F]本での■雇と比べて人.Rの曲で展開している4面の写

大 (タイプL)Iが多かったれ 写共推影のアクテLビテtに加わってい

る児土が互いを*l)合った7-fAl士分折対生から除いたo

54 号XにみるGE佼IBl佃 児1の可呪ZB★

5.41 汁Jiq所の分布

等文は解2事と同姓にして古タイプ ･∧:4両､RJq前のMJkf兼.

C.現せ的アクセス.n:人/特血H =分散し [(q如.SL ′74･別にit形

AI所の分布を歩BtLI=lt4女56)

ホームクラスと管PE鎌円 くオフ1ス)で<人/堵血>が争いのほ､PJtf

と､オフィスでは校長や佐古､か )ンセラーrJt'のスタノ7を汁っf=兇

屯が多かっI=からである,樵彰端折はホームクラスと､特別扱tS､カ71

テリア､オフィスや外滞空隅という火用の空Mでほとんどを占れ 他ク

ラス 他早年がとりあげられ/.:のは.･JT,妹がいるか､以折の州 f叔師の

クラスに削られ/i

学年別にみると.幼児クラスではホームクラス.丘び碇に升味がXま

り､娘影戦tgIは他へはあまり広がらなかった 幼児クラスは Uのほと

んどをホームクラスですごし､外で遊ぶのも雅JfJの並び艇である｡カ

フェテリアや特別政利 二はふだんは行かrLい｡つまり､幼児の片影唯淵

はクラスのrT動範囲をそのまま反映しており.ふr='ん行かない (連れて

行かれない)堵所は舛味の対奴として取りヒけちれなかっ/=｡ -R､叔

誠は全作の錘+.好きなコ-ナ-.先生.並び鮭でも全Jt､並Jt､JE.金

満ごしの挑め､空というように,E]常のrl動屯雌では様々な悦点がとら

れ.Pl汲みの疎さそうかがわせる.

3年生以上では特別教室やカフェテリア.オフィスも多くHLられるよ

うにfJり､相対的にホームクラスの写JtllaA少している 他クラスの写

Aは3 4年生とql加してbり.字枚ですごした年故が長くfJるにつれ

て以前の担任.弟妹といっt.:牡会的つrjがりのあるクラスがt*えたこと

を長している BM校で他クラスの写Jtが r兄の担任だっ/=｣-Nを除

いてなかったのは.ここでは彼らはまだ一年日(年少)にあ/=るI=わ､他

クラスとのつながりがま/='できていないためと考えられる｡王1=､3･Ll

q=.生ではLントランス常に如けられる別 kや披名サインをtEる児JEが多

かったことも特徴である



事51 7Jtr=よる光)のJltLLe暮の分析 7メリDのr糾

542 号六の土喋的類型

tt形や所と対象お1ぴコJント内容の組み合わせに上りー写Aは次の

ようなJ:鴫的9L世に分けられる tlq長571

●生活龍野 :ホームクラス.特臥九号などのtJt的な行地屯田ヤ7ク

ティビテJのJA所を友現しf=もの

●学校の■議 スタ17.枚もサイン.MbtといっI_JT校を専政するも

の

●雅人的七味つけ~以前の州t.弟妹といっ/=人のつrJ:がりや､相ふ､特

別fJ叫所.エビソ-ドと柑達しlJもの

<N人的食味づけ>には次の上うなものがあった

･いつも丘休みにみんなで集1る人(~Ourspec-ユ[.rEC'.MylaYOnLCtrCC')

瑞休みにたtTろする手すり

･弟Tに展示される自分のn･品

オフィスのインターコム r前に放送し/=ことがあるの｡ す~=いでしょ

(''Iwaso-川 onceJTdtlValjSOC仙L-)｣

･公衆花yi｢鮪が欠けたときにここから碓dLf:｣

･廉下の粍示 ｢きれいに積ってあって叩き(◆■n'Hko.7"Cdncat'■)｣/Lと.

こうLf_休み時間の信也乳 価人的エピソー ドの血迷IIJI 5年生に

IIけみられた｡児亜別に意味的類相をみると.幼児クラスのJA針 よくJJl

括礁湖>にととまり､<学校の果敢>とく併人的.色味づり>がRれるの

は乍年が とがってからであることがわかる 掴 戊58】 こく少政だが4

年生4_Fl.5年生jG-F5(いずれも女(-)や.5-M2(51l･生卵7)の上

<事t2の■礼> EFZk



うに.<偶人的食味づけ>を中心E:環境を説明する児廉い -た｡このJ

･)/j傾糾 17年:による発達農を示埼している｡つまり､<学校>という

環境のフレ ムや､姫団生姑における自分の経験や意味づけが鼓話さ礼

るようになるのは.ある程度の年齢にrJ･ってからであると考えられる

55 B木-7メリカの比較考察

551 帝t一倍貨の差異

GE校 t3M枚とRノFのU′ト0小の児玉の舜境認識で派なるのは､tG

形場所の分布傾r,'iJと､切所と人 (スタッフ)の結びつきの認譲であるc

L川､0/トでは.維影hB所が他学年の領域を含めた広範Laに散らばっ

てい/.:のに対して､GFJ佼 RM校では維形場所は自分のクラスと共Jfl

空胴に典1っていr=｡また､GE収 LIM俊では自分のクラス以外のク

ラスを撮影する稚由は､すべて弟妹や以前の担任という社会的IJつなが

りだったのに対して､U/ト 0小では､そのようなつながりがなくても

他学年の叔#_OSが多くとりあげられた｡特にU小では開校初年)度､す

rJわち ｢事打にい/.:クラス｣が布/ELTJ:くでも.他と芦叩-のgi城での'5:束は

多かった｡このような通いの安田として.校舎の建築的特徴の遠いと､児

簾のrT動の白油度のZf-があげられる｡

GE収 BM俊では､教室の環境はすべてIiは等しい金作である｡一

〟.0小では低学年 ･LFl高学年で席がわかれ､中庭があるDまた､U′ト

では低 中 稀学年で叔頚とWSの構成やデザインが簸なり､そもそち

｢窄鵬の多様化｣が となコンセプトとなっているように､U′ト 0'トでは

J芦年ごとにII築環境的条件が舛なる｡したがって.社会的つながりや投

票のアクティビティによる意味･jけはなくても､空関にT･1する興味から

他学年の頚城も認知される.

また,U小 0,)､の方が児丑の行動に)すするコントロールが弱い｡休

み時Rqには学校のどこへ行ってもよく.汲室篠動やクラブ 委月食活動

などでも､児穂1='けで移動することは多い｡CE枚 BM俊では原則と

して児丑は常時救師の監骨下にあり､行動も机阻されている｡つまり.U

小 0′トのJTが.児鹿が勝手に色々な洩所i･訪れる扶余があるため､食

味をもって認知される場所は広がる｡これらの結果､GE佼 BM枚で

は ｢連れて行かれる｣範院から児玉の体検する環境が広がりにくいのに

対して､U′ト 0′トでは界味の対象は上り広い範掛 二分和し､｢どの坊所｣

だけでなく｢どのように見るかJという点にも.児まの現境体験の1-逮

がRれたのである｡

CE佼 BM校では全般的に教師一児東の社会的関係による壌所の意

94

-.,;:7校の●●一一人的I牡つL1

Sft> K旦当二し.l■-!J檀●● 十ト

33jl}F23-F3呈F4 ●●● ●

●●● ●●●●●●● ●●●●

一tLu+哩__●●●●l●~●● ●●●● ●●-●●●-
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第5JL 写JLl=よるItlの可gLFa■の分析 7メリカの●刑

味づけが円本のJ岬 よりも強かった こitl土U,J､ 0′トではれ月毛を峯

として経るが.GE授 t3M枚では多くの児丑がオIJ†久でスタy7を

振ることや､前年度の政戦を撫るときに､U′ト 0小の兜龍が r肺はこ

この放電にい1=｣と言うのに対して､Gに校の児軌 Ir前の先生('-Shewas

nytcacherlast)ca'')｣と言うことに違約に衣われでいる

ただ･し､これはGE校 BM投の方が児鹿と叔師の範びつきが執いと

いうわけではなく,CE佼 BM校の児亀の方が場所をそこにいる叔師

スタ77によって認知する拭向が強いという昏味である｡t'の学校でも

児卦 ま親しみをこめて牧師 ･スケノフについてp'たったが,U′ト 0小で

はr(校長先生が季節ごとに鈍るtM )ここが､校枝肘 kが好みの ･きれ

いだから好き｣や ｢こitll目先rEが作っ/=の ｣のようにオブジlクト

を介することはあっても､人物をJ*所とは結びつけfjかっf-:

こうした認諾の違いがみられるのは､n本の学校では年度=とに故師

の卦 榊 つ.,Lqiも教室も変わるのに対して､GtI佼 ･BM校でlよ叔師が

同じ叔宅で救え掛 ナるた吟と考えられる｡まIJ.児痕が 芦校にいるmJll

故師の監督下にあり､救雀から救室､カ71チリ7などへの移動も･場

所から場所への移動と同時に､ある教師の管理下からBl]の教師の背理下

に引き扱がれるという仕官があることも関連していると巴われる｡

ォフイスと児重のつながりもL1本の'7-枚と大きく粍なる tj本では出

l耶書を届ける､鍵を惜りるといった嫌々rL用廿で､児並が戦月室%始れ

ることが多いが､7}リ力では授兼小 二懇度の慈かっ1=FIとして､かク

ンヤラ-や粒径には佼技のところへ才了くという'lVIiqがあるOあるクラス

では児鬼が注意i･受けた回掛 二上って､<口跡 二よる椎意1 051rlqタイ

ムアウト(r立たされる｣に相当)一休み時間fjL-保護者へ逮耗-カウ

ンセラー行い 佼技量行き>と決まっている｡つまり.オフィスが学校

の中で位も権威のある場所flといつ体系を､児射 iE]常的に意itしてお

り､管理部門のスタッフが学校の象故となるのであるB

児東が捷影を行っ[=のが､GE授 BM俊では授兼中,桝 行やスタッ

フがそれぞれの受け持ちの場所にいる時だったのに対して.U,ト 0′ト

では政経後だったというyI丑の状況の通いも､環境記述に影事している

と思われる｡しかし､U'ト 0′トでも78瀕の先生のように年度が変わっ

ても同じ場所lこいるケ-スでは､｢ここIiA先生のいるところ｣のよう

に.塘所と人がセ'トで凍えられていた｡場所とその持ち主との併任が

CE佼 BM収でuLa妃的であるため.両者が結びつけて認知されるの

に月して,U/ト 0小でlよ年妓=とに変わるため,場所が｢〇年○組｣稚

貝塞｣のように顔能に上って認知されているのである｡
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552 ,年差の考井

児女の在俊朔Mが艮いCE捻.0′トでは共jaLで､学年が上がるにつ

れでく斗所>および<人/J8面>の7-7兵が多くなる付向がみられた(U′ト

Il帝i2校であり､BM校には児玉は2年MLかいない)｡GE投では特

ド,幼児はJkられ1=fT弗範用の中で多形fJ姓影対象や扱きをZlんf='のに

対して.3 4年生は広い毛臥 こわたるものの.それぞれの幼所の淡り

JJllとの妃書もあまり変わらず､九枚的に<4所>を表現しI= <4所

>75井が<4所の拝成貫&>ヤ<挽土的7'ク七ス>に比べて､裁板的､

~牧的*味づけに1る鴇所の杷超を表していることは妨2書で考察した(

つまり学年に1るくせ所>のLf加は､月別 ･Å仏的に彦Aされるエレ}

ントから､それらを包含して艶知される4-所によって環境が確解される

ようになるjAl里をRしていると思われる｡

-ガで.GL三枚.BM牧で甥所やその構成安kのA体的仙値が柏られ

るのが4年1三か5年唯だったことを考え食わせると､Ja所を一般的 耗

税的に諾Zkする1うになるのと同時に.伸別 姓体的な意味づけの嘘iL

も迷LrというII道化があると考えられる｡これらの卓はさらに検証がi:

3Eであ7>う｡

553 11乍されA:児JEの社会捕丑

L3M按では児玉のグJL,-プII逮lこも沈意してクラス扱窮をrTつた｡先

述のように知慮がEIEbに/J=る時Plはきわめで短かったが.ほんの欺分の

技刺 1のAifといっし上に勉強してよい時附】にも.11とんとの女+が政

人-rつの兼よりに分かれた 一方､男子は自分の舵で学甲を掛 1る妃東

が多かっ1=｡JtさるのIJitかの肝かクノションのあるReadJnBCCntCrで､

空いている4所に4人で持TをもちよるjA面もみられた｡

生A時.休み時用にもこれと同じグA,-プで並んでおり､ある程度固

定的なIt念Nf過があると思われる また､館遵クラスとG.ld a.dtaEented

クラス甫力の､いくつか典なるグJL･-プの女+が ｢友iIJrペストフレン

ド｣としてぢJLを推っf=児玉もいた｡■鹿E)にIiはklまJtも仲のよいグ

ループとしか貞操の交淀はなかっI.:が､クラスにまたがるキ-パーソン

であることがうかがわれた

56 まとめ

このケーススタディでは.空何的■蘭よりは学校文化･プt=グラムか

らみたttht故ELの特徴が明らかに/Jつ/.:といえる Jは 校では児濃に14
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■511 写XL=上るytLのqttRJtの分析 7メリカの■el

するコントt7-ルが比較的憩いため,稚書道JLの書別件はRltにくく.

乍年ごとの共通性と乍年岡の差が弘Jされ/.=とろえられる.TiJtの*味

的切型がはっきr)していたことも特赦的である,

ま/=､aIl全校の投射jE]JFでいえは片卓下一文字や按針 こあI=るよう

な接rt的fJもので.兜tの多様なアクティビテtやJE叫づけのT'かかり

となるよう/J､純や攻境的革まがE]4:でQ)■士サ剛 二比べて少ないケー

スである 日本との比較考察でIに うLf=奄作とといこす枚文化の丘､

すfJ･わち妃tの行虫に対するコントロールの庄合い.先師と4所の転び

つき､チ校内の作成仏系といった.AB所を休挨する状況を現宅する吏関

の違いに1る妃毛の環境諾1の差が,Ttされ/I



T61
St論 :学校の文脈における児童の行動 ･認知

この書でIi.姉2年.第3孝で考穀したU小児生の稚9t正■やiT舟の

特fti･.様々/J政市不例を補いfJがら学校一位あるいはU小銃白の文JR

に化p-}けて♯釈し､児玉と之体的環境の帆わりの仝仏性を措き出すこ

とf･JtJFる

61 円劫の規範

術Zや.ホ3律でJl主対象となっ/=クラスに対しては.Ll年叶10月(朋

佼初句'IE).5勺J生】l月､2月､6年LL_5月､7Jlの計6剛 二わたって､終

uクラス批難を故EH'っ行ったことになる この州にtmlされたWSへ

の'Tm鵬閑吟に),ける氾BEのふるまいから,彼らのrT動戊範の長期的変

化を止みとることができる｡

4年'I'_叫の10J=二は.1恨 クラスの叔勤 ま中学中経2階にあった｡当

時はまだ′T年 -クラスしかなく､3つの教室のうら一つIlia常の教室､

つ は鬼火会肌 代りの 一つは空き叔室だっ/=｡掴Rbり はこの時の

fl牧の時帆 各自で叶甘 ドリルに取り組tf耶 rJ学習の場面である

兜Rはプリ/トを一枚群._I終わると.WSの人テーブルに並べて置い

てある≠答を見て7S:え合わせをしてから.別のテープJL,についている政

柄のナェ′クを受け､分からないところがあれは州き､さらに別のテI

ブルに並べであるドリルから次の一枚を取って肝に戻る｡叔師はトリJL･

サ市同姓の肘 こ̀｢好きなところでやっていいよ｣と指示し､さらに児*

tJtに指斗しなからrワークスペースに出てやってもいいん/='上｣r祥子

(柑 分で動かしてもいいん/='1｣と再三lVSで?増 することを促してい

たが.答え合わせの行き増りに友達と進み井倉を見せあう他は.rR取に

WSで学習する児jkI山Iなかった｡

こhJl乍市内苔の点からほlVSを使う必然性の乏しい坊面といえるか､

できろ取り裁量にとどよらず.WSを生かそうという務Jlがみてとれる.

しかし､児jEは ｢ワークスペースに出てやってもいいん1='上｣とaわれ

98

16tLZl 芋校の文■における児暮の7ih･毘知

f=叫 こ.喝tmの氾兼と横を見合わせ.EI分の稀にとどまつてい/=｡

ひとつには,WSにテ-1んが多くtかれていt.'のか.放電からまわ

りこま/.:りれIEならない,アクセスの患いJA所I='っf=ことが理由として

甘えられるユ･方､児Jのしぐさからはこのよう/JJA由に披らが不dtJt

/='ったこともうかがわれ/.:E,

確切払Aの面では.この時卓では妃Jlが1ログラム的別途l-上ってJJ

所を書昧づけてい1=ことはほとんどなく(耶2+平熱 ､托われ方が古放

されたのIiJL峯･WSの人であった

r世人のドリルとか､よくワ-クスペースft ていい上って先生が

TTって､そういう時にN-〟 (放電とWS4･)経ってJMSg

｢先生が道己の時Mみ1=いに.ここは 女川のAlji)使う ･て指定

したときにはそこだけど.それ以外のときには.白骨のときとか

も､どこ絶ってやつで もいいJSlさん

これは､n常的に好きな場所で学習をしてJ:い袖面があることと.千

れがMSかヤSlさんにとっては場所を性格づける安Atであることを示

唆している しかし.児領のほとんどはオー1ンスペースのfJい7-枚か

ら七枚してきたといい､この場面からは好きTL鴇所で′押 してよい状況

でのふるまい))-が児液にま1='定点していrjいことがうかがわれ1=｡

5年生からlエ2クラスとなっ1.:｡5年生時の10JH=11.叔等でクラス

ごと-TF佼巣.チャレンジIL,-ムでAT･年を姓めて梢J声の後､堵所を白山

にZKんでよい佃別1-習または耳学習という授男鹿隅の′iタンができてお

り､児jEもごく自然にWSに散る1うにrjつていた｡テーブルにつくと

きに足りない拍子を周囲から持ってくる場面も見受けられI=.6年生5

flになると､それまではなかった､拍7-をかついで*れたテ-プルにH

勤したり.WSから叔室内に梯子を持ち込tltT勅もみられるようになつ

1=.さらに7月にほ.給食時にWSからテーブルを叔隻に運び込むこと

もあっI=｡

自分の席以外での屈JA所づくりという頚塊へのはたらきかけは･妃よ

は新しいJF掛 こ来たはかりの1年生時には促されてt'なおしなかったo

rどこを使ってもいい｣という現れない斗面では.児JEはそれまでのFtl

f='･9r=､授文中は自分の序にいるという一般的rJ乍投の旋屯に従ってい

f= 時Mが1=つにつれて堵所を正ぶだけでなく,実見を動かして届JA所

をつくるというふうにiA捷的にrLつていっ/=のである

5年生､6年生時には逆に､次の学習内容の良明をやえ[=故剛 t､rl=
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ta事61 死JLdWSへのJlEnL=,1権的な4両 tl年生10月)

1∝I

ホ6JL tZ■ 千校の文Jtにお11る兜■の行軌･℡H)

1='し.今日はrl分の仇でやること｣と指示する均血も入られf=.こ山 i

｢そうigわ/+.いと､f+か上しグルー1とうLで他姓してLl て能伽 lあ

がらfJいす快い ､るからJだという｡しかし.このようなJA合でも 人

に/JるたわにWSに出てきたり.rl･か上しブル -1で7t･コ-1にtよ

るが.おしゃべりせずに各自で勉強している地色JiP正されていf=旧

知 _2.次頁】ここではr政利 こJは って｣rチャL,ン/'4･-ムにtf日や･

このケースのような指示を特にされないDtりはIft_tなJA市で他致して上

いことや.叔軒の意Egを理解していれlL 指示に血嬢は従っていlJくとも

よい､というヰPの丁書がみてとれる,

この例は.児JlのJg境へのJII=らさが Iが､その杜如 fR書的にあっ

て促されることで稚捷的に起こるよう(:t.1ることヤ､その1ロ七スにIl

柁い時間がかかることを,示している 托貫形轡や窄Mlの使い方に)く成さ

れるhL範が.児産の千丁動にも定着していくプロセスでI1,4i掛1枚師 1

ログラムのdからはI=らきかけられる面が強か-)I=の机 最特約にIi氾

我もその規範を,読み取り,r岩切に｣行動 して場面に加わるようになった

のである｡

こうLI=捷時的変化は 佃 炎63)のようにまと/)られるb

EZlホ63 Pln的文化のまとめ

祐子を丑壬に3ぶ

tIl■◆JL■■) wsでの事甘 児▲4}ItW ZAitJIのふbJ'い ltteti lqb鳥浜ClltEt■■

4.生L95- 月 不 tJ九. .Zl*●勺 書く丘T ■lFir)I刑的.tt(全r■ L1.∫-■. I)桝 ■.■

96キー1月JL4iflぶ,■七●HE)法L=+十一ii一句IVーi...u.i.■l一■■I声1一一■■ーItJ4声の■t11こ･〇･■jL■7とlト.∩▲一L̀●■書■iー∫;!I-■一9.JLlー巾た■JLL■一1■)



EZ)兼62 WSへのJt向db_SJされたqii(6年生51日

lO2

れ6∫ tlL Y牧の文■r=おけるyEtの行th.TE知

6_2 転入生の⇒応プロセス

次に.書特のように形成さilT=文兼に新参糾 -どのようにjLもしてい

くかを才幹するAここで11弔3草でのZII全括雫+恥 ､て.6年tの牢JE

はじめl二転大してき1=児暮と､辞牛皮からいた児額 lホストEF)の行姑

を比較することで.iiLE.のJ程を明らかにする.

故峯 WSにおける屑叫前文択性向の文化を.ホストeFと転入生に分

けて&Lf=のが 掴 長64)である 節3やでもぢ察し1_'ように.qt2Aq

からIi他サ年とWSを火打するようにfjり､苫dEが上がったことで.児

*がIVSへ出てくるのが抑制され/_I(叔'4内にとど1 /J割合は.ホス

ト幹男丁のJA含砺2朋から克くf_･り.ホスト肝女TでI13朔lこわ(.って

一肌 -相加している 女刊土革2月王では7 ,̂コープに痛h=.することが

多かっ1.:那.ホ3期にはアルコーブにテーブルが赴かれなくなりL7ル

コープ滞在分が叔室に吸収されI=ためと.ql.われる.つ1り､WS本体に

ti人生 (男子) 6人生 (女子)

策21万 れ ヨd

L" 7【 P"L･Ih l卜S●土ILt▲t･LNIp-SL*Jt≡TAつ~ブ DtOh

匹暮64 七人生とJtストJ7の屠4蒲JL釈
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出ていf･Fは女7･の斗合も舛2月に耗少し.その性あ1-)安わってい/I

ヽヽ

転入生舛+をみると､転入当初の第2軌 二はWSliずれの8I合が叔室

内に.太いで応か.:f=が､弗3期にはWSはずれには滞在しなくrjり､W

SRF段上の<広功的>4所の割合が高くfLつ1.:ことが行鞍である｡WS

はすItLi女f･のAJグループがほほ専用していたことから<同棲的>な

JA帝と旺JLづけられる｡つまり､新着者がまず周はからt11-をうかがい,

やがてホスト辞舛子の集まる中央机 こHjて来るようにrLつf=ことがわか

ち.y]丁の4e･､妨3期の@;場所斉択ではホスト辞と転入生にもIlや&

いIlみられない,

-)7.6:人生女TLIWSはすれ つまり周は的fJ場所の清Ii平は第2

月13籾とも変わらず完かっf= 7ルコ-1にも多く滞在LrJが.ホス

ト辞女T･と同肌 こ第3期l二はその升が故等内に持っている｡

前節のす群からは､転入生は ｢好きなところでやっていい｣という状

況でもF'1分の岬や救'S内にととまるというT･世もできるが,ここでは93

7転入/I.uホストCfとははrqじ.女7-ではtTしろホスト群よりもWSに

州でくる頼r.',]が強かっ/.｡これは.ひとつには馴俊､Li初にはホスト評に

とって行動のfJFがいなかったのに対し､転入生の地合はホスト群に 一

定のTT動′tタンヤ規範を見出/='すことができる1=め､彼らをf本として

スムーズにWSi･利用できたのIごと考えられる｡

もうひとつの理由として､新車Eのアイアンテ1ティというPl面が考

えられるo那2州には9ほ ともに転入勺三だけでjkまりを作る場面が多く

枇群され/=が.これらはほとんどの坊合WSliでitかアルコーブであっ

I=.rなわら.彼らにとってはtt会fR適の中で姿態するまで(i,新春右

どうしの集まりはアイデンティティ確保の一形潜であり､そのためにア

JL･コ アのようfj*まりが′ト入射 二限定されるセッティング千.ホスト

辞があまり使わないWSllずれを拠り所にしたのである

しかし,帝2期から姉3期にかけての変化をみると､発女で遺応のし

か[=に通いがあったことがわかる｡朋11の4含､第3Aqにはホスト辞と

転入生で屈A一所の傾向に違いがなくなったことや,グJt･-プfI議におい

てu転入生グループがもとからあっI=別のグループに吸収され1=ことか

ら.転入生のjtE･はく同化>のプtJtスであったといえる.

女Tの切合Il周樺釣姑所への定点という点で.ホスト群と居4所の傾

向IIPは ったままだった｡グJL,-プM道においてu.転入生/3けのグ

～-プlりのように転入廿のNt虚に付加された形のままの桝もあり､社負

的位Eづけの<幽定化>に上るjt応がみられる
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計6JLLl■ 学校の文Jtr=おける児tの行b ℡沖

63 ∪小の文化

U小 1煙草的にも裁帯的にも特故的rJモデル投であることか:>JI下

糸のメア17f='けでなく､rこれぞー究軒 の寸--/ンスク-叫'.1'rEl由
な空¶求めiit計｣.･〔などと輯兄や稚臥 テレビに収りHTられることが多

い｡児穂も自分J-=ちの千校が注目されていることをJEjLしている.

U′J､が取りしけられた掲載誌や粁同監事のコピーはQfI室約lこ抱･T;さ

れており.ふr='んから児土の日に即 tでいる｡まf=､児*が屯材の戊4

を見たり､実軌 こ取材されることで､?剛 一沌E]されているというだけ

でrjく､当7P者として用わっている亜AをもっているとAIftでさる,

rうちの学校が仙てる凍止がここにQrいてあるの 払Eに こに'jっ

てる｣

rよくU′トとかいって紬牡されてる.ああいう77且あり1す上h.

ああいうところもつくりが変わってるからいい/J:とAJ.ってdじゃ

あ､そこも撮りましょうか｣(雑誌の耳炎と同じアングルで)

U′トの児玉からは､0′トの脚 かま使わないrふつうのサ牧と追って｣と

いう戊税が多く開かれた｡特に特徴的な空PuやLB革的エレメントの良明

にこの&硯は多く.投合のtdl値のひとつが ･牧的なJ芦牧と外/Jるという

点にあることがわかる｡こJtは児亜が白身の庶性体験に加えて.常にh

師やメディアi･適して自分の 7̂-校が rふつうでrJい｣と叔えらJtている

ことにもJる｡

rJf_佼じ/=い､あるものかまわってるから.(他のJf掛二)ないも

のを見ると.おお.とか甲.い壬す-色々ここ11李わってるから｣

｢日本にこれからできる学校の見本に7'Jる千校なの｣

特に牧舎の開放性.扱親の逮jAtiは嫌々fj4面で牡■されており.児

まの現先的アクセスに対する誌Zも.環境の軸Pt的特tiT='けではなく･

それを意jtさせる1うな叔拝の発育や活軸があることで促されていち.

抗えば.字点食で如 ･上しグJt,-プがBl吏化していることを叔坤が注暮

するl削二r姓物と同じように.みんなも沸かれI=人恥 こrJろうね｣とま

とめるJA面があったり､図工でIir見える､好き/L格所｣というテーマ

で艦を措くこともあった｡



君=Lに､中虻をuきんだ低学年^室を措い/=というNK君

rfから)隼の故等の中の机とか人が見えて/=方がいいかfJと思っ

て.でも結局人は指けなかっr=｣

このようI-､U小では校舎が才在的エ-ijェントとして牧frに使われ,

1校の故Eltlが建兼的蒋Fと轄Urつけて示されている Ll･.ここではrU

小の文化｣とい lうべきものが女医的に形成され､環塊休演や止jtもそ

rLらにhl句イけちれている.,

64 学校文化

u小ではrフレンド指払｣という､居住街区に上るJT年性射りJtで行

うT&勅がある (このようrJ牡91り活軸は多くの学校で.hられる)｡あるE]

のフレンド†占Jbは低学年から高学年までの交誼という目的で､並ぶ時制

であった.ます枚室に集まり.｢今E]は何をして並びますか｣という具合

に話し合い､rIごろ王さんがころん1='｣をすることになった｡

小学中川のWSを花から確まで良く使って rlさるfさんがころん/='｣

が始まるが､しばらくすると児玉が一人二人.鬼に近づく卦 I･で本柵の

桝を曲る岬に.｢だるまさんがころんだ｣をそっと抜けて本机 ことりつい

て木を.臭み折れも｡それを見IJ他の児童も政人加わり.次軌 こ良書をし

ている児冊がbIえでいく｡一心不乱に本i･謙tr光点t)いれは､降にいる

耗サ勺J･児銘が;Jんでいる本をのぞきこんでいっし上に挨もうとする旺′芦

年のit畑 い ､る

やがてゲームi･抜けthした児集が多く/jつてくるのに気づいたフレン

7.-HtのリーY一格のtH子が.rあれ､みんなサボってんじゃん｣と本棚の

ところへ行 く 枝は本汝のところにいるが.本を綻んでいるわけではな

い性乍年光束を2､3人つかまえで rほら､本なんか汲んでないで､や

らなきや.さあ IJとy-ムに戻そうとする机 rだって､つまんない1.:'

もん ｣｢つ1んない.じゃないのっH というやりとりが展珂する

この書面では､接点での千百以外の活血の壬軌が.並びや交託のプt7

7ラム化という形をとゥていることと､その際に ｢仝月がやらなければ

いけない｣というJEEiは 兼が草俊文化として支出している(しかし､鼓

師は^隻でfiTIをLfJがらこの坊面に欠づいているのr='が､一針 )-

y-の手助けも仲JLもLrJかった｡学収的見辛に沿って行恥してい/=の

は.trしろリーY一児Jの方である <■7'｡

本絹 叔材わは.そこにス トックしてあるモノが実存にアクティビ

ティの羊かかりとなる他に,JE用の中で一人でいる.あるいは事持ちよ
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旺l)r見る見られる｣BlqEのtttiにつ

いて.I:○■Ptdt(7-コ-)はEtt昔 tE現

される書の井村紙 をAAしたpH､.主にU

小では､̂ 事が r先生も九が抜けfJいんで

H と書うように.姐 は七■と児Jrがr見

ろ Rr,11るJ昇任にJ3いて何事L=近づける

tlt合いをもつ.

やL=rI投合がほとんどUラス重りの.TJ

J)カのある′ト千校のt2長も3E8にこう詩っ

lJr阜fJちのす掛1,こんなふうに色々/J4

簾が見える▲うになゥています｡I='からT

仏かt'んrLことをしているかすぐに分かる

し,+秩/_らもお互いが上く見えます｡払た

らhJlも.いつも見らLlでいるのです,対甘
TLのでH Eっf:く同じ*鼓的t味が細ら

れるの11舛仏法い｡

tt2l -I-7-という甘JAがこのように

はゥきりrjい4合lこも.児▲が戊tを*挿

すも枚81をは/･十二とはある.qえはU小

でIlナ十イムかないf:わ.巾の金の7rやよ

い休みISrlのrLわりrJとに､九重の入口で

t合をOH タイムキーパー的投書の児暮が

いる｡その帽には､ゼナLも正接呼びかけ

るわりではなく.鼓外書を手にして持って

いf_'rJ､せりの会のtを故人でささに耽い

はしわるといつt.:黙示的な形をとる.全■

的■Z=において.スタ771二元い枚■そも

つ暮収啓首がいることをw rztLEIは桁dlし

ている▲■つまり,_t用生活でIi駐JIが主

任的L=Jltに従うというII面がある.rだる

iさんがころん(:'｣のケースは丑の暮拝と

いうtl略が強い机 タイムキ-Jトの巾は

白己甘JI的であるように,このtlTl=は丘
Aがあ る｡

訴61 EZZl や校の文kにおける児JLの行動･ZE加

沙汰の時にそこにいる理由づけとなゥて<もの熊瓜>の性格をもっこと

紘.市3卓において指沸した｡このJ4面でも本tIがそうLf=くもの拠H.

>のは湘そ果1=している

リーダーはJt現にはいるがJFを謹んでいない児珠を王んで並びに生れ

h!そうとし.その和也の児tはすぐ書でさlのようなやりとりがされて

いるのに本から日をヒITJ:うとしなかっ/=｡つまり､何かi･しているk

りは.集団の並びに加わっていrJくともJtつ先にとがめられることはfi

いことを児立は知っており.この状況で11淡■が暮びから抜けるエクス

キュースにrJつていたのである.

佐竹は.保有歯でいわゆる rとけこIr1-い (供1が､こうし/irlrJに

かをやっている]ことになり..iもとやかくf捗はしない ･rtEEl砧舟

に参加しないjllltとも､rPF除はされていない｣世雅｣で随でのLL純t

保っている例をあITている 掛 iこれを r仲PZH とrfげ.その ｢FP仰｣で

領事なのは行為自体ではrJ:いと述べている1} l

u小での<もの拠点>は､ふだんはJf; 放けを身近にスト7クすると

いう架竹的/J役割i･もっているが.なんとJ'Lくいる状態や.-の例であ

ITl=1うfJ果E剥活動からの違LTという状況では､｢FMJ｣としてet碓-!

る｡つ1り､<もの撫占>の性格は'7校という文脈の中で'tじるのであ

る｡

妨4やで述べた､低q=年に特散的にみられた排軸やオーー/ン/J空mAこ

何もせずにいる状掛 ま.根葉者からみた他のrふつうの｣児まが物理的

エレメントか､何らかのアクティビティを下がかりとしで吏位していち

状態を背兼として浮かび上がる｡中 耗学年では,所在rLい妃能は<も

の拠点>を居場所とすることから､｢なんとなく｣いる状態での定位のし

かたは乍ばれるのだと考えられる｡

65 学掛 こおける新手者 古さ書

TTIAに1る珠塊盈iLJ糞では.学年が上がるはと叫所を鼓tR的に疑え

るようになることが示された.,これは､その4gtでの耗淡の良さや年齢

的な先述丘が箕Egと思われた｡U小のjJ壬一年Elには4年生と6年雀の

冊に.扱覚的 (見える)か鹿渡的 (行ける)かというアクセスの違いに

1る地所の詑akの芸がみられ1.:那.同じアクセスを取りながらウキで兇

なる見かたをLI=粥もあっf=｡

見なと九石で鼓室約七ノティングがつくられている夏の鮭は､itjtの

特色ではまだどちらの学年もあまり便っf=ことがなかったが,4年生

6年生とも r好きrj牡所｣としてとりあITl=｡まの虚についで.6年生
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ll丸いt)が面白いと7うが､そこがどういう場所か｢ついてはr何に稚

うのか分からないJ.

rrJんか叔毛みたいなところ-きれいで形がdl向くて好きL･ちゃ

んと本格的にftっ1=ことないから､どんなところか分からないけ

ど｣6年せTKさん

rこのtlけっこう空わってるから｡1iq査Jlrここで授モやったこ

とある?J)ありません上･や らrJLlんじゃJiいんですか.でも､

こ tllR枚ですt)んh.いちおう｣6年4:OTZ!

･JJ､4年屯のか こhして自由な解釈がみられた｡

r外でも授某ができるんだ この石が (石を7'L/=いて)あれ､ほん

とにLiTか/I,石1ごと恩うけど､抽-(-になるん/='けど故が足りない

ん/-= でもこうやって二人庫れるとLP.うJLI年生NKLr

rここは.外 にtJl板と捨子があって外でも控賃ができる上うにrjっ

てるの あの上をトントントンって挑んで逝ん1ごりするの｣4年

也S】さん

4年ILは ｢襟裳ができる｣ことを話した上で (実冊に披見をしたこと

はrJいというが1､物理的エレメントに舛味を示している.一九 6年生

はプL)グラム的低僻を用MLようとし､｢使われ/Jことが,jいのが,千

のまま r分からない｣という戎掛 こなっている(

6年生は他にも r#机 何に使うのか分からなくて.だから座って眺

めてるfごり｣(Lt上にあるステージ状の由)や､｢なんだか分からないん

だりど･｣ のように.乍段内の軍kについて川島や丘珠が r分からない｣

ことt指っf=｡どちらの学年の児麦にとっても,BR攻の新しさは同じは

r/='机 4年叶は従僕的に知壬されるiE息を指るのに対して､6年生に

はプログラム的使われ方を知ることi,もって r分かる｣という周式があ

ると考えられる.

つまり､半LZである6年生の方が.学校という文kの中でgI7Pを碓井

するという*叫でのtt会化が進んでいる｡自分の裁量周辺のように,千

枚生活と甘首している4所や､収量などのJうにま味が類推できる4節

ではこうし1=差は長われない｡しかし.夏の鹿のように一役的なrJr_牧｣

の枠凍みから群訳しにくいJA所でIi､学齢こおけるは会化の経度の差が

兼れたのfごと与えられる
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託6t EZ■ 半枚の文■におけるytIの行lbIE九I

ITq･が上がることによる托会化は.甥面の什JIにもrq連す る.純t的

Tク七スの叫合は.他JT年との挽t的コンタクトのLf'で r見る｣と rR

られる｣のJ蔓が壬JEさItることがある.以Il山､r九も＼K君のコノン

トである｡

rあっちが高学年のところで､下が符11篭と札t5t-半 枚Bt雫で

はスポーツ入会の招議をやったりしてI=(X生fII音加した

の?Jlいやー5､6年生とIfl′芦やがやるから.でも杜を&っf=F_

やってるのが見えI=｣

(WSからの味わ､1年や時)

｢外からも音駕等が見えるから､先にAlるt勺1とか2年ヰとか

が､途中でよく見てたりし1す.177や増で､5中生時)

荊t;-の桝ではl_親Jt,_i･r見る｣が､枚方ではF掛 Lに ｢見られる｣と

いう丘いがある

これは､学校に上り疾くrl'Tする7占動､上り池ん/='泊勅i,している印

を.新拳かir見るJという方向性があるということ/='.学校では油井.

3年也が毎年ヒマワリをffてているというように､サ句ごとの乍習内石

はそれほど柴わらで､また･′芦年がとがるにつれてII々 J'J･枯動l~おりる立

hBが曳質になっていく したがって､ほとんどの堵合r見る｣｢比られる｣

のJ)-両性は下級/tから上級生に向かうことに/Jる ′7-校の中でのEI分の

比会的La:区づけが.こうした鳩両にu故鼓され/Jくとも埋め込まれてい

るのである

66 児暮のおかれた状況のモデル的表現

ここ1で考耕してきたU小における妃JEとEt境の朋わりは.ホ11で

示し/=枠組みをFtlいて 【回&6_5)のようlこ表すことができる｡開校当初

IilI集環枕､児並､叔師/プログラムが断片的 庇嬢的にしか結びついて

いTLかっ1=が.時間的なプロセスを牲てひとつの系に/Lつ fこ この系で

はそれぞれの更兼だけでなく.安まPlの関係tI児JEにとって*味をもつ

ようにrJり､全仏としてrU小｣というまとまりを見出すことができる｡

児よのMt薮原hEとの関わりも主事な安まである.また､学校のTイアン

テイチイの娼知にも.牧舎を#在的エージ1ントとする11f=らさかけが

作用している｡

このように.児席は学俊一般の､またU小にuT有の状況のけ8Lみの中

で行動し.破堤を理ポLJU小的｣行動 盈JEのパタンを身につけ､そ
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色事65 状況のモデルED

I一o

託6JL S(廿 半枚の文Jiにおりる児1の朽▲b fe九

うすることを通してU′トの文k形蚊に宰hしている ‡f.:､-二では校

舎が叙社的な&確でも､El骨的fJqt両においでも.iFIO=的エ-ジ1ント

としてひとつの空和的 比会的 文化的なまとまりの形碇に和一ナしてい

るのである｡



71 ケーススタディのまとめ

払Jtrあ/ごつて.ここまでのケーススタディとこ上丘をelよしておく

第2■でI1､枚攻が′芦攻Lt活の文板の中で仏潰され,*味をもつ梯子

を(ち,)ようにrjるJA程も含めて)記述した 叫所が見える/行ける7ク

七スの掛 こよって粍/iつt･杉で体農 認知されることや.場所のアイデ

/ティティとTt全的コンタクトという悦北的アクt:スの価蛙が明らかに

rjつ/～

妨3畔でI1､枚rjlWSの祉会的七ノテインタとしての様態を,軒別

児並の行動の触Ifとして記述し/= ここでは,それぞれの児兼が杜全作

遇におりる化atづけと対応して居場所をつくること.行動バタンによっ

てAL所に托会的性格が付rllされ.児女のアイデンティティとも関わって

いることや､ft会的レベルおよび空間的レベ/レのふるまいと'CIEの偶連

が′lTさlLf=

祁句碑では.tEt･中 Ai乍年の休み時何日二おける並びとXまり形荻の

比較から.身外/空刷感覚や7クティビティの質的な追いが明らかになっ

た｡

帯5事では､7}リカでのケーススタアJから.早便文化に上る叫所

の捉えJ7-のjJいが′)-;され/J｡

帯6tでは.U′トのTeIから光束の行劫 艶知がどのようにB体的環

境の中には正づけらLLるかを号やした｡児女と什集環境との関わりが乍

校やUJトという文kに方向づけちれるT.:'けでなく.それに応えることで

児*のふるまいや患よが.その文よ自体t形成している■面が示され/_I.

ここで東軍なのは､ある准度他律的に方向づけちれfJ･がら､その中で

児能が和也との偶わりを日経的に軌み立てる｡与である.従来の研究の枠

租みでは.児Jlは叔師/プログラムに上る｢使われ力｣の中で洩面々々に

応えるイF一任だっfこ しかし_ここJでのケーススタディから示唆される

のIi.児叶に上る-JIftをもった r使われJ)｣(｢'r楕′iタン｣の方が為
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れ7JE払斗
切か)も昧立し.それらが叔師/プログラムとII等句境l'サポートされる

と同時に方向づけちれていることである.

72 従来のtfii デザイン指針の同獲

これまで千校計舌/デザイン相打は.tt繋計貞では亨Mと叔軒技能の対

応というhLit-盲作のレペTL･か.児tの子供としての生号に足斗したつく

りこAのレベ レ(スJJ- L,､仕掛けなど)でしか姥示さLtでこなか-}/I

ttヨ&7.)).これはタイ7グラム的平面に走I的なしっらえの付加という

アY'インEE式i･吋7r:している

いいかえれば.従来の行為 空mの対応という洗能面と児tの子r勤 ･

一し･埋特tiからの7ブローチが､Et姓と児t/7クテ1ビテ†の血便的rj珊

C l̂cIL.deT.APL'lttr71Ldng･･LlREl･】-1り引例

w KJW ,▲化hrLMJiyA:一山 '(･nl▲J)引用

血♯71 (上)r子供のT=めの｣デ1 ィ .' パタン例 (下)rltい方7二ュアJり



保という･*九[:その1王フィー ド J(7 クきれてしまっているのである.

しかし､環境の耳がそttl='けで決定されるはすはなく､JL丘に決らず環

境デザイン食掛 二おいて場所や斗面の井からみ1.;｢居合わせる18｣の計

声&や･rq.ハードウJアのデザインi･こえた人巾一環境美のデザインと

いう枕t～のgftiが捷軽されている,'V

小ノf俊についてJlrJi岳-化 1位化JraかrJ生痛の叫｣などのEItf

にJJLで､娃羊計再はこれiで多i}fJプログラム.多様なアクティビ

ティと.その[_'めの空Jgを捷示するという扱ti.から応えてきf=ように思

われる.こJHi柵隼環境というハードウェ7の面からソフトウェアであ

る叔fFL'Jlf=らt.tかけLうというアプローチである.

U小では.苧Mlや柵叢環境の要点の嫌々な権幕族PlのJA耐 こおける使

われ))をせ起し/Irtといガマニ17ル｣が用土きれ/こ しかし.敗師ヘ

のヒアリングaI壬に上れば拙策市境が効果的に使われていたにもかかわ

らず.マニュアルはあまり拳照されていfJかったという仲)｡一方､姉4

JFでとりあけ/=S小では.If-両投荷には授AJ形繁のフレキシビリティが

収JHTと1校のP】で検討されfCが､故T'軍内にととまらない授業展別田な

どの鯉'Xi･学校用は好まず､段丘卜者のはたらさかけは可動lrl板と可動

/i-ティションにとどまっI=という｡主上集計貞的仙古からいえば r使わ

れて｣いないが.H,媒的に8かな空胴性をt}つたオープンスペースと

なったJか1姫味涙い｡

これらの'ytnは､披針古とユーザーのコミュニケーションの焦しさを

物踊るとといこ､ハード･)ェ71才ソフトウェアという二qi的アプローチ

の和親.也を女している｡政体的特攻というレベルでは,術古は不可分な

のである

73 括議 事投打iiIへの捷書

U′トのサ桝研究から明らかにfJつ1=のは.児我は共通のプT3グラムの

もとで.それぞれに環境を体裁し.理解し､意味づけていることである｡

つまり.ある枠扱みそ火有LrJ･がら.字俊全体のIt会 文化.乍年の71

念､El骨の4面々々といったtI々 IJレペtL,において､様々{L形で､状況

に関わることを点して r学ぶJということ'Cある｡

こうした事加の多は性を支えている紙集稚塊の屯附 ま.多様な4所で

あり.地所への多はなアクセスであり.多杜rJLつらえであり.叔師/プ

I)グラムの缶件は.それらを伴い.仙境する斗面をつくることである｡こ

れらの横合として.空mJ的 ･身体的定位に上って.様々な姑軌 二､嫌々

にrKnrできる状況づくりが王事になる
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約4で述べf=1うに.これまでの千校計首は多tlなプログラムや丁ク

ティビティi･徒示しようとしてきた.叔介の面から.児tが主体的に?

百で与る堵血を用tすることは東軍である｡しかし.今綾乍投計貞に.R

められ.るのはその内育lこ応えることではない.また､児tをtt缶的ll在

として捉えると､生曇的ニーズに応えるだけでは不十分であることも明

本研究においでも.祐最的なJA面や光束IitJ*の用わりの'{タンは多

く見出された【付il参列 これらはすべて何らかの形でIt会的頚境体猿

という仕官をもって)川 ､児tが粁tLg境 (との悦tt)i･枚介としてtt

会的rj状況に柑わ-'ている性Tを小している｡ここで強JLI=いのは.

iti篭 t一項環境の直接的rq休と乍t:2の比会的什軌んが.児JEの環境体椴

として升から任くLtぴついていることである.

したがって,JF研究から書かれるのIIA体的な計画l'法やアサインI

A点ではなく.trL7,7校計鳶/デIFインへの7-/tl-ナl11する捷百であ

り.それらを示して姑請とし/.:い

●多様なプログラムではな<､多様なEllA体tLを用書すること

つまり.鴇面の内科ではなく､場面へのアクセス/容加の形態をデザイン

すること｡

●アクセスは直接的でなくてもよい

地面へのアクセスや参bllL二は直領的 ･身体的なものと､川畑 的 ･呪文的

rJものがある 血篠加わっていない鳩diやアクティビティにも丑味があ

る｡r知っている｣ことも状況への沓hLlの-要兼である

●El7R性をJL視すること

様々rJ空l】】/叫所が.特別//､象徴的なものとしてでなく､1-枚の【絹 的

文朕の中で体扱されやすいこと 学校はJI投である｡その枠扱みの中で

は.児女が環境をEl分のものとするまでに,特用と去切J-Lサポートが必

芋である



i土会的コンタクトの類型

七十nllLirるJ土台的 ンタクトは攻のようI'顎句でさる.児tがよくtJIするのJL,空Lqのス
ケ ルIdlJ～-1りqH二̂ ろく見る>とく印L,7クティビテ1にii加>である(
LI-幽1-1Bl:i弓 l

T介197tJt的 PW 巾

t暮される相反 O

L/I-ルrrJ-クでuさまざまな特敬的4面､児女 fthLの関わりが見出 され/.:.
としで分的することができる｡

これらは1土合的環境体操のパタン

リ
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あとがき

この古文は多くの方々の支えなしにはまとわることができなかっ1.:｡

学部生の時からの相帯枚召.庄7▼超先生には長年にわたり芳所々々で貴史な7ドバイスとご指溝をいただいた｡

止まの&文としてまとめる^向性を見失わなかったのは､長lt先生のおかけである｡

半文を書糞していただいた大野秀鼓先生､FLJJ.･H省音先生､西出和彦先生､曲頭葵邦先生の各先生方には､成々

な角皮から4:文的なご相補を多くいただいた｡

姓士汰鹿進学当時の長7平群助手､山下曹飾先生 (名古屋大学助教授)には研究の初期からご指卓いただき､名

古屋大学に8られてからも祈りにふれてご意見をいただいた｡本券文の基本的な7'イデ丁は,山下先生とのLL註

(や凍抜)の中で生まれ1.:ものである｡

耕せ丈泰子さん (平成9年Jf#士技稔性了)は､)壬i･はL:わけ究全校にわたって手伝ってくれた｡どれだけ

助けられ1.:かわからない｡

東京林立大学の上野汀叔按と倉斗桂子さん (大学院)には､何度も合同でiJ圭に率加させていただき､たいへ

んお仕掛 こなった｡同じ現場で同じ切面を､過った硯.古から粥ぺるのを間近で見せていただくのは非常に弗味深

く.姐弘になっ/=｡

7メリカ51並行での滞aを受け入れて下さったGcorgcJMAnZl先生 (テキサスA&M大学収穫)は､鞄身になっ

て面例をみて下さっ1=.当時テキサス∧&M大学研究月のePl事要先生 (硯千茶人L'r助叔按)には寮の手配から沸

立まで.何から何までぶ比掛 こなり,アメリカのI芦投VF柵やB文についてたくさんの7ドバイスをいただいた｡

研究等の¶onlaSGa'Yeyさんは.快 くMヱRAやpaPERの冷文の校閲をして下さつ/=｡果報のチェックにととま

らず.内容にも頼かくメスを入れてくれI=おかけで､(自分としては)ずいぶん)i坤が鍛えられl=矢がする｡

ここにすべてのお名前をか Tることはできないが.他にも多くの方々のお仕出になっ1=｡

沫く感諸申し上ITます.

T生で持ちill.:rデータJだけで/Lく､何Elも学校にいる帆 二見同したl古.の出禁中も､この論文では大切な

材特になっている-そtlを壬帆のある形にまとめるのに､見てきたことを人に話すのはとても生要だっ/I,ほと

んどは呑入ながらfごったが､日に出すことでずいぶん考えが生理されたし.諮しているうちに考えが浮かんだり.

ヒントをもらっ/.:ことが何使あったかわからない その他T･に{+つてくれたのは王に拓輯 長浦研究室のみなさ

んである.それぞれの))かrそういえlf .｣と.ulわれる関所があるはずである.

同居人でもある関本和j]S]!の仔作は色々な71)で大きかった そttから侭rtltL佃7さん､あL)がとう｡
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ここまで研究を抜けることを理解し.権助してくれた両現にも荘く悪裾している.心h!Ll.:ことと思う｡

そしてなに上りも､快くJ壷にご協力いただいたJT校の先生方には本当にお札の申し上[1ようもない,U′トJT

俊引iじめ.0小､S′トの俊鐘先生､政所先生､先生^の='理解がなければ.そもそもこの研究は成立しなかっ

1=｡7メリカの先生方もクラスに頓かく迎えて下さり､抜目ずつの短いmJだったがとてもましい蛭額をした｡

JL後になったが､児生のみなさんにありがとうを言いたい｡i文という性格上､JF文ではふれることができfj

いかドライfJ記述にならざるi･持rLかつたが､沸立では心境まる思いをたくさんしたし､子供たちには (披ら″

さして r子供｣ではないということも含めて)多くのことに気づかされた｡

大人になってからの方が､小学校でいろいろなことを苧んだと思う｡

1999年3Fl

イ守嵐 佐竹
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